


















































相沢美月は今日も一途に恋をする
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。



























この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　うららかな春の放ほう課か後ご。

　空は晴れ渡った晴せい天てん、裏庭では葉は桜ざくらになりかけた桜が残り少ない花びらを散らしている。

　桜の木の下に、ブレザーの制服を着た一組の少年と少女がいた。

　桜を背にした少女が少年を前に、緊きん張ちようした面おも持もちで立っている。

　彼女の頰ほおは紅こう潮ちようし、もじもじしながら腹の前で落ち着きなく何度も手を組み換かえている。少女が少年に特別な感情を抱いだいているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんといえた。

　対する少年はといえば、眼がん前ぜんの少女を通り越してその背はい後ごにある桜の木を見ている。そこに何があるというのか、睨にらむように一点だけを凝ぎよう視ししていた。

　人ひと気けのない裏庭への呼び出し。緊張している少女。

　濃のう厚こうな雰ふん囲い気きまでも揃そろえば、どんな鈍にぶい人間でも少女の用件は明めい白はくだ。

　優しい人間なら「話って何？」と微笑ほほえみをサービスしながら促うながしてやるところだろう。しかし少年は仏ぶつ頂ちよう面づらで桜を睨にらみつけたまま、微び動どうだにしなかった。

　少女の背を押すように、一いち陣じんの風が吹いた。

　桜の花びらが幻げん想そう的てきに舞い踊り、少女が髪に結ゆった桜色ピンクのリボンもまた揺ゆれる。

　意を決けつしたように少女は手を握り締め、顔を真まっ赤かにして言った。

「あの……好きです！　良かったら私と付き合ってください！」

「良くないのでお断ことわりします」

　即答。

「…………」

　ぽかんとする少女を残して、少年は踵きびすを返した。その足取りに迷まよいはなく、さっさと姿を消した。

　一人残された少女は崩くずれ落おち、地面に膝ひざと両手をついた。

　薄うす紅べに色いろの花びらが一枚、ひらひらと降って、彼女の頭に乗のった。

　──サクラチル。

　その夜、少女は枕まくらを涙で濡ぬらしたのだった。
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　星ほしノの宮みや高校は星ノ宮市にあるごく一いつ般ぱん的てきな進しん学がく校こうだ。

　有名デザイナーがデザインしたという制服は少々高いが、星ノ宮の魅み力りよくとして挙あげる生徒は多い。男女共にブレザーで、男子は紺こん色いろのネクタイ、女子は赤いリボン。左胸にはポケットがあり、星を象かたどったチャームがついていた。

　学まなび舎やに続く道を、極きよく端たんな猫背で歩く少女がいた。身長は１５９センチ。セミロングの髪かみを両サイドから取り上げ、後こう頭とう部ぶにピンクのリボンを結っている。右肩にかけたショルダーバッグには鍵かぎの形のキーホルダーを下げていた。

　俯うつむく彼女の背中からは哀あい愁しゆうが漂ただよい、どんよりとしたオーラが立ち上っている。

　彼女こそ昨日、意い中ちゆうの相手に告白して玉ぎよく砕さいした少女、星ノ宮高校一年二組に所しよ属ぞくする相あい沢ざわ美み月つきだった。

　爽さわやかな朝の登校風ふう景けいにあって、彼女だけが浮いている。

　よほどショックなことがあったのだろう。そう察さつした他の生徒たちが遠巻きに眺ながめる中、軽けい快かいな足取りで彼女に近づく者がいた。

「美月ー、おはよう！」

　その声にぴくりと耳を揺ゆらし、美月は勢いよく振り返った。

　そこにいたのは髪をシュシュでまとめた小こ柄がらな少女──クラスメイトの山やま本もと理り子こだ。ぱっちりとした瞳に整った鼻び梁りよう、ふっくらとしたピンク色の唇、細い手足、そして身体からだには不ふ釣つり合あいなほど豊満な胸。

　人より際立つ容よう姿しを持つが故ゆえに、彼女はよく痴ち漢かんに遭あうらしい。だが、柔じゆう道どう教室を開いていた祖そ父ふからあらゆる格かく闘とう技ぎを教え込まれた彼女は、そのことごとくを返り討うちにしてきた。

　この前は朝の満員電車で遭そう遇ぐうした痴漢を肘ひじ打うちの一いち撃げきで仕し留とめ、駅員に突き出したそうだ。

　幼おさな馴な染じみであり親友でもある彼女には、告白の結果もメールで報告していた。

　理子の顔を見た途と端たん、ぶわっと美月の目から大量の涙が流れ始めた。

　駆かけ寄って、縋すがりつくように理子を抱きしめて号ごう泣きゆうする。

「うああああああああああ理子ちゃあああああん」

「うわっ!?　ちょっと人の顔見るなり号泣!?　落ち着け！　まずは落ち着きたまえ！　ね!?」

「うええええええええん」

　理子が必死でなだめても美月の涙は止まらない。噴ふき出る涙で虹にじまで作れそうだった。目撃した生徒たちが異い様ような光景にひそひそと囁ささやき合っている。

「ああもう、こっちきなさい！」

　理子は泣きじゃくる美月を引き剝はがし、腕を摑つかんでわき道に入った。民みん家かの庭の葉が頭上にせり出した道をぐんぐん進んでいく。

　連れられるまま歩いているうちに、美月の頰ほおに虫がぶつかってきた。

　ぶつかった確かな感触からして、小さな羽虫の類たぐいではない。天てん道とう虫むしか何かだろうか。

「！」

　鳥とり肌はだが立つのを感じながら、勢いよく手で払う。小学生のときに起きたとある事件以来、虫は大の苦手で、泣いていても反射的に手が動いた。

　角を曲がり、通学路から見えなくなったところで、理子は立ち止まった。

　そして、無言でハンカチを差し出してくれた。

「うう、ありがとぉ……ぐすっ」

　美月はそのハンカチで目元を覆おおった。自分の家とは違う洗剤の香りがする。

　涙を流し尽つくすまで、理子は辛しん抱ぼう強く待っていてくれた。身長こそ美月のほうが高いが、彼女は姉のような存在だった。生まれも半年近く早い。

　ようやく美月が泣き止やむと、彼女は腰に手を当てた。

「桐きり島しまくんが女嫌いっていうのは有名な話なんだし、こうなることは目に見えてたじゃない。あんたが彼に惚ほれたきっかけは聞いたよ？　高校に入る前に、街で絡からまれてたところを助けてくれたんだよね？　でもそれはあんたが好きだから、とかじゃなくて、純じゆん粋すいな善ぜん意いでしょう？　きっと相手が誰だろうと彼は同じことをした。特別に思ってるのはあんただけ。──だから止めろって言ったんだよ」

　目に押し当てていたハンカチを離はなす。理子は怒おこった顔をしていた。

「だってえ……」

「だっても何もない。双ふた子ごのお兄ちゃんのほうならともかく、桐島くんは女子が近づくと凄すごい顔で睨にらんでくるんだよ。彼は遠くから眺める観かん賞しよう用ようだって、みんな言ってるじゃない」

「観賞用って、彼は植物じゃないよ」

　赤く腫はれた目で軽く睨みつけると、理子は肩を竦すくめた。

「ええ、ええ、そうでしょうとも。それじゃ満足できなくて、零れい下かの眼まな差ざしにもめげずに告白した猛も者さもいるとは聞いたよ。でも全員撃げき沈ちんしてるんだから、あんたも無理に決まってた。なんでまた自分だけは例外だと思えたの？　飛び抜けた美少女ってわけでも、何か一つ取り得があるわけでもない、平へい凡ぼんを地でいくあんたが何ゆえ清きよ水みず寺でら、ううん、スカイツリーから飛び下りちゃったの？」

「うう、酷ひどい！　全ての面において自分が勝ってるからって！　ええと……あれだ、そう！　ピアノの腕だけは負けないからね!?」

　びしっと人差し指で理子を指差す。が、理子は冷たく切り捨てた。

「ピアノで飯食っていけるほどでもないでしょ。金にならないのなら全ては趣しゆ味みの一言で片づけられるのよ。おとなしく合がつ唱しよう部ぶで伴ばん奏そうでもしてなさい」

「うわあああああん！　だって、授業中に目が合ったような気がしたんだよぉ！　もしかしたら私を見てたのかなって」

「あーあー、コンサート会場で偶ぐう然ぜん流れてきたアイドルの視線に『私を見てた！』とファンが思い込むようなものね。はっきり言うけど勘かん違ちがい。都つ合ごうのいい妄もう想そうだよ。あんたの席が窓まど際ぎわだから、外の風景でも眺めてたんでしょうよ」

「容よう赦しやないですな……」

　しょぼんとした美月の呟つぶやきを無視して、理子はかぶりを振った。

「とにかく。悪いことは言わないから、彼のことは忘れなさい」

「でも」

「でもじゃないっ。さ、行くよ。遅ち刻こくしちゃう！」

「……はい」

　反はん論ろんを封じられた美月は、渋しぶ々しぶと理子に従ってわき道を出た。

　生徒たちの列に合流し、再び学校へ向かう。すると、前方から黄色い声があがった。

「朝から出会えるなんてラッキー。ほんと格かつ好こう良いよねあの二人」

「目の保ほ養ようだよねー。別クラスだから二人揃そろってるときってレアじゃない？　写真撮とっちゃお！」

　スマホを構え、はしゃぐ女子二人組の視線の先には、鏡写しのようによく似た双子の兄弟がいた。兄の名前は桐島光ひかる。弟の名前は星せい也やといい、美月と同じ二組の生徒だ。

　特徴的なのはその髪と目の色で、淡あわい栗くり色いろをしている。朝陽に透けたその髪は金色に輝いて見えた。

　雪のように白い肌。細身だが均整の取れた身体。上品な目鼻立ち。総じて、絵画から抜け出してきた天使の如ごとく美しい彼らは絶大な人気を誇ほこっている。

　性格は正反対で、光は柔にゆう和わで優しく、星也はクールで硬派。

　身なりも光は優等生らしく完かん璧ぺきに整えているのに対し、星也は制服を着崩して髪も撥はねさせ、ワイルドな雰ふん囲い気きを漂わせていた。

　そんなわけで女子たちはそれぞれの好みに応じて『光派』と『星也派』の二手に分かれている。特に光の人気は凄すさまじく、その名前から『光の君きみ』と崇あがめられているほどだ。

　彼は成績優秀者しか入れない一組の特進クラスに所属していて、今年の入学式では新入生代表の挨あい拶さつも行った。中学では常に学年一位であり、推すい薦せんされて生徒会長を務めていたらしい。

「お、おはよう、桐島くんっ」

　向かいから歩いてきた女子が双子に声をかけた。いかにも勇気を振り絞しぼりました、といわんばかりの赤い顔。

　光は愛想よく微笑ほほえんで挨拶を返し、星也は目を逸そらして足早にその場を去った。

　女子に対して星也は徹てつ底てい的てきに冷たい。話しかけようものなら凶悪な眼光を浴びせて意い気きを挫くじき、近づこうものなら立ち去る。

　その理由については入学当初から様々な噂うわさが飛び交い、美月も噂好きの友達を通して聞いた。

　いわく、中学のとき、積極的な女子に押し倒された。その体験がトラウマになり、女嫌いになった。

　いわく、他校に彼女がいるから女子たちを近づけまいとしている。

　いわく、これまでモテすぎてもう女子には興味がなくなった──等など々など。

　好き勝手に流れる噂に、星也は何も言わなかった。素そ知しらぬ顔でその全てを無視した。

　そんな彼の態度に痺しびれを切らしたのが一部の好奇心旺おう盛せいな生徒たちだ。

　彼らはある日結束し、星也に直接、女子に冷たい理由を尋たずねたという。

　しつこく食い下がる生徒たちに星也も嫌いや気けが差したらしく、

「それ以上追及するなら学校を辞める」

　そんな一言を放った。

　また、弟思いで有名だった光は、面おも白しろおかしく脚きやく色しよくされた噂を快こころよく思っていなかった。

　そこへきて弟に余よ計けいな干かん渉しようをする生徒たちがいることを知ったものだから、とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れてしまったらしく、

「もし今後、くだらない噂を耳にしたらぼくは星也と一緒に転校する」

　そう断言した。

　学校のアイドル的存在である光の発言は、瞬またたく間に広がった。

　光の怒りを招いた例の生徒たちはファンから袋ふくろ叩だたきに遭い、その他大勢の生徒たち──主に女子たち──は、一致団結して緘かん口こう令れいを敷しいた。

　口さがない生徒は容よう赦しやなく粛しゆく清せいされ、表立って噂をする愚おろか者はいなくなった。

　そして現在、星也は遠くから愛めでるもの──というのが女子たちの共通認識である。

　その一線を踏み越えるべく告白した女子は、これまで例外なく断られていた。

　双子に挨拶をした女子も、星也に避さけられるのはわかっていたらしい。

　彼女は星也の態度を気にする様子もなく、光と笑顔で会話をしていた。

「……ほら、行くよ」

　立ち止まり、ぼうっとその光景を見ていたからだろう。理子は美月の手首を摑んで歩き出した。

　理子の気き遣づかいは嬉うれしいが、美月の視線は星也の背を追った。進む方向は同じなのだから見失うこともない。

（……理子ちゃんの言う通り、忘れるべきなのかなぁ）

　ふられた相手の背中を見つめて、美月は肩を落とした。




　その日の学校生活は何事もなく終わった。

　星也はふった女子のことなど気にもならないのか、それとも彼なりの思いやりなのか、美月のほうを見ようともしなかった。

　自分の席から彼を見つめることしかできないまま、時間だけが過ぎていき、美月は肩を落として帰き路ろについたのだった。

（結局、桐島くんとは目が合うことすらなかったな。望みは本当にないってことなのかも……昨日あんなにはっきりふられておいて、しつこいかな、私。でも……やっぱり……好きなんだもの。しょうがないじゃない）

　夕食後、自宅のリビングにて。

　食後の珈コー琲ヒーを一口飲んで、美月は渋じゆう面めんを作った。甘あま党とうの美月にブラックはまだ無理らしい。苦いばかりで全然おいしいと感じられない。失恋した恋の味にも似ている。

　必然、思い浮かぶのは星也の顔。

　一切の関わりを拒絶するような、冷たい眼差し。

（私のこと、本当に、全然覚えてないのかな……）

　中学三年生のとき、美月は星也にしつこいナンパから助けてもらったことがある。

　だから一年二組の教室で星也の姿を見つけたときは、呼吸が止まった。あの感動は言葉にならない。奇跡だとすら思った。

　星也もまた美月を見て、驚いたように目を見張った。

　目が合っていたのはほんの数秒のこと。星也はすぐに目を逸らしてしまったけれど、その反応は美月を期待させるには充分だった。

　──彼は自分のことを覚えているかもしれない。

　入学式の次の日、美月は勇気を出して彼に声をかけた。

　心しん拍ぱく数すうを増大させて、顔を真っ赤に染めながら。

「あ、あの、桐島くん」

　覚えてますか。私はあのときあなたに助けてもらった女の子です。

　あの日からずっと、あなたのことを忘れたことなんてありませんでした。

　本当にありがとう。

　泉みたいに、言葉が次から次へと溢あふれた。

「覚えてるかな。私──」

　緊張に震ふるえた言葉は、しかし、星也には届かなかった。

　まるで美月など見えていないかのように、彼はすっと横を通り過ぎてしまった。

　そのときの彼の姿は、いまでも痛みと共に覚えている。

　後日、美月は星也が女嫌いだという噂を知った。

　彼は女子だから美月を無視したのか、それとも、本当に覚えていないのか。だとすれば、どうして美月を見てあんな顔をしたのだろう。単純に目が合って驚いただけなのだろうか。

　だが、二週間が経っても、二人の間にはなんの進展もなかった。星也は相変わらず女子には冷たく、美月とも言葉を交わしたことすらなかった。

　それでも、ふとした拍ひよう子しに目が合うことがあった。

　授業中にも視線を感じてそちらを見れば、星也が顔を背そむける姿を目撃した。

　もしかしたら──と、淡い期待を抱いた。

　もしかしたら、彼も自分のことを気にしてくれているのかもしれない。

　諦あきらめきれない美月はわずかな可能性に賭かけて、理子の制止を振り切り、告白した。

　しかし、現実とは残ざん酷こくなもの。

　やはり何度か目が合ったのは、ただの偶然だったのだろう。

　男子とは普通に喋しやべり、笑うのに、何な故ぜ女子にはああも冷たいのか。

（あの笑顔を私にも向けてほしいと思うのは、わがままなのかな……）

　コップを両手で持ったまま、ため息をつく。吐はき出した息で黒い水みな面もが揺れた。

「どうしたんだい美月ちゃん。さっきからため息ばかりついて。昨日からおかしいよ？　学校で何かあったの？」

　父が心配そうに尋ねてきた。リビングには父と美月の二人しかいない。

　母は美月を産んですぐに亡なくなってしまったからだ。父は叔お母ばの助けを借りながら、男手一つで美月を育ててくれた。

　父は外がい資し系けい企き業ぎように勤つとめるビジネスマンで、いつも忙いそがしそうにしていて帰宅も遅い。でも今日は珍めずらしく早い帰宅だった。だから夕食はメニューを変へん更こうし、父の大好物であるシーフードカレーを振ふる舞まった。

　大らかで優しい性格の父を美月は心から尊そん敬けいしていた。父娘おやこの仲は至いたって良好だった。

「ううん、なんでもない」

　いくら父と仲が良いとはいえ、恋愛相談まではできない。美月は視線を落として、砂糖とミルクをコップに投入し、スプーンでかき混ぜた。

　黒かった珈琲がみるみるうちに茶色に変わっていく。

　カフェオレに変わった液体を飲んで喉のどを潤うるおしてから、美月はコップを置いた。

「ところでお父さん、大事な話って何？」

　大事な話がある、と切り出されたため、美月は食後に珈琲を淹いれた。なかなか父が話そうとしないから時間が余あまって、余計なことばかり考えてしまうのだ。

　いまは厄やつ介かいな恋心を封ふう印いんして、大事な話とやらに集中しよう。

　美月の催さい促そくに応おうじて、父も居い住ずまいを正した。

「ええとな」

　父は眼鏡めがねを人差し指で持ち上げ、こほん、と咳せき払ばらいし、期待と不安が半々に混ざり合ったような顔で言った。

「つぐみさんをどう思う？」

（ああ、そういうことか）

　美月はその一言で事情を悟さとった。

　つぐみとは、一年ほど前から父が交こう際さいしている女性のことだ。最近では週に数回の頻ひん度どで家に出入りするようになり、手料理も振る舞ってもらっている。受験勉強中には夜食まで作り置きしてくれたし、星ノ宮高校の合ごう格かく報告をしたときは我がことのように喜んでくれた。

　彼女は美月のことをとても気に入ってくれていて、二月の誕生日にはわざわざ手作りのケーキを作ってくれた。冗じよう談だんまじりに「美月ちゃんみたいな娘がほしかったなぁ」とも言われたことがある。照れ臭かったけれど嬉しかった。

　実年齢は三十六歳という話だが、二十代前半にしか見えないほど若々しい。天然だという淡い栗色の髪に緩ゆるやかなパーマをかけていて、口元には黒子ほくろがある。

　料理上手で、笑みを絶たやさない温おん和わな美女。職業は看護師。きちんと自立した格好良い大人の女性。彼女なら父の再婚相手として申し分はない。

　何より、つぐみといると父がよく笑うのを知っているから。

　それだけで賛さん成せいする理由には十分だった。

「つまり、つぐみさんと結婚したいっていうことね？」

「何故それを!?　まだ何も言ってないのにっ！」

「この話の流れでわからないほうがどうかしてるよ」

　大げさに身体を仰のけ反ぞらせて驚く父に、美月は苦笑した。

「どう思う？　やっぱり嫌いや……かな？」

　そこで、父は姿し勢せいを低くした。娘の顔色を窺うかがい、下から覗のぞき込むような格好だ。

「ううん」

　つぐみが家に来るようになってから、このシチュエーションは何度も考えてきたことなので、美月は迷わなかった。返す言葉も決めていた。

「お父さんが気に入っていて、一いつ緒しよに人生を歩んでいきたいと思ってる人ならいいよ。お父さんがいつも私の味方をしてくれたように、私もできる限りお父さんの味方でいたいの。つぐみさんがお父さんを幸せにしてくれるなら、私は賛成だよ。反はん対たいする理由は一つもない」

「本当に？」

　じっと父は美月の目を見つめた。隠かくしている心の奥底まで見抜こうとするかのように。その視し線せんを受けて、白状する。

「……本音を言うとね。つぐみさんは確かにいい人だと思うし、私も好きだよ。でも、すぐに新しい家族として受け入れられるかって聞かれたら、わからない。これからうまくやっていけるのか不安はある。お父さんを取られる寂さびしさもある。でも、お父さんが選んだことなら応おう援えんしたいの」

　美月ちゃん。父に倣ならってか、つぐみは美月をそう呼ぶ。穏やかな、優しい声で。

　美月は母を知らない。もちろん写真で見たり、父や親しん戚せきが語る母の話は何度も聞いてはいたが、抱きしめてもらった記き憶おくも、名前を呼んでもらった記憶もない。

　両親が揃っている友達が羨うらやましかった。

　友達の家に遊びに行って、もてなされるたびに寂しくなった。

　帰宅しても家の中は暗く空っぽで、静まり返っているのが当たり前だった。

「ただいま」と言っても「お帰り」を返してくれる母はどんなに望んでもいなかった。

　つぐみと父が結婚しても、彼女は父の妻になるだけであって、美月の母になるわけではない。美月の本当の母は天国にいて、存在しないのだから。

　遠えん慮りよなく我をぶつけ合える本物の家族にはなれないだろう。幼い子どもならともかく、美月ももう分ふん別べつをわきまえた高校生だ。他人に対してそこまで図ずう々ずうしくはなれない。

（でも、みんなが歩み寄って努ど力りよくすれば、限りなく本物に近い家族にはなれるかもしれない。娘として甘えることだってできるかもしれない）

　「ただいま」と言ったら、「お帰り」と迎えてくれる人がいる。

　たとえその人と血けつ縁えん関係がなかったとしても──それはきっと、尊とうとくて、素す晴ばらしいことだ。優しい奇き跡せきだ。

　美月は温かいコップを両手で包み込み、顔を上げてにっこり笑んだ。

「やる前から悩むより、やってみてから悩むほうが建けん設せつ的てきだって、お父さんいつも言うでしょう？　私も後ろ向きに考えるよりも、みんなで幸せになれるように努力したい」

「ありがとう」

　父は嬉しそうに破は顔がんした。

　どことなくその眼差しが誇らしそうに見えて、美月ははにかんだ。

「良かったぁ。早さつ速そくつぐみさんにメールしよう。できれば今週末くらいには顔合わせをしたいなぁ。この家は二人で暮らすには広いし、籍せきを入れたらみんなで同居したいと思ってる。それでもいいかな？」

「うん。それはいいけど、顔合わせなんて大げさだね？　つぐみさんとはもう何度も会ってるのに」

　美月はコップを持ち上げて口をつけた。確かつぐみの名字は桐島だったか。偶然にも桐島兄弟と同じ名字だ。そんなことを考えていると、父はにこにこしながら言った。

「実はねぇ、驚かそうと思って内ない緒しよにしてたんだけど、つぐみさんには美月ちゃんと同い年の双子の息子がいるんだよ。つぐみさんに似てすっごく綺き麗れいな子たちでねぇ、名前は光くんと星也くん」

　ぶふううううっっっ！！！！！

　盛せい大だいに美月はカフェオレを噴き出した。

　──とうとうつぐみさんと家族になるのかぁ、やったねお父さん。

　天国のお母さん、私たちは新しい一歩を踏み出すよ……なんていうセンチメンタルな想いも、頭の中で描えがき始めていた『明るい家族計画』もキレーさっぱり吹き飛んだ。

「うわっ!?」

「ご、ごめん！」

　布ふ巾きんで自分の周囲をさっとひと拭ふきしてから、美月はそれを再びテーブルの端はしに置いた。この非常事態に掃そう除じなどしていられない。

「ねえ、私の学校にも同じ名前の双子がいるんだけど、偶然同じ名前ってだけ……だよね？」

　人違いという一いち縷るの望みを賭けて、恐おそる恐おそる尋ねる。

　どうか肯こう定ていはしないでほしい。

　だが、そんな美月の切せつ実じつな願いは父の台詞せりふで粉ふん砕さいされた。

「言います。星也くんは紛まぎれもなく美月ちゃんと同じクラスの男の子です」

　父は何故か真顔と敬語で肯こう定ていした。

　ふっ……と、美月の視界は暗くなった。

　倒れそうになり、テーブルに縋りついて、なんとか身体を支える。

「なんてことなの……」

　心から戦せん慄りつして呟く。

　昨日告白してふられた相手と家族になる。同居する──なんという悪夢だろうか、これは。

　神様は一体自分にどんな試し練れんを課かそうというのだろう。身体が激しく震え始めた。

（そうだよ。一週間かけての大掃除を命じられたときに気づくべきだった。つぐみさん一人を迎え入れるだけにしては、一階の掃除はともかく、二階の物もの置おき部屋の片づけまでさせられるのは変だなと思ったんだよ。

　趣味で使ってたゲーム部屋も空けさせられたし、カーテンまで花柄から無地の茶色に変えさせられた。あれは二階に双子の部屋を作るためだったのか。

　っていうか、二階に子どもたちを固めていいの？　一応私は年頃の女の子なんですけどお父さん！

　いや、そんなお子様禁きん止し的てきな危あやうい状況に陥おちいることはないと思うけど。私は理子ちゃんみたいに胸もないし、総合的に魅力に乏とぼしい……って、何自じ虐ぎやくしてるの）

　ぶるぶると頭を振って、暴走しかかった思考回路に歯止めをかける。

（同居？　本当に同居するの？　あの桐島兄弟と？　学校のアイドルたちと家族になるの??）

　見み目め麗うるわしい双子の顔と、『同居』と『家族』の単語が頭の中でぐるぐる回る。

　美月の顔は信号機のように青くなったり赤くなったりした。

「一人で忙しく百ひやく面めん相そうをしてしまうほど喜んでくれるなんて……つぐみさんにも口止めしてた甲か斐いがあったってものだよ。美月ちゃんは二月生まれで、彼らは八月生まれだからお兄ちゃんってことになるね。あんな極ごく上じようのイケメン兄弟がお兄ちゃんになるんだから、そりゃあ感かん激げきするよねぇ」

　うんうん、と頷うなずく父。吞のん気きなその台詞に、美月の中で何かが音を立てて切れた。

「違うわぁあぁぁっ！！！」

　ばーん!!　とテーブルを思いっきり叩いた反動で起き上がる。

　全身から怒ど気きを発している美月の形ぎよう相そうを見て、父は震え上がった。

「なんでそういう重要なことをもっと早く言わないのよおおおお！　お父さんの馬ば鹿かぁぁぁ!!　知ってたら！　せめて知ってたら告白なんてしなかったのに!!　ふられた相手と同居なんてどんな罰ばつゲームだぁぁぁ!!」

　美月はテーブルに突つっ伏ぷした。

　本日二度目の号泣をしながら、テーブルをばしばし叩く。

「あああああああもうありえないありえないありえない!!　前ぜん言げん撤てつ回かい!!　反対だからこの結婚には絶対反対だから断だん固こ反対してやるんだからぁぁぁっ！！！」

「美月ちゃん!?　落ち着いて!?　ほら夜中にそんな大きな声出すと近所迷めい惑わくだからっ！」

「これが落ち着いていられるかぁぁぁっ！！！」

　美月は力の限りに吼ほえた。




　その日の夜は前日と同様、ろくに眠れず。ようやく瞼まぶたが下りたのは明け方で。

　短い眠りの中、過去の夢を見た。

　約半年前、美月がまだ中学三年生のときの九月の休日──繁はん華か街がいでの出来事だ。

　そのとき、美月は大いに困こまり果はて、涙目で立ち竦すくんでいた。

　何故って、筋肉質の大おお柄がらな男性に腕を摑まれていたから。

　もちろん相手は全く知らない赤の他人だ。

　ただレンタルショップにＣＤを返しに来ただけだった。歩いていると声をかけられ、腕を摑まれて、建物の壁かべ際ぎわまで追い詰められた。

　強きよう烈れつな夏の日差しが和やわらぎ、涼すずしくなったと浮かれて、髪に桜色のリボンを結び、ちょっとお洒しや落れして出かけたのが悪かったのか。

　こんなことになるんだったら、父が奮ふん発ぱつして買ってくれたレース付きスカートじゃなくラフな格好で外出すれば良かったと痛切に後こう悔かいしても、もはや後の祭りだった。

　被ひ害がい者しやになるつもりなんてなくても、災難は突然やってきて、全てを台無しにしてしまう。アーケードの音楽も談笑の声も何もかもが遠い。

　まさかこんなことが自分の身に起こるなんて、思ってもみなかった。

「いいじゃねえか、ちょっと付き合えよ」

「嫌です。離して……ください」

　そう言うだけで精せいいっぱいだった。強く言い返すことすらできない。

　ましてや、腕を振り払うことなんてできるわけがなかった。

　頭の中は真っ白で、顔からは血の気が引き、身体が震える。恐きよう怖ふに支し配はいされた身体は竦むばかりで、ちっとも思い通りに動かない。

　現場は人通りの多い、駅前の繁華街。目撃者はたくさんいるにもかかわらず、誰も助けてくれなかった。眉まゆをひそめたり同情したりしている人もいるのだが、男たちがひと睨みすれば退たい散さんしていってしまう。

　でも、それも仕方ないことだった。

　美月の腕を摑んでいるのは身長が二メートル近い、プロレスラーみたいな体たい格かくをした大男だったのだ。そしてもう一人は、鼻ピアスにモヒカン、全身タトゥーと、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定したくなるような不良の見本だった。

　下へ手たに関われば逆上されて刺さされかねない。

　半はん端ぱな正義感を振りかざして痛い目に遭うのは誰でも嫌に決まっている。

「誰か助けてくださいっ……」

　必死で助けを求めても、みんな見て見ぬふりを決め込み、足早に去っていくばかり。

　絶ぜつ望ぼうが胸に降り積もっていく。

　これから自分はどうなってしまうのだろう。

　泣くなと自分に言い聞かせても、涙が勝手に溢れていく。

　全身の震えも、涙も、もはやどうすることもできなかった。

「見ろよ、震えてるぜ。かっわい～い。いまどき新しん鮮せんな反応だねぇ」

　モヒカンの男が笑いながら言った。その言葉を受けて、美月は顔を伏ふせた。

　ぽたんと雫しずくが足元で散った。恐怖と戦いながら、腕を引いて、声を絞り出す。

「は、離して……」

「そんな怯おびえなくても大丈夫だって。行こうぜ」

「あっ！」

　腕を引っ張られた。どこかへ連れ去られてしまう。

（に、逃げなきゃ。取り返しのつかないことになっちゃう）

　ホテルに連れ込まれるのか。怪あやしい薬を打たれるのか。

　想像もつかないが、ろくなことにならないのは確実だ。

　歯を食いしばり、もう一度勇気を出して抗あらがおうとしたときだった。

「あの。その子、おれの知り合いなんで。離してあげてください」

　透き通った声が聞こえた。

　顔をあげて見れば、そこに立っていたのは綺麗な顔立ちをした少年だった。どこのアイドルだろうかと一いつ瞬しゆん、立場を忘れて本気で考えた。

　ボーダーのシャツに、薄い半はん袖そでのカーディガン。十じゆう字じ架かのチョーカー。

　すらりと伸びた四し肢しが衣服を誰よりも格好良く着こなしている。

　淡い栗色の髪は陽光を浴びて金きん糸しのように輝いて見えた。

　同じ色をした瞳は挑むようにまっすぐに、大男の目を射い抜ぬいていた。

　予想だにしない美少年の登場に、美月は呆ほうけた。

　だが、こういう類の輩やからは相手の外見など気にしない。意に沿そわない相手は暴力で服ふく従じゆうさせるだけだ。

　案あんの定じよう、大男は不ふ機き嫌げんそうに鼻息を荒くした。

「ああ？　なんだこいつ」

　モヒカンの男がポケットから折りたたみ式のナイフを取り出した。ばちんと刃やいばを伸ばし、威い嚇かくするように振る。

　それでも少年が退かなかったからだろう。モヒカンの男はナイフを少年の首に接せつ近きんさせた。美月の知識が正しいのならば、そこには頸けい動どう脈みやくがあるはずだ。

　美月は顔面蒼そう白はくになり、通行人たちからも小さな悲ひ鳴めいがあがった。

　止めてください。そう言いたいのに舌したが凍こおりついていた。棒ぼう立だちになって見ていることしかできない。

「……もうすぐ警察が来ますから。面めん倒どうなことが嫌なら、早く立ち去ったほうがいいですよ。それともおれを刺して現行犯逮たい捕ほされたいんですか？」

　少年は首にあてられたナイフを一いち瞥べつしただけで、すぐにまた大男に目を合わせた。彼がリーダーだと判はん断だんしているからだろう。

　命の危機だというのに、なんという度胸だろうか。

（で、でも、挑ちよう発はつしたりして、大丈夫かな？　本当に刺されちゃったりしたら……）

　はらはらしながら成なり行ゆきを見守る。

　はったりかどうかを確認するように、大男は目を眇すがめて少年を見つめた。

　少年は物もの怖おじせずにその瞳を見返した。

「……ちっ。行くぞ」

　大男の命令に従って、モヒカンの男はナイフをしまった。「覚えてろ」とお約束の台詞を吐き捨て、歩いていく。ぶつかりそうになった女性に向かって「邪魔なんだよ、どけ！」と怒鳴りつけ、強ごう引いんに人波に割り込み、すぐに見えなくなった。

　しばらく放心していた美月ははっと我に返り、彼に近づいた。

「あ、あの……け、怪け我がはなかったですか」

　動どう揺ようはまだ消えず、声は震えたままだった。

　言いながら彼の首筋を見る。肌には傷一つなかった。

「平気」

　彼はぶっきらぼうに短くそう言った。ほっとして、気が抜けた瞬間、涙が再び流れ始めた。とっさに顔を覆って止めようとしたが、止まらない。

「ひっ……」

　唇が震える。目め頭がしらが熱い。

　助かった。もう怯えなくてもいい──安あん堵どはたやすく涙の堤てい防ぼうを崩ほう壊かいさせた。

「ふぇっ……」

「ちょ、なんで泣くんだよ」

　少年は慌あわてたように言った。

「だって、ほんとにこわ、ひっく、怖こわくて……ありがとぉ。本当にありがとうございました」

　しゃくりあげながら、美月は目を擦こすり、深々と頭を下げた。

　この勇ゆう敢かんな少年には何度お礼を言っても足りなかった。

　人ごみの中で、美月の声を聞いて、足を止めてくれた人もいた。

　でも、みんな我が身可か愛わいさに目を背けて逃げていった。

　危険を承知で、本当に助けようと行動してくれたのはただ一人。彼だけだった。

「もういいよ、無事だったんだし。だからもう泣くなよ、な？」

「うんっ……」

　鼻を啜すすって、顔を上げようとして──そこで美月は気づいた。

　俯いた視界の中で、彼の足が震えていた。

　──ああ、と思った。

　ナイフを突きつけられて平気な人間はいない。

　誰だって傷きずつけられるのは嫌だし、怖いに決まっている。

　動じない彼を強くて格好良い、人並み以上の勇気がある人だと思った。

　でも違った。平へい然ぜんと振る舞っていたのは全て虚きよ勢せいだったのだ。

　彼の足が震えているのを見た瞬間、美月は彼のことが好きになった。

　その弱さを愛いとしく思った。

　でも、その震えには気づかないふりをした。

　代わりに、もう一度笑顔を作って、心からの感謝を述のべた。

「ありがとう」

　涙でぐちゃぐちゃで、目だって赤く腫れていて、その笑顔は酷ひどい有あり様さまだったけれど。

　それでも、いまの自分が作れる精いっぱいの笑顔だった。

「名前を聞いてもいいですか？　お礼もしたいですし……」

　美月が近づこうとすると、彼はその分後退した。迷惑そうに片手を振って、

「いいよ、忘れて。おれのこともひっくるめていまのことは全部忘れて。嫌なことは忘れたほうがいい。じゃあ」

「あっちょっと、待って！」

　彼は逃げるように人ごみの中に紛れた。

　後を追ったが、小道に入ってしまったのか、どんなに捜しても見つけられなかった。

　だが、彼との出会いは美月の胸にしっかりと刻きざまれた。

　あの日からずっと、彼のことが忘れられなかった。
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（女嫌いだっていうなら、あのとき彼は物もの凄すごく頑がん張ばってくれたんだろうなぁ……でも、告白して駄だ目めだったっていうことは、やっぱり理り子こちゃんの言う通り、相手が私だったからじゃない。彼にとっては純じゆん粋すいな人助けだったんだろうな）

　昨日きのうから自分はため息をついてばかりだ──そんな自覚はあったが、どうにも止まらなかった。

（それなのに、ちょっとでも期待して、勘かん違ちがいしちゃって……恥はずかしいな。あぁ、もう！　本当にどうしよう）

　号令に合わせて起立し、先生に礼をする。着席の指示があった瞬しゆん間かん、美み月つきは倒れ込むように椅い子すに座り、広げたノートに頰ほおをつけた。

　午前中の授業は終わった。昼休きゆう憩けい突入だ。クラスメイトたちはようやく始まった昼休憩に、わっと騒さわぎ始める。談だん笑しようする生徒、机を移動させる音、一緒に食べようと誘さそう声。

　そんな賑にぎやかなクラスの光景もどこか遠くに感じる。

　寝不足で頭もぼうっとしていた。教科書やノートを机にしまう気力すら湧わいてこない。魂たましいが口から抜け出てしまっていた。

　授業中にも繰り返し思い出していたのは、昨夜の父とのやり取り。

　最愛の父に「嫌いやなの？」と涙なみだ目めで尋たずねられれば、意い固こ地じになって反対できるわけもなかった。良心の呵か責しやくに耐たえかねた美月は渋しぶ々しぶながらも了りよう承しようした。

　父の笑顔と引き換えに、愛用しているイルカの抱き枕まくらをかかえてベッドを転がる羽は目めになった。寝つけなかったせいで遅ち刻こくしそうになり、弁当を作る暇ひまもなかった。

　今日は購買か学食を利用するしかない。

（……私は本当に、桐きり島しまくんたちと家族になって、一つ屋根の下で暮らすようになるの？　あの二人は全校生徒のアイドルといっても過言じゃないんだよ？　それなのに家族？　好きな人がお兄ちゃんになるわけ？）

　お兄ちゃーん、と双ふた子ごに向かって笑顔で手を振る自分の姿を想像し、美月は蒼そう白はくになって身震いした。

　どう考えても似合わない。外見的には無論のこと、頭の中身だって光ひかるは学年トップの成績を誇ほこる秀才、対して美月は勉強についていくのがやっとという有あり様さまだ。特に理数系の科目は苦手で、教科書を開く度に頭痛がする。

（馬ば鹿かだってばれちゃう。実は片づけが下手で部屋が汚きたないってことも結構ガサツだってこともばれちゃうよおお。一緒に暮らすんじゃ、取り繕つくろってもそのうちボロが出ちゃうじゃないの。ああああああどうしよう）

　リビングに下りたらあの二人がいる。毎日私服姿を見ることになる──いや、それどころか、寝起きの姿や、お風呂上がりの姿まで……

（止やめてぇぇぇ）

　机に突つっ伏ぷしたまま大きく頭を振り、思い浮かべた想像を追い払う。

（しかも桐島くんには昨日ふられたばっかりなんだよ？　タイミング悪すぎでしょう？　こんなことになるなら告白なんてするんじゃなかった……おとなしく陰かげで見守っておけばよかった……お互い気まずすぎて死ねるレベルだ……いや、桐島くんは気にしないかもしれないけど、私は気にするよ。週末には顔合わせって、噓うそでしょう？　どんな顔して彼に会えばいいっていうのよ……）

　起き上がり、恐おそる恐おそる星也を見る。彼も偶ぐう然ぜんこちらを見ていた。

　視線が合う。

　心臓が、どきりと跳はね上がる音が聞こえた。照てれるやら恥はずかしいやらで、たちまち美月の顔は赤くなった。

　しかし彼は凄すごい目で睨にらみつけてきて、ぷいっと顔を背そむけてしまった。

　席を立ち、教室から姿を消してしまう。

　美月は無言でそれを見ていることしかできなかった。

（……桐島くんは女子なら誰に対してもあんな感じだもんね。だから気にする必要なんてないよね）

　無人となった席から手元に視線を引き戻し、自分に言い聞かせる。

（ひょっとして彼も同じように昨日、つぐみさんから再婚の話を聞いたのかも。だから『お前が母親の再婚相手の連れ子だろうがなんだろうが仲良くする気なんてこれっぽっちもねえんだよ』っていう意味で睨みつけてきたのかも──なんて、私の考えすぎだよね……ね……）

「お願い、そうだと言って……」

「美月、一緒に食べよう」

　顔を覆おおってしくしくと泣いていると、弁当持参で理子がやってきた。

　涙を拭ぬぐって顔を上げる。

「ごめん。今日はお弁当作る暇ひまがなくて、購買部に行かなきゃいけないんだ。話したいこともあるし、付き合ってもらってもいい？」

「うん、いいよ」

　不ふ思し議ぎそうな顔をしたものの、理子は頷うなずいた。

　他の誰にも相談できないことも、彼女にだけは打ち明けられる。




「はああああ同居！！？」

「しーっ、理子ちゃん声が大きい！　来くる栖すさんにでも聞かれたらどうするの！」

　購買に付き合ってもらった後の屋おく上じようで、美月は慌あわてて彼女の口を塞ふさいだ。まだ肌はだ寒ざむいせいか、屋上で弁当を広げるような物好きはおらず、美月と理子の二人しかいない。

　それでも誰か聞いているかもしれないのだ。

　特に同じクラスの報道部の彼女に聞きつけられた日には一巻の終わりである。

　しかし、噂うわさをすればなんとやら、というべきか。

「何なにっ？　いま誰かあたしの名前を呼んだっ!?」

　やたらとテンションの高い声が聞こえて、美月は身体からだを震ふるわせた。

　理子の口を塞いだまま、ゆっくりと屋上の入り口を見ると、眼鏡めがねをかけたお下さげの少女が胸を張って仁に王おう立だちしていた。

　登場を演出するように風が吹き抜けて、彼女のスカートがはためく。

「く、来栖さんっ！」

　悲鳴じみた声で名前を呼ぶ。

　来栖ユカは赤い眼鏡がトレードマークの少女だ。腰こしにはいつもウエストポーチを巻いていて、その中にはデジカメやメモ帳といった、各種取材道具が一式入っている。屋上に降り注ぐ日差しを浴あびて、胸ポケットに差したボールペンのクリップと、左腕につけた『報道部』の腕わん章しようが誇らしげに輝かがやいた。
















　部活動に命を燃やしている彼女は、日々特ダネを探して学校中を飛び回っている。数学教師がカツラであるという噂の真しん偽ぎを確かめるべく職員室まで乗り込み、証しよう拠こ写真つきで校内新聞に掲けい載さいしたのも彼女だ。ひとたび事件があれば上級生のクラスだろうが校長室だろうが突とつ撃げきする大だい胆たんかつ積極的な行動力は皆みなが知るところであり、大いに迷めい惑わくがられ──もとい、恐れられている。

　情報通の彼女は個人的な調査も得意だ。彼女は入学してたった一週間で星ほしノの宮みや高校の美少年や美少女たちの個人情報──身長体重、誕生日、趣しゆ味み、嗜し好こうなどを調べ上げて『来栖ユカ特製＠秘密の裏新聞』を作り、発売した。一部百円と有料だったにもかかわらず、その新聞は飛ぶように売れた。後日、彼女は報道部部長から直々にスカウトされたという。

「なななななんでここに!?」

　うろたえる美月に、ユカはちっちっと人差し指を振ってみせた。

「愚ぐ問もんねっ。『フットワークは軽く、ネットワークは広く！　興味のアンテナは全開に！　常に神しん出しゆつ鬼き没ぼつたれ！』──それが我わが報道部のモットーよ！　そんなことよりも」

　ユカははきはきとした口調で唱えた後、詰め寄ってきた。

　特ダネへの期待か、眼鏡の奥の瞳がぎらりと強きよう烈れつな光を放つ。

「なんの話をしてたの？　ちらっと同居とかなんとか聞こえたような気がしたんだけど。相あい沢ざわさんが誰かと同居するの？」

　ユカはウエストポーチからメモ帳を取り出し、右手にボールペンを握にぎった。

　完全に聞き込みの態勢だ。瞳が爛らん々らんと燃えている。

（やばい……）

　彼女に桐島兄きよう弟だいと家族になるかもしれない、などと知られるわけにはいかない。ネットで発表されたり、校内新聞に掲載されたりしたら平へい穏おんな学校生活は送れなくなる。

　ここはなんとしてでもごまかさなければ！

「親しん戚せきのおじさんの話だよ！　来栖さんがネタにできるようなことは何もないよっ!?」

「なんだぁ、そっかぁ。残念」

　ユカはぱたんとメモ帳を閉じ、ボールペンの頭でこめかみを搔かいた。

「たとえば美少年との同居とかだったら面おも白しろかったのになぁ。格好のネタになったのに」

「ま、まさか、そんなわけないじゃない」

　美月の笑顔は引き攣つり、声は不自然に裏返ったが、幸運なことにユカは気づかないでいてくれた。

「ちぇ。まあいいや。なんか面白いネタがあったら連絡してね？　報道部はいつでもネタを募集しておりますっ」

　しつこく食い下がられるかと思ったが、案外あっさりとユカは引き下がった。去り際ぎわにはちゃっかりとメールアドレスと電話番号が記載された名刺を渡された。

（……危ないところだった）

　彼女がいなくなった後、美月は嘆たん息そくした。

　どうにかごまかせたから良かったものの、彼女に知られたら終わりだ。

　来栖ユカは人じん災さいにも等しい。無む駄だに鼻が利きく彼女とクラスメイトになってしまったことが最大の不幸かもしれない。

「……わかってると思うけど、彼女にだけは知られないようにしなさいよ。知られた十分──いや、五分後には全校生徒が知ることになるからね。下へ手たしたらネットに上げられて公開処しよ刑けいよ」

「うん」

　真顔で警けい告こくしてくる理子に、美月は深く頷いた。

　理子の話は誇こ張ちようでもなんでもない。これからは最大の警けい戒かいを持って接しよう。

　気を取り直して、傍らに置いていた牛乳パックにストローを突き刺す。牛乳パックにはにこやかな太陽のマークが描かれているが、美月の心境はむしろ土ど砂しや降ぶりの雨だった。

「どうしよう……あの双子が私のお兄ちゃんになるなんて……同居なんて……」

　眉み間けんに皺しわを寄せたまま、ずずーっと牛乳を啜すする。

「確認だけどさぁ、つぐみさんはいい人なんでしょ？」

　弁当を食べながら、理子。

「うん。彼女と同居するのは構かまわないんだ。もう二年近くの付き合いになるし、人となりもわかってる。凄く優しくていい人だよ。問題はつぐみさんの連れ子だよ……あの桐島兄弟と一つ屋根の下だなんて、考えただけで恐ろしすぎる。光くんは我が校のアイドルだし、星也くんにはふられたばっかりなんだよ!?」

「気まずいねー。だから止めとけって言ったのに」

「誰がこんな展開を予想する!?　悪夢なら早く覚めてって昨日から何度も思ってるのに、この夢は終わらないの！」

　頭を抱え、突き抜けるような青空に向かって吼ほえる。

「そりゃあ夢じゃなくて現実だからねぇ。まあまあ……ご愁しゆう傷しよう様さまとしか言いようがないわ」

　苦笑しつつ、理子は卵焼きを口に運んだ。

「うう。他ひ人と事ごとだと思って」

　美月は唇を尖とがらせて、手を下ろした。叫さけんでいても仕方ないので、チョココルネの包み紙を破ってかじる。甘いものは美月の大好物なのだが、いまばかりは美お味いしいと感じるような余裕もない。

「私が何か力になれるものならなりたいけど、どうしようもないもん。桐島くんたちは同居の話はもう聞いてるの？」

「さあ……わかんないけど、さっき桐島くんと目が合ったら思いっきり逸そらされた」

　目の端はしに涙を光らせつつ、遠い目をする。

「ふーん？　私が聞いてみてあげようか？」

「いいよいいよ、それは違うから。聞くんなら自分で聞く」

「そ？」

　理子は目を伏ふせ、ハンバーグを箸はしで切きり裂さいた。

「顔合わせはいつ？」

「……今度の日曜日」

「また急だねぇ」

　もぐもぐと口を動かしながら、理子。

「ゴールデンウィークに引っ越してくる予定なんだって……いくらなんでも早すぎるよね。私にも心の準備っていうものがさぁ……」

　美月は頰を膨ふくらませた。

「本当にそう？　心底嫌なら、何がなんでも引き伸ばしたり、ううん、そもそも始めから拒きよ否ひしてるんじゃない？　結婚は夫婦だけの問題じゃないもの。あんたが絶対に嫌だって言ったら、おじさんは諦あきらめるでしょうに」

「…………。まあね。それがわかるから、私も強くは言えないよ」

　ぶしゅうと頰から溜ためた空気を抜く。

　美月が同居なんて嫌だとつっぱねたら、父は諦めるだろう。

　父がどれだけ美月を大切に思っているかは知っている。そんな父が美月も大好きだった。

　父のつぐみに対する特別な思いも知っている。つぐみと話していると表情が柔やわらかくなって、笑顔が増えるのも、美月はこの目で見ていた。

　みんなで一緒に暮らす、それが父の要望ならばできるだけ叶かなえてあげたいと思う。

　美月自身、新しい家族との生活は不安ではあるが、同時に楽しみでもあるのだから。

　悩なやんでいる美月の頭を、ぺしんと理子がはたいた。

「いたっ」

「情なさけない顔してんじゃないわよ。反対しなかった、それがあんたの答えでしょう？　だったら四の五の言ってないで腹を括くくりなさい。まだ再婚するって完全に決まったわけじゃない。おじさんだってあんたの意見は尊そん重ちようしてくれるよ。とりあえず桐島兄弟と顔合わせしてみて、どうしても無理そうだったら素直に伝えればいい。でしょ？　うじうじ悩むなんて、あんたらしくない」

「……そうだね。ありがとう」

　美月は微笑ほほえみ、ぐっと拳こぶしを握った。

「桐島くんの零れい下かの視線にも負けないように、頑張ってくるよ！」

「うん。純粋に面白そうだから報告よろしく」

「それが本音っ!?」

「あ」

「あ？」

　唐とう突とつに理子が声をあげたので、美月は首を傾かしげた。理子は美月ではなく、屋上の手すりの向こう──外の風景を見ている。

　つられてそちらを見れば、特別校舎の傍そばに星也が立っていた。

　星也は校舎の壁を背にしていて、その前には三人の女子が立っている。全員が上うわ履ばきのままだ。靴も履き替えずに人ひと気けのない場所へ星也を誘ゆう導どうしたらしい。

（三み上かみさんたちだ）

　切れ長の瞳に、髪かみを明るい茶色に染めたショートカットの長身。

　三上ひなのという名前を持つ彼女は、クラスでもとにかく派手で目立つ存在だ。三人で仲良しグループを作っていて、そのうちの二人、ひなのと島しま谷たに洋よう子こが星也に惚ほれているのは周知の事実だった。

　彼女たちは近づいては拒絶されることを繰り返していたが、今日こそ告白すると決めたらしい。

　洋子もそうだが、特にひなのが星也を見つめる眼まな差ざしは真剣そのものだった。好きな相手に向ける乙女おとめの顔というよりは、獲物を狙ねらう猛もう獣じゆうのような顔に見えた。

　鬼き気き迫せまるその表情からは、絶対に落とすぞという執しゆう念ねんが感じられた。

「うわー、凄い顔してるね彼女たち。雰囲気が全然告白っぽくない。食うか食われるかの真剣勝負を見てる気分だよ。クラスでも一、二を争う肉食系女子たちに好かれて、桐島くんも大変だ」

　興きよう味み津しん々しんといった顔で立ち上がり、屋上の手すりに頰ほお杖づえをついて、理子が言う。明るい口調から、完全に状況を楽しんでいることがわかる。

「…………」

　でも、美月は何故か眼下の光景に、嫌な予感を覚えていた。

　化学室や家庭科室がある特別校舎は、体育館と授業棟の中間に位置している。授業棟から特別校舎に向かうには渡り廊ろう下かを通る必要があった。

　グループの最後の一人──加か藤とう咲さき子こはみんなから少し離れた場所、渡り廊下の端に立っていた。友達の告白の場面に余計な邪じや魔まが入らないよう、見張り役をしているようだ。

　ひなのと洋子が星也に向かって、口々に何かを言った。

　その言葉は恐らく告白だったのだろうが、星也はいつも通りに冷たく切り捨てたらしい。ひなのたちの表情が強こわ張ばり、それから、ムッとしたような顔になった。

　星也はすぐに立ち去ろうとしたが、それはひなのが許さなかった。

　ひなのは星也の腕を摑んで引きとめ、星也はその腕を振り払った。ほとんど条件反射のような勢いだった。

　嫌けん悪おを示されたひなのの表情はますます不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがんだ。ひなのが二人に何かを言ったらしく、洋子と咲子が星也の退路を塞ぐように移動した。

「あらら。なんか険悪な空気だね。桐島くんピンチかも」

（険悪……なのかな。険悪なんて単純な一言で済まされる状況なのかな）

　星也はひなのを睨んで言い争っているが、どこか、切せつ羽ぱ詰つまっているような感じがする。

　酷ひどく危うい、ぎりぎりの一線で自分を保たもっているような──。

　破は裂れつ寸すん前ぜんの風船を見ている気分。急がないと取り返しのつかないことになる。

（……私は何を考えてるんだろう）

　同じ光景を見て、面白がっている理子の態度からしても、考えすぎなのかもしれない。高校生ともなれば男女の体格差は歴然だ。女子に迫られたところで大事にはならないだろう。大勢に囲まれているならともかく、相手が三人なら逃げることだってたやすいはずだ。退路を塞がれたなら、相手を押し退のけるなりなんなりすればいい。

（でも）

　ぎゅっと握った拳を胸に押し当てる。

　でも、胸がざわざわと騒ぐのだ。

　早く行けと、衝しよう動どうにも似た何かが胸を内側から蹴けりつけている。

　さっきから、ひっきりなしに。

　早く行け。早く。助けろ！

（助けるって、何を。彼はただ告白されてるだけなのに）

　いや、あれは告白と呼べるのだろうか。

　美月なら、好きでもない相手にしつこく食い下がられたら、不快だとしか思えない。

　星也も同じなのだとしたら。

　ナンパされたときの美月と同じように、相手に恐怖を感じているとしたら──

「……理子ちゃん、私、ちょっと行って来るね」

　美月は食べかけのパンを脇わきに置いた。

　すっくと立ち上がり、後ろ髪と後頭部に結ったリボンを風になびかせて歩き始める。

「えっ、邪魔しに行くの？」

　驚いたような理子の声が追いかけてきた。

「止めときなよ、いくらあんたが桐島くんを好きだからってさ、他の子の告白を邪魔するのはルール違い反はんだよ？　しかもあれ、三上さんたちだよ？　絶対ろくなことにならないって！」

　三上ひなのはスクールカーストでは間違いなく上位に位置している。彼女の友達たちも気が強く、美月は苦手意識を抱いだいていた。

　彼女たちに逆らえば、後で何をされるかわかったものではない。

　それでも、黙だまって見ていることなんてできなかった。

「でも、放っておけないの！」

「ちょっと、美月──」

　制止を振り切って、美月は屋上を飛び出した。他の生徒たちが何事かという顔をしているのも構わず、急いで階段を下りる。二階の踊おどり場の角を曲がった瞬間、下から上がってきた男子とぶつかりそうになった。

「ごめんなさい！」

　叫んで一瞬だけ視線をそちらへやる。驚いたように見返してくるのは、星也とそっくりの綺麗な顔立ち──光だった。近い将来、兄になるかもしれない人。

　でも構ってなどいられなかった。再び前を向いて走り出す。

　急がないと決定的な何かが起こっているかもしれない。

　謎なぞの不安に取とり憑つかれ、どきどきと心臓が早はや鐘がねを打っている。

　転びそうになりながらも、どうにか階段を下り切った美月は外に飛び出した。

　現場までの最短距離を、ひたすら急ぐ。

　髪を振り乱し、息を切らして、やっとの思いで辿たどり着いた。

　全力疾しつ走そうの甲か斐いあって、美月が危き惧ぐするような決定的な何かはまだ起こっていなかった──が、起こる寸前ではあった。

　ひなのは星也の頰を摑んで固定し、口付けしようとしているではないか！

　しかも見張り役をしていた咲子はスマホを構え、決定的瞬間をカメラに収めようとしている。既き成せい事じ実じつとして広めるつもりなのだろうか。

（──駄目）

　考えるよりも先に口が動いた。

「桐島くんっ!!」

　名前を叫ぶ。

　突然鳴り響ひびいた声に対する反応は様々だった。

　咲子は慌あわてたようにスマホを下ろし、洋子は動きを止めた。

　ひなのはびくっと震えてから手を離し、美月を睨みつけてきた。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、背中を校舎の壁に押しつけた星也がこちらを向いた。

　その表情は平静を装よそおっていたが、顔色は紙のように白かった。血の気が完全に引いてしまっている。

　美月は確信した。ここに来たのは間違いではなかった。

「先生が呼んでるから、来て」

「ちょっと相沢さん、後にしてくれない？　空気読んでよ」

　ひなのは眉をひそめた。

　美月は静かにその瞳を見返した。彼女は星也の顔色には気づかないのだろうか。あれほど具合が悪そうなのに。

「大至急って言われてるの。連れて行かないと私が怒おこられちゃう。用事は後にして、お願い」

　美月は強い声で言った。ひなのは二人と顔を見合わせ、仕方ないといった様子で引いてくれた。

　星也が歩いてくる。その表情は変わらなかったが、校舎の陰から外に出た途と端たん、息をついた。安あん堵どしたように。

　彼の身体は震えていた。固く拳が握り締められている。目にうっすらと涙の膜まくが張っているように見えるのは、気のせいなのだろうか。

「行こう」

　促うながすと、星也は何も言わずについてきた。校舎に戻り、一階にある職員室の前を通り過ぎたところで、後ろから訝いぶかるような声がかかった。

「職員室は？」

「ごめん。先生に呼び出されたなんて噓なの」

　美月は廊下で立ち止まり、振り返って軽く頭を下げた。通りがかった見知らぬ生徒たちが不思議そうな顔をするのが、目の端に映った。

「告白されてたのに、邪魔しちゃってごめんなさい。でも、困ってるように見えたから……勘違いだったかな」

　反応を窺うかがって、ゆっくりと顔を上げる。星也は怒ってはいなかった。ただひたすら辛つらそうだった。普段なら強きよう烈れつな眼差しを浴びせてくる目が、足元に伏せられている。

「……いや。助かった」

　彼は俯うつむき加減のまま、小さな声でそう言った。

　助かった。これまで徹てつ底てい的てきに無視され続けてきて、そんなことを言われるのは初めてだった。それほど弱っているのだろうか。嬉うれしさよりも戸と惑まどいのほうが強かった。

「ううん。顔色、凄く悪いよ？　大丈夫？」

「大丈夫。一時的なものだから」

「それでも、休んだほうがいいよ。保健室行こう？」

　美月は踵きびすを返した。星也もまた、黙って後をついてくる。

　職員室の先にある保健室には『外出中』の札がかかっていたが、鍵かぎは開いていた。

　中へ入ると、消毒液の香りが鼻び孔こうを刺激した。

　奥にあるベッドに星也を連れて行き、窓を開ける。

　窓の外の中庭では、花か壇だんのビオラやパンジーが風にそよいでいた。色とりどりのチューリップも凜りんと咲いている。

「新しん鮮せんな空気を取り入れて、綺き麗れいな花を見てたほうが、早く回復するよね。緑には癒いやしの効果があるっていうし。あ、でも寒いかな。寒くなったら閉めてね」

　美月は半分だけ窓を閉じて、仕切りのカーテンの前に突っ立っている星也をベッドに座らせた。

「先生には事情を説明しとくから、しばらく寝てて。辛かったら五時間目も休んだらいいよ。なんなら早退してもいいと思うし」

「……ああ」

　星也は短い相あい槌づちを打って、靴を脱ぎ、ベッドに寝転んだ。布ふ団とんを引き上げ、すぐに背を向けてしまう。愛あい想そもそっけもなかった。

（……桐島くんは、つぐみさんから私のことは聞いてるのかな？）

　会話を拒否するように、こちらに向けられた背中。淡あわい栗くり色いろの髪のてっぺんにあるつむじを、ぼんやりと見つめて考える。

　日曜日には顔合わせして、家族になるかもしれないということを、彼はもう知っているのだろうか。

　告白されて、ふった相手と家族になる。まるで冗じよう談だんのような展開だ。

　彼は、自分のことをどう思っているのだろう。

　改めて聞くのは怖こわい。気まずくて、恥ずかしくて、逃げ出してしまいたくなる。

（……でも、いまはそんなことを意識している場合じゃない）

「じゃあ、ゆっくり休んでね。お大事に」

　美月が立ち去ろうとしたときだった。

「え？」

　声が聞こえたような気がして、振り返る。

　けれど星也は反応しなかった。その体勢も、相変わらず背を向けたままだ。柔らかな春の日差しを浴びて金色に透すけた髪が、風にふわふわと揺ゆれている。少しだけ丸まったその背中は、頑かたくなにこちらを振り向かない。

　でも、確かに聞こえたような気がしたのだ。

　ありがとう、と。小さな、彼の声で。

（どういたしまして）

　美月は胸の中だけでそう言って微笑み、保健室を後にした。




　日曜日──顔合わせの日。

　父に連れられて行ったのは、煌きらびやかな高級レストランだった。頭上ではシャンデリアが輝いている。こんなところに来るのは初めてで、予約席に着席しても美月は緊張しっぱなしだった。

　向かいの席は空っぽだが、もうすぐつぐみたちも現れるだろう。

　綺麗に三つ並んだ席。そこに座る人物を想像すると、心臓がぎゅっと締めつけられる。

（うう……緊張する……）

　出かける直前まで自室の姿見の前に立ち、入念にチェックしたが、この格好は相手に好印象を与えられるだろうか。桜色の膝ひざ丈たけまでのささやかなフリルつきワンピースに、白のボレロ。簡単に化粧もして、唇にグロスも塗ぬった。そして後頭部にはいつものピンクのリボンを結んだ。

　父は似合うと絶賛したが、親の贔屓ひいき目めというものもある。

　つぐみたち家族に気に入ってもらえるだろうか。星也はどう思うだろう。

　遠目に見かけたことはあるが、話したこともない光とは打ち解とけられるだろうか。彼は星也と違って社交的な性格をしているようだが──胸を占めるのは不安ばかりだ。

「お待たせしました」

　というつぐみの声を聞いて、美月は肩を跳ね上げた。反射的に首を捻ひねってそちらを向く。

　まず現れたのは、ドレスを纏まとったつぐみ。スタイルの良さを強調する、身体にぴったりとフィットする紺こん色いろのドレスはこの上なく彼女に似合っていた。肩にはストールを巻いていて、涙型のペンダントが胸元で輝いている。

（本当につぐみさんって美人だよね……お父さんも私と一緒で、見た目はごく普通というか、はっきりいって地味なのに。よくこんなモデルさんみたいな美女の心を射止められたな）

　二人が知り合ったきっかけは、道みち端ばたで貧ひん血けつを起こし、蹲うずくまっていたつぐみを父が介かい抱ほうしたこと。つぐみもそんな父の優しさに惹ひかれたというが、改めて見ると外見的な格差は否いなめなかった。

　感心している暇もなく、つぐみの後に続いて双子が現れた。二人とも高級レストランに相応ふさわしく、きっちりとしたジャケットを着ている。

（うわああああ本当に来ちゃったぁぁ）

　覚悟していたことだというのに、いざつぐみに負けず劣おとらず美しい双子を見た途端、美月は大混乱に陥おちいった。どういう表情をすれば良いのか悩み、困り果て、とりあえず愛あい想そ笑いを浮かべる。

　光は目が合うと微笑んでくれたが、星也は目を合わせようともしなかった。

　三人が席に着く。つぐみは父の向かいで、美月の向かいは光。星也は斜ななめ向かいに座った。目はテーブルに伏せられたまま、口元は引き結ばれている。不ふ機き嫌げんそうだ。

　結局、彼とは保健室で言葉を交わしたのが最後だった。その後も近づこうとしたら睨みつけられ、話しかけるタイミングが摑つかめなかった。

（顔合わせは両家の親しん睦ぼくを深めるためのものだもの、再婚に反対するなら顔合わせの前にしてるよね？　ここに来た以上、彼も賛成しているはず。もし私に何か思うことがあったとしても、さすがにこの場で問題になるようなことはしない……よね？

　もしかしてとは思うけど、私に告白されたって家族に言ってたりするのかな？　光くんとは双子なんだし、そういうプライベートなことも打ち明ける仲だったりする……？）

　美月の頰を冷や汗が伝った。

（いや、もしそうでも光くんは人格者だってもっぱらの噂なんだし、顔合わせを円えん滑かつに進めるためにも知らないふりを貫つらぬき通してくれるはず！　きっとそうだ!!）

「正まさ志しさん、美月ちゃん、こんばんは。なんだかこうやって改めて顔を合わせると緊張するわね」

　つぐみが空気を和やわらげるように微笑んだ。

「こんばんは。そうですね、ちょっと緊張します」

　思考を打ち切って、美月は笑みを浮かべた。膝の上でスカートを握り締めて。

「いやあ、今日のつぐみさんは一段と綺麗だね」

「あらやだ。褒ほめられても何も出せないわよ？」

　父はすっかり鼻の下を伸ばしていた。つぐみの相手は父に任せ、美月は正面にいる光に目を向けた。

「あの、初めまして。相沢美月です。本日はどうぞよろしくお願いします」

　ぺこっと頭を下げる。同学年の相手にちょっと堅かた苦くるしかっただろうか、とは思ったが、距離感が難しい。馴なれ馴なれしいと思われるのも嫌だ。

　そんな美月の悩みを杞き憂ゆうだというかのように、光は微笑んだ。

「初めまして。桐島光です」

　驚くほど甘く、澄すんだ声だった。星也の声質にも似ているが、ぶっきらぼうに吐はき出されて冷たく感じる彼の言葉とは違い、光の声は温かくて優しい。すんなりと心地良く耳に入ってくる。

「といっても、もうすぐ同じ姓せいになるらしいけどね。美月ちゃんって呼んでもいい？　同い年なんだし、敬語もなしで」

　美月ちゃん。

　魅み惑わく的てきな微笑みと共に甘い声で囁かれた、親しげな呼び方に胸がどきりと弾はずんだ。

（な、なるほど、これが『光の君』……！）

　幾いく多たの女子が夢中になる理由がわかったような気がした。

「どうぞ。じゃあ私も光くんって呼んでいいかな？」

「もちろん。美月ちゃんは同じクラスになる前から星也とは知り合いなんだよね？　中三の秋に、繁はん華か街がいでしつこくナンパされてたところを助けたって聞いたけど」

「！　う、うん、そうなの！」

　美月はぱあっと顔を輝かせた。

　光に話したということは、星也はあのときのことを覚えていたらしい。これまでずっと無視され続けていたが、ちゃんと記憶に留とどめていてくれたのだ。

（私のこと、覚えててくれたんだ！）

　飛び上がりたいくらいに嬉しかった。

「星也くん、あのときは本当にありがとうね」

　屈くつ託たくのない笑顔を浮かべて星也を見る。お礼なら心から言うことができるし、この話題をきっかけにして会話を弾ませられるかもしれない──と、思ったのに。

　星也は相変わらず美月を無視していた。

　テーブルに置いてある花を見つめたまま、一いち瞥べつすら寄よ越こそうとしない。

（そ、そんなに私のことが嫌いなの……？）

　めげそうになる心を叱しつ咤たし、努つとめて笑顔を保つ。声が上ずるのはどうしようもなかったが。

「じ、実は私、お礼が言いたくてあの後何回も繁華街に行ったんだよ。でも会えなくて残念だった」

「…………」

　星也は無言で、微び動どうだにしない。仲良くする気などさらさらないということが嫌でも伝わってくる。その証拠に、彼の纏まとう雰ふん囲い気きはぴんと張り詰め、緊張感に満ちていた。

（やっぱり家族になるなんて無理なんじゃないの……？）

　早くも絶望感に襲おそわれて、泣きそうになった。

「あの繁華街は生活圏けん外がいなんだよ。ちょうどおばあちゃんの家に遊びに行ってたんだ」

　場の空気が完全に凍こおりついてしまう前に、光が柔にゆう和わな笑顔を浮かべて答えてくれた。ほとんど泣く寸前だった美月は、彼のおかげでどうにか涙を堪こらえることができた。

「星也、ちょっとは話す努力をしてあげて。無視は礼れい儀ぎに反するよ。母さんのためにも頑張るって言ったでしょう？　このままじゃ美月ちゃんも泣いちゃうよ？」

　光にたしなめられて、星也はようやく、少しだけ動いた。

　視線を上げて、半眼で美月を睨みつけ、そしてまた嫌そうにそっぽを向く。

　目が合っていたのはほんの数秒程度。お世せ辞じにも友好的とはいえない態度だが、初めてこちらを見ただけでも良しとするべきなのだろうか。

（が、頑張れ美月、お父さんのためにも……！）

　無理やり口こう角かくを上げて、笑顔を作る。

「じゃあ星也くんがあそこにいたのはほんとに偶然だったんだね。なんだか凄いね、偶然の連続でこんなことになるなんて。クラスメイトがお父さんの再婚相手の息子むすこさんだなんて、予想外だったよ」

「うん。ぼくらも正志さんに娘がいるっていうのは四日前に知ったばかりなんだ。酷ひどいよねぇ、お互いに連れ子がいることを内ない緒しよにしてたなんて。この子が娘ですって出された美月ちゃんの写真を見て、星也も凄く驚いていた」

　四日前というと、告白した翌日だ。やはり二人とも、美月と同じタイミングで打ち明けられたらしい。

「えっ写真？　やだなぁ、変な顔してなかった？」

　美月は両手で頰を覆った。光がくすくす笑う。

「大丈夫、笑顔が可か愛わいい写真だった。正まさ志しさんが厳げん選せんしてくれたんじゃない？」

「そ、そう？」

　同年代の異性に可愛い、なんて積極的な褒め言葉を初めて言われた。

　顔がぽっと赤くなる。

　顔の作りは星也と一緒なのに、光はその名前通り、きらきらと周囲の空気が輝いて見える。典てん雅がにして優美。まさに彼こそ少女漫まん画がの相手役、理想の王子様。そのたおやかな物腰は他を圧倒して余りある。

　これで成績優秀、スポーツ万能だというのだから恐ろしい。天は二に物ぶつを与えないというが、彼は例外のようだ。

「ねえ星也、可愛かったよね」

「……まあ」

（あ、やっと口を利いた）

　光は話も上手だった。要所要所で星也に話題を振り、自然と会話に参加させる。まるで魔法のよう。彼は優しい微笑と巧たくみな話術で美月の警戒心をすぐに解いてしまった。

　星也も彼のペースに引き込まれる形で、少しは話してくれるようになった。本当に相槌程度のものだが。

「……星也のことは心配してたんだけど、どうにかやっていけそうじゃないかしら？」

「そうだねぇ」

　子どもたち三人のやり取りを見ていたつぐみと父がそんなことを言った。

（星也のこと？）

　なんだろうかと不思議には思ったが、そのときは聞き返せなかった。




　会食が始まって一時間が経過した。

　料理はどれも一級品でおいしく、食事後の歓かん談だんも弾んだ。星也は消極的な賛成という姿勢を崩くずさなかったが、他のみんなは再婚に前向きだということが確認できた。

（となれば、気になるのはやっぱり星也くんだよね）

　星也はレストランを出た後、一足先に移動してエレベーターホールで佇たたずんでいる。早く帰りたいらしく、エレベーターの階数表示を半眼で見上げていた。

　食事中も美月が話しかけたら相あい槌づちを打ったり、小さく頷くなりしてとりあえずの反応はしてくれたが、彼からは話しかけられたことがない。視線もほとんど合わないままだった。

（このままじゃ駄目だよね。私たちは家族になるんだもの。ちゃんと向き合わなくっちゃ。握あく手しゆでもしたら少しは仲良くなれるかな……？）

　エレベーターホールには誰もいなかった。好機と見て、思い切って声をあげる。

「あの。つぐみさん、光くん、星也くん。握手をしてもいいですか」

「握手？」

「はい。家族になるんですし、お近づきの徴しるしというか、その」

　もじもじしながら言うと、つぐみは微笑んだ。

「なるほど。素敵な提案だわ。そういえば握手したことはなかったわね。はい」

　すっとつぐみは手を差し出した。その手は少々荒れていた。

　家事や仕事を頑張っている証拠だ。傷一つない手よりもずっと好感がもてる。

　手を握る。

　つぐみの手はかさついていたけれど、温かかった。

（もうすぐこの人がお母さんになるんだ）

　なんだか気き恥はずかしくてこそばゆい。

　つぐみとの握手が終わって、次は光と握手をした。異性と手を繫つなぐなんて初めての経験だ。しかも相手は物凄い美形で、緊張するなというほうが無理である。

「これからよろしく」

　優しく微笑む彼の背景には咲き誇る薔ば薇らの幻げん影えいが見えた。

「こ、こちらこそ」

　朱しゆに染まった頰ほおを隠すように、軽く頭を下げる。

　数秒して手を離し、さて後は星也くん、と彼に向き直ったときだった。

　美月が一歩足を踏み出すと、星也は一歩退しりぞいた。

　既き視し感かんがあった。ナンパから救われたあの日も、彼は近づこうとすると逃げた。ひなのたちに取り囲まれていたときも、彼の背中は校舎の外がい壁へきに密みつ着ちやくし、可能な限り距離を取ろうとしていた。

「星也くん？」

　不思議に思って首を傾げ、もう一歩踏み出そうとすると、制止の声。

「寄るな。握手とかマジで無理」

「えっ。どうして？」

「なんでもいいから止めろ。それ以上おれに近づくな」

　彼は美月を牽けん制せいするように強く睨みつけている。敵意を露あらわにした、射殺すような目。

　全身で彼は美月を拒絶していた。

「…………」

　無言で、手を下ろす。

　つぐみたちが不安そうに見守る視線を感じながら、美月は力なく笑った。

「あの……それは、あんまりなんじゃないかな？」

　これまで我が慢まんしてきた感情が、一気に溢あふれ始めた。彼に向かって差し出していた右手を強く握り締める。じわりと目の端に涙が浮かぶ。

　その雫しずくはみるみるうちに膨らんで、頰を伝い落ちていった。

（なんでこんな対応をされなきゃいけないの？　そんなに私の告白が嫌だったの？　迷惑だったの？　近づきたくもないほど私のことが嫌い？）

　顔合わせの前も後も、結局、星也は一度も美月に笑いかけてくれなかった。怒っているようなきつい目しか向けてくれなかった。ありがとうと言ってくれた保健室での出来事は夢だったのかと思うほどだ。

　美月は彼に告白して、ふられた。ふったほうもふられたほうもお互い気まずいのは一緒だろうが、ふられたほうがいたたまれないはずだ。

　それでも、美月は歩み寄ろうと努力し、笑顔を心がけてきた。父のために、みんなのために、彼とはうまくやっていこうと思っていた。まだ胸のうちでくすぶっている恋心にもどうにか決着をつけるつもりだった。

　未み練れんを断ち切って、新しく家族としての一歩を踏み出すために、勇気を振り絞って握手を求めたのに、それすら断るなんて──彼は一体どういうつもりなんだろう。

　これまで必死で保っていた心が、ぺしゃんと潰つぶれた。

　さすがにこの対応は、酷い。

「……いや、あの」

　美月の涙を見て、星也はうろたえたような声をあげた。罪ざい悪あく感かんを覚えたらしい。

　でももう駄目だった。限界だった。友好の徴としての握手を断るほど嫌われている相手と、うまくやっていける自信はない。

「もういいよ。そっちがその気なら、私だって諦める」

　自分でも驚くほど静かな声が出た。美月は目元を擦こすって、父を見上げた。

「お父さん、ごめん。私、やっぱり──」

「待って待って。きっと美月ちゃん、誤解してるから。ごめん、星也はああいう言い方しかできないんだよ。ほんとにごめん」

　光が取り成なすように謝あやまった。

　でも、光に謝られてもどうしようもない。美月のプライドはずたずたなのだ。

「もういいよ。わかったから。星也くんは私のことが嫌いなんでしょう。私も嫌な顔されてまで一緒に暮らしたくない。同居するなら私は家を出るから」

「違うんだって！　嫌いじゃない!!」

　と、星也が叫んだ。初めて聞く強い声。

　驚いて、美月はそちらを見た。

　彼は酷く焦あせっていた。いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらの仮面が外れた、感情を剝むき出しにした素顔。

　彼のこんな顔は初めて見る。

「…………？」

　美月は当とう惑わくした。

　彼は自分のことが嫌い──それは揺るがない確定事項だと思っていたのだが。

「嫌いじゃないんだよ、ほんとに。ただ、おれは、その……」

　しどろもどろに言って、星也は俯いた。

「……星也くん？」

「星也にはちょっと事情があってね。まあ見せたほうが早いと思うから」

　光はすたすたと歩き、星也の背後に回った。

「おい、何──」

　星也の声にも構わず、光はどーんと星也を美月に向かって突き飛ばした。なかなか顔に似合わずダイナミックなことをする兄だった。

「うわっ!?」

「きゃっ!?」

　ぶつかった二人の悲鳴は見事に合唱した。運動神経がそれほどよくない美月は立ち竦すくむことしかできず、星也はとっさに美月の肩を摑んで正面衝しよう突とつを防いだ。

「……っ、ぶね」

　星也が顔を伏せて呟つぶやいた。

　両肩を摑む星也の手の感触。すぐ目の前にある端たん整せいな顔立ち。

　安堵の吐と息いきが聞こえると同時に、その肩が小さく動いた。

（わわわわわ）

　突然のことに心しん拍ぱく数すうは跳ね上がり、顔は発火したように熱い。

　美月が肩を摑まれたまま固まっていると、星也がはっとしたように顔を上げた。

　少し顔を寄せればキスできるくらいの、超至近距離で見つめ合う。

「…………っ」

　みるみるうちに彼の顔色が青ざめていき、ぞわっと全身に鳥肌が立った。
















「え」

　星也は脊せき髄ずい反はん射しやの勢いで手を引っ込め、脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した。エレベーターホールの隅すみっこにある観葉植物の陰に隠れ、美月に背を向ける格好でうずくまってしまう。

「せ、星也くん？」

　予想外の反応に、美月は啞あ然ぜんとした。

　星也は背中を丸め、頭をかかえてがたがたと震えている。

「……これは一体どういうこと？」

「うん、実はね」

　光は神しん妙みような顔で頷いてから、

「星也は中学のときに女の子に押し倒されてね。後頭部を強打した挙句、唇を奪うばわれたパニックから過か呼こ吸きゆうを起こして死にかけた。それから女性恐きよう怖ふ症しようになっちゃったんだ」

「女性……恐怖症？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉だが、確かにそれならば納なつ得とくがいく。

　女子が怖いから睨みつけて拒絶し、近づかれたら被ひ害がいを受けないうちに逃げる。

　過去の星也の言動を照らし合わせてみると、まさにその通りだった。

　中学のときに積極的な女子に押し倒された体験がトラウマになって女嫌いになった──星也が女子に冷たい理由として流れていた噂の中には、ほとんど真実に近いものが混ざっていたらしい。

　正しくは『女嫌いになった』ではなく、『女性恐怖症になった』だが。

（あの噂の発信源になった子は、星也くんたちと同じ中学の出身だったのかな）

　まだ呆ぼう然ぜんとしたまま、星也を見る。

「うん。女の子を前にすると反射的に目つきが険しくなる。触ると鳥肌が立って、気持ち悪くなっちゃうから一定範囲内には近づけない。そのリミットを超えると泣いちゃうよ。表面上は強がってるけど、実はヘタレで泣き虫だから」

　兄だから遠えん慮りよがないのか、光はずけずけと結構酷いことを言った。

「……そうなの？」

　エレベーターホールの隅っこにいる星也に歩み寄り、屈かがんで確認する。

　星也はまだ顔を覆ってぶるぶる震えていた。

　追い詰められた小動物みたいだ。なんとなく怯おびえきってケージの隅で縮ちぢこまる、か弱いウサギを連想した。

「星也くん？　大丈夫？」

　声をかけると、突然星也は顔を上げた。

「なんだよ、笑いたきゃ笑えばいいだろ!?　女に押し倒されて唇奪われるなんてダッセーって散さん々ざん笑われたよちくしょう!!」

　やけになって喚わめき始める──震えながら、涙目で。

「おれだって本当はこんな自分嫌だよ！　いちいち女子を見てビクついたり、睨んで怖がらせたくねぇよ！　でも怖いもんは怖いんだよ悪かったな!!　ああそうだよお前を助けたときだって本当はすっげえ怖かったしナイフ突きつけられたときなんて気絶するかと思ったよ!!　どーせヘタレですよ!!」

　ぼろぼろと星也は泣き出した。

　常に仏頂面だった星也が限界突破の末に泣いている。それは雷かみなりに撃うたれたかのような激しい衝撃を美月に与えた。失望した、とかそんなものではない。

（何この人可愛い！！！）

　彼の泣き顔は美月のハートを撃ち抜いた。圧あつ縮しゆくされていた恋心が爆発する。

　守ってあげたい!!　という母性本能が覚かく醒せいし、炎が胸の中で噴き上がった。

「ヘタレで何が悪いのっ!?」

　星也に負けないくらいの声量で、美月は叫んだ。

　驚いたらしく、星也は目をぱちくりさせた。

「むしろ人間らしくていいじゃない、魅力的だよ!!　それに、ヘタレっていうのが情なさけないっていう意味なら星也くんは違うよ！　あのとき誰もが怯えて逃げてく中で、星也くんだけが私を助けてくれた！　ヘタレなんてとんでもない、格好良かったよ!!　私は知ってる、ちゃんと見てたよ!!　星也くんは誰よりも格好良かった!!　世界で一番素敵だった!!」

　呆ほうけて泣くことも忘れている星也から、美月は一歩退いた。

「女性恐怖症なら、あんまり近づかないようにする。でもずっとこのまま、握手もできないっていうのは寂さびしい。私、あのとき助けてもらったお礼をしたかったの。だから、もしよかったら、星也くんが女性恐怖症を克こく服ふくできるように手助けをさせてもらえないかな」

「……手助け？」

　全く予想外だったらしく、星也は鸚鵡オウム返しに呟いた。

「うん」

　女性恐怖症という事実には驚いたが、これは恩返しをする絶好のチャンスだ。

　今度は自分が彼の力になれるかもしれない──そう考えた美月は、力を込めて言った。

「せっかく同じ家で暮らすようになるんだから、私はちょうどいい実験台になれると思うんだ。時間はたっぷりあるよ。ちょっとずつでも治していこう」

　自分の胸に手を当てて、微笑む。

　星也はしばらくフリーズしていたが、やがて、くるりと美月に背を向けた。体育座りのポーズで丸まってしまう。

「星也くん？」

　心配になって問うと、星也は丸まったまま、小さな声でぼそぼそと言った。

「……別におれ、お前のことが嫌いとかそんなんじゃないから。睨みつけるのも自然にそうなるだけだし。近づきたくないから逃げるわけでもない」

「うん」

「その……こんな状態だから、告白されても、付き合うなんて絶対無理で、あのときはああ言うしかなかったけど……ほんとは、嬉しかったから」

　その言葉で、思い出した。

　裏庭に呼び出したとき、彼は美月ではなく背後の桜を睨むように見ていた。

　女の子を前にするとどうしても睨みつけずにはいられないから、せっかく思いを寄せてくれた女子を睨まないように、焦しよう点てんをずらしていたのだろうか。

　美月が思い返していると、星也は意を決したように立ち上がり、振り返った。

　女性恐怖症である彼が美月と相対するのは相当な勇気が必要なのだろう。

　片手で目元を覆って、顔を真っ赤にして、細かく震えながら──必死な顔で、言う。

「三上たちから助けてくれたのも、感謝してる。誤解させて、傷つけて、ごめん」

　不器用な、精いっぱいの謝罪。

　それがわかって、美月は微笑んだ。この瞬間、胸の中にあったわだかまりも何もかもが綺麗に消えた。

「ううん。私こそ、勘かん違ちがいで暴走しちゃってごめんね。これからよろしく、星也くん」

「うん。……おれも、できるだけ努力するから。こんなんで良ければ、仲良くしてやって」

「はい。喜んで」

　美月は背後で両手を組み、唇を綻ほころばせた。




　星也はいっぱいいっぱいだったらしく、壁に手をついて項うな垂だれている。彼は立ち直るまでそっとしておくことにして、美月は三人の下へ戻った。

　不思議に思ったのは、つぐみと父の態度だった。二人とも審しん判ぱんを待つように、緊張した面おも持もちで光を見ている。つぐみは祈るように胸の前で両手を組んでさえいた。

　当の光はといえば、腰に片手を当て、目を眇すがめるようにして美月を見ていた。まるで、値ね踏ぶみでもするように。

「ふうん。まあ及きゆう第だい点てんかな」

　光は口の端を片方だけ小さくつり上げてみせた。たちまちつぐみと父が同時にため息をついた。どう捉とらえても安堵にしか見えないため息に、美月は首を傾げた。彼らは一体、何を緊張していたのだろう。

「及第点？」

「うん。実はぼく、この結婚には反対だったんだよね」

　光は種明かしをするように、肩を竦めてみせた。

「ぼくは父さんが亡なくなってからずっと父親代わりの役目を果たしてきた自じ負ふがある。正志さんがどんなにいい人だろうと、生活圏内に他人が入り込んでくるなんて嫌だった。しかも星也は女性恐怖症だ。さっきの星也を見て、もしちょっとでも美月ちゃんが星也を侮ぶ辱じよくすることがあれば、何がなんでもこの結婚は破は談だんにさせようと思ってた」

　光は悪びれもせずに、腰に当てていた手を上に向ける仕草をして、堂々と白状した。

「だから、さっきのは及第点。ぎりぎり合格。良かったね？」

　光はにっこりした。それはこれまで見てきた優しい微び笑しようとは決定的に違う、裏を多分に含んだ怖い笑顔だった。

「も、もしも私が星也くんを笑ってたら……？」

　おずおずと尋ねると、

「生きてることを後悔させた」

　光は笑顔のままで言い放った。

　一体どんな目に遭あわされていたのだろう。この笑顔を見る限り、考えないほうがいいらしい。つうっと嫌な汗が背筋を滑り落ちていった。

（ね……猫ねこ被かぶってたんだ……これが彼の本性なんだ……!!）

　これまで抱いていたイメージが木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされた。

　完全無欠の優しい王子様と見せかけて、実はかなりの危険人物だったらしい。

「でも」

　光は歩み寄ってきて、美月の顎あごをくいっと持ち上げた。星也とそっくりの、極上の顔立ちが至近距離から美月を見下ろす。

（か、顔が近い……!!）

　吐と息いきがかかるほどの距離に、美月は狼ろう狽ばいした。心臓がどくどくと脈打ち、視界がぐるぐる回る。光は美月をまっすぐに見つめて言った。

「及第点っていうのは、あくまで現時点での評価だから勘違いしないでね？　もしこれからの同居生活で星也を怯えさせたら覚かく悟ごして」

「わ、わかった！　わかったから離れて!!」

「よし」

　犬に食事の許きよ可かを出すご主人様のように、偉えらそうに頷いて、光はようやく手を離した。そしてつぐみと話し始める。

「同居してもいいんじゃない？」と、まるで彼こそが決定権を持っているかのような口ぶりで言う声が聞こえた。いや、無言で見守っていた父とつぐみの態度からしても、事実その通りなのだろう。両家の間で、実権を握っているのは父でもつぐみでもなく光であることを思い知らされた。

「……ねえ、お父さん」

　光の注意が逸れているうちに、美月は早足で父の傍に移動し、小声で尋ねた。

「光くんって、あれが本性なの？　ブラコン？」

　言動から、光がブラコンであることは疑いようがない。

　美月への過か剰じようともいえる牽制も、女性を怖がる星也のためだとしか思えない。

「ふ。ばれてしまったか……」

　父は遠い目をして天てん井じようを見上げた。

「いいかね、美月ちゃん。星也くんの悪口は決して彼の前では言っちゃいけないよ。お父さんはうっかり地じ雷らいを踏みかけて、冗じよう談だん抜きで生命の危機を感じたことがある……」

「そうなんだ……」




[image: ]




　地雷とやらがなんだったのかは聞かないほうがいいのだろう。ごくりと唾つばを飲む。

「お前やりすぎだろ。同居しても大丈夫な相手がどうか試すとは聞いていたけど、突き飛ばされるとは聞いてねぇぞ！」

　と、星也の声がした。いつの間にか復活した星也が光に文もん句くを言っている。

「ごめんごめん。でもいい子みたいで良かった。もしそうじゃなかったらどうしようかと思ってた」

　光は微笑を浮かべて星也の頭を撫なでた。

　猫可愛がりというべきか、美月とはえらい違いである。

「ふふ。光は本当に弟思いだものねぇ」

　つぐみは朗ほがらかに笑った。
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（違う。違うよつぐみさん、光くんのそれは弟思いのレベルを超してる！　ブラコンだよ！　しかもかなり重症だよ!?）

　星也は一見無ぶ愛あい想そうだが、女性恐怖症で、臨りん界かいを超えると泣き出してしまうヘタレ。

　光は完全無欠の爽さわやか美少年と見せかけて、重度のブラコンで、ドＳらしい。

　そしてつぐみはどうやら天然のようだ。

（……。濃こいな）

　しみじみと美月は思い、洒しや落れたホテルの天井を見上げた。煌びやかな照明が目に眩まぶしい。

（天国のお母さん、見てますか。前ぜん途と多た難なんかもしれません、この結婚）

　それから、ふふ、と笑う。

　──でも、面白そうで、わくわくした。




「ねえ星也くん、帰る前に、ちょっとだけいいかな。二人だけで話したいんだけど」

　解散間際、ホテルのエントランスにて。

　美月は少しだけ他のみんなに待ってもらい、星也と二人でホテルの駐車場の隅に行った。

　完全に二人きりという状況は彼の精神に多大な悪影響を及およぼすと思ったので、みんなから距離を取っただけだ。駐車場の隅からでもエントランスの脇に立っているみんなの姿は視界に入るし、大声を出せばすぐに届く。この環境なら大丈夫だろう。

「……なに？」

　星也はどういう顔をしたらいいのかわからない、という感じで尋ねてきた。美月の視線はそれだけで彼を不安定にさせるようだった。赤みの引いた目がおどおどとさまよっている。できることなら逃げ出したいとその顔が物語っていた。

（普段の姿は思いっきり虚きよ勢せいだったんだなぁ）

　美月は怯えている彼を見て情けないと思うどころか可愛いと思っていた。恋愛メーターは彼の泣き顔を見たときに限界突破を果たしたが、その後もぐんぐんと上昇しっぱなしで留まるところを知らない。

　彼が気弱な姿を見せれば見せるほど、ナンパから助けてくれたときはどんなに頑張ってくれたのかがわかって嬉しくなってしまう。恋心を抜きにしても、絶対に恩おん義ぎを返したい。

　だからそのための一歩を踏み出そうと思う。

　美月は背筋を伸ばし、彼の目を見つめた。

「私の告白はなかったことにしてほしいんだ」

「なかったことに？」

　星也の声音に驚きが混じった。

「うん。これから家族として一緒に暮らすのに、お互い変に意識するのは良くないでしょう。そもそも星也くんが女性恐怖症になったのは好意を寄せていた女の子が暴走したせいだし、私までそうなるんじゃないかって怯えられるのは嫌なの」

　長い台詞セリフに一ひと息いきついてから、微笑む。

「私はこれからただの妹として振ふる舞まうと誓ちかいます。だから安心してね」

　そう言うと、星也はあきらかにほっとした顔をした。

　力が抜けたらしく、わずかに肩が下がった。

（本当はいまでもずっと好きだけど。でも、そんな顔されたら言えないよね）

　だから、自分の中の恋心を封印しよう。星也を怯えさせるのは不本意だし、接触は避さけて、彼とは身体的にも、精神的にも、ただの妹として一定の距離を保つように努めよう。

　難しいが、やるしかない。

「じゃあ行こうか」

　美月は星也を促して、エントランスで待っている三人の下もとへ歩き始めた。会話の内容が気になるのか、光は真顔で美月を見ていた。

　彼は大事な弟にとって脅きよう威いになりかねない美月を警戒している。

　まるで信用していない。それが表情でわかり、美月は怯ひるみそうになった。

（ううん、怯んじゃ駄目だ。信じてもらえるかどうかはこれからの私次第なんだから、頑張らなくっちゃ！）

　気合を入れて、美月は両手を握り締めた。




　休み明けの月曜日の登校は憂ゆう鬱うつになるものだが、今日ばかりは違った。

　星也に嫌われているという誤解が解けた美月の心はすっきり晴れやか、鼻歌でも歌いたいくらいの上じよう機き嫌げんだ。

　晴れ渡った空さえ美月を祝福しているように見える。心なしか、風も優しく感じた。

「今日は朝からえらくご機嫌ですな、美月さん」

「えへへー。そりゃあねー」

　お昼休みに入り、美月は屋上で理子と会話をしていた。食事も終わったのでのんびりと雑談中だ。

「そんなに楽しかったの？　顔合わせ」

「うん。有意義な時間だったよ。連絡先も教えてもらったんだ」

　顔合わせの後に勇気を出して星也にメールをしてみた。『今日はお世話になりました』と、当たり障さわりのない文章を送ってみたら、『そっちこそ。お疲つかれ』と返事がきた。

　直接対話するのは難しくても、メールだと普通に話せるのだという新事実を発見した。

　桐島家の家族分、新しい連絡先が三件追加されたスマホを掲かかげてみせる。

　美月の隣に並んで屋上の鉄てつ柵さくに背を預けている理子は、横目でそれを見た。

「その情報、来栖さんに高く売れると思うよ。あの双子のメルアドを知りたがってる女子はたくさんいるからね」

「売らないよ！　そんなことしたら私の信用ガタ落ちじゃないっ。もう、わかってて言ってるでしょ？」

　スマホを手元に引き戻して唇を尖とがらせると、理子は笑った。

「冗談はともかく、良かったね。あんたはそうやって吞のん気きに笑ってないと調子狂くるうわ。ふられてからずーっと落ち込んでたからさ、これでも心配してたのよ？」

「うん。ありがとうね理子ちゃん。もう大丈夫」

　ぽんぽん、と頭を叩かれて、美月は照れ笑いを浮かべた。

「でもさあ、告白はなかったことにして、妹として振る舞うってことになったんでしょ？　それでいいの？　桐島くんのことはきっぱり諦めるってこと？」

　顔合わせが終わった後、美月は理子にメールを送っていた。無む論ろん、大事な部分は伏せて。

「……ううん、桐島くんのことはいまでも好きだよ。でも、一緒に暮らすことになった以上、その思いを表に出すわけにはいかないよ。他の家族の目もあるし……」

　美月は顔を伏せ、口ごもった。

　実際のところ、それはほぼ建たて前まえである。

（いくら唯ゆい一いつ無む二にの親友でも、話せないよ。星也くんは女の子に襲われたことがあって、女性恐怖症になった、だなんて。そんな過去があるのに、私がまだ彼のことを好きだってばれたら、変に意識して、ストレスになってしまいそうだもの。それに、光くんにも、まずは妹として認めてもらわなきゃいけない。女子だっていう、それだけで、光くんは星也くん以上に私のことを警けい戒かいしてるから）

　だから、星也への特別な思いは内に秘めておかなければいけないのだ。

「んー、まあ、確かにねぇ。高価なゲームソフトでも服でもなんでも望むまま買い与えて、大事に大事に育てた愛まな娘むすめが再婚相手の連れ子といちゃついてる現場なんて目撃したら、おじさんはショック死しそうだわ」

「そ、そうなんだよ。だからこの恋は秘密なの！」

　自分の家でいちゃつくなんてとんでもない！　私はどれだけ節せつ操そうなしなの!?　──と声を大にして否定したいところをぐっと堪こらえて頷く。ここは肯こう定ていしておいたほうが話がスムーズに進む。

「学校でも、もし私が星也くんに過か剰じように反応してたら注意してね」

「それは別にいいけど、きっぱりふられておいてまだ好きなんて、あんたもなかなかしつこいね」

「う」

　理子の台詞セリフが脳天に突き刺さり、美月はうろたえた。

「し、しつこいかな……迷惑かな……？」

「さあ。私は桐島くんじゃないし、わかんないわよ」

「…………」

「でもま、いいんじゃないの？」

　真剣に悩んでいると、理子は首を竦すくめた。

「ふられても諦めきれないくらい、それだけ本気で好きなんだってことでしょ？」

「……うん」

　星也は美月にとって、初恋の人だった。

　入学式の次の日、声をかけたとき、彼は美月の傍を通り過ぎて行ってしまった。

　振り向かない彼の背中を悲しく思った。どうしてもあの背中を振り向かせたかった。笑いかけてほしかった。それは、いまも。

（ふられても、やっぱり、この気持ちは消えなかった）

　胸の上でぎゅっと手を握る。

「難なん攻こう不ふ落らくのあの桐島くんを、あんたが落とせるとは到底思えないけど。せいぜい足あ搔がいてみなさいな。同居っていう他の子にはない、大きなアドバンテージを手に入れるわけだしね。勝負はまだまだこれからでしょ？」

「……うんっ、頑張る！」

　大きく頷く。

（そうだよね。好きでいてもいいよね。表には出さないように努力するなら、密かに思っててもいいよね？）

「よろしい。さて、そろそろ教室に戻ろうか」

　理子はスマホで時刻を確認し、弁当箱が入った巾着袋を片手に立ち上がった。そして、まだ座ったままだった美月に、手を差し出してくれる。

　その手を摑むと、彼女は美月が立ち上がるタイミングに合わせて引っ張り上げてくれた。

　屋上から出て、階段を下りる。廊下を曲がると、ちょうど星也と出会った。

「あ」

「お」

　美月と理子の声は見事に唱和した。

　理子は楽しそうな顔をして美月の脇を肘ひじで小こ突づいた。小突かれても困るしかなかったが。

　星也自身は無言。彼が自分から女子に声をかけることなんて滅めつ多たにない。よほどの用があるときだけだ。

　いつも通りに無視されるかと思ったが、家族として暮らすことが決定したいま、それでは悪いと思ったのかもしれない。

　彼は美月を睨みつけた後、顔を伏せた。

　思し案あんするように眉間に皺を寄せた後、意を決したように顔を上げる。

　頰の筋肉が動く。彼は努力して友好的な笑みを作った──つもりだったのだろう。

　しかしその笑みは、どう見ても友好的には程遠かった。表現するならば『にっこり』ではなく『にたぁ……』である。

　猟りよう奇き殺人犯が引きずり出した臓ぞう物もつを前にして笑っているような、不気味で不吉極きわまりない笑顔。

「ひっ」

　理子が小さく悲鳴をあげて後ずさったことからして、その笑顔の恐ろしさは推おして知るべし、である。

　星也は笑みをすぐに消して、仏ぶつ頂ちよう面づらに戻り、何事もなかったかのように教室へと歩いていった。

　彼が立ち止まっていたのはほんの数秒のことで、幸さいわい、理子の他に目撃者はいなかった。もしも誰かに見られていたら衝しよう撃げきのホラー映像として噂されていたかもしれない。

「……な、何いまの」

　理子が青ざめた顔で言った。

「た、多分、桐島くんなりに頑張って、できる限り友好的に笑いかけてくれたんじゃないかな」

　それが彼の事情を知っている美月の、精いっぱいのフォローだった。

「友好的!?　あれが!?　どこが!?　完全にホラーだったじゃない!!」

「ま、まあまあ。立ち止まってないで、行こう」

「夢に出そうだわ……」

　頭をかかえている理子の背中を押して、教室に戻る。

　自分の席に着き、スマホを鞄の中に入れようとしたところで、着信があることに気づいた。ランプの色からそれがメールだとわかる。

　差出人は星也だった。

『どうだった？』

　美月は斜ななめ後ろ──美月の隣の列、四つ後ろ──の席にいる星也を見た。

　彼は頰ほお杖づえをついて、あさっての方向を向いている。

（うん、凄く頑張ってくれたんだね）

　美月は微笑んで、メールの文章を打った。

『努力は伝わったよ。ありがとう、嬉しかった。でも次はもうちょっと自然に笑えるようになれたらいいかも』

　末尾には笑顔の絵文字を入れて、メールを送信し、今度こそ鞄に入れる。

『頑張る』

　授業が終わってスマホを確認すると、そんな短いメールの一文が届いていた。

　液晶画面を眺ながめて、美月は笑った。

　女性恐怖症克服の道のりはまだまだ遠そうだが、確かに彼は変わろうとしている。その変化が嬉しかった。
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　四月下旬のゴールデンウィーク初日に、いよいよ桐きり島しま家けの三人が相あい沢ざわ家けへやってきた。美み月つきは父と一緒に玄関先に立ち、三人を出迎えた。

「ようこそ。いらっしゃい」

　改あらためて自分の家の前で挨あい拶さつするのは気き恥はずかしくて、美月は照てれ笑いを浮かべた。

「よろしく」

　星せい也やは無ぶ愛あい想そうにそう言って、早々に目を逸そらした。想定通りの反応だ。少しだけ態度が柔やわらかくなってきたとはいえ、彼は学校でも相手が女子なら睨にらみつけるばかりで、長くは目を合わせられない。

　しかし、美月が気になっていたのは星也よりも光ひかるのほうだった。顔合わせのときに見た光の本ほん性しようは美月の脳内に刻きざみ込まれている。

「よろしくね、美月ちゃん」

　どういう態度を取られるのかと冷や冷やしていたのだが、意外にも彼は学校で偶ぐう然ぜん会ったときと同様、優しく微笑ほほえんでくれた。

（……あれ？　友好的だ）

　怖い口調で脅おどし文もん句くの一つや二つは聞かされることを覚かく悟ごしていた美月は、肩かた透すかしを食らったような気分で光を見上げる。

　美月の心境を見抜いてか、光は微笑んだまま片手を振った。

「大丈夫だよ、そんなに緊張しなくても。星也とトラブルを起こさない限りは、素を出すつもりはないから。しばらくは様子見ってことで、これまで通りに猫を被かぶり続けるから安心して」

「そ、そうなんだ」

　果たしてこれは喜んでもいいものなのだろうか。猫を被るということは、裏を返せば美月を信用していないと断言されているに等ひとしい。

（彼の素顔を見るのはちょっと怖いけど、でも、これから家族として暮くらしていくのに上うわっ面つらだけで対応されるのは寂さびしいな。信用してもらえるように頑がん張ばろう）

　美月は決意して、小さく顎あごを引いた。

「今日からよろしくね」

　双ふた子ごの隣で、そう言って微笑んだつぐみは少し前に仕事を辞やめた。これからはこの家で専業主婦になるそうだ。入にゆう籍せきは大たい安あんの日に済ませ、三人の名字は『相あい沢ざわ』に変わった。

　学校には変更届を出したが、先生に相談した結果、双子は表向きは名字を『桐島』のままで通すことにした。

　何しろ二人とも学校では有名人、ほとんどアイドル扱あつかいである。同居の事実を公表して得られるメリットは皆かい無むといっていい。

　三人を家に迎え、歓かん談だんする暇ひまもあればこそ。すぐに引っ越し屋のトラックがやってきて大量の荷物が家に届き、美月たちはダンボール箱を開ける作業に追われた。

　星也と光は二階にあてがわれた自室の環境を整え、美月は主おもに家族全員の共用スペースとなるキッチンとリビングの部屋を整えた。

「ゲーム機がたくさん入ってますけど、これは星也くんのですか？」

　テレビの前でダンボール箱を覗のぞき込み、つぐみに尋たずねる。ダンボール箱には美月が持っているものと同じゲーム機や、携けい帯たい用ようゲーム機などが入っていた。

　教室で美月は、休きゆう憩けい時間中にスマホでゲームをしている星也の姿を度たび々たび見ていた。

　意外と光のものなのかもしれないが、彼は天体観測や自然諷ふう詠えいといった、雅みやびな趣しゆ味みのほうが似合う。生徒たちから『光の君きみ』と讃たたえられ、どこか浮うき世よ離ばなれしたように泰たい然ぜんと微笑む彼がゲームをしている姿は、ちょっと想像できない。

（いや、でも普段の姿は完全に作ってるみたいだし、ありえるのかも？）

　首を捻ひねる。光の素顔はまだまだ謎なぞだらけだ。

「ええ。星也はゲーム好きなの。中学のときなんてネットゲームにはまって、休日は一日中ずーっとゲームしてたわ。おかげで成績は落ちる一方。パソコンを取り上げたくらいなんだから」

「…………」

　父に無言で見つめられ、美月はさりげなく顔を逸そらした。実は美月もゲームばかりして父に怒おこられた前科があった。

「高校に入って買ってあげたスマホでもゲームばかりしてるのよ。小学生のときは二人とも目が良かったのに、ゲームするようになってから急激に目が悪くなったのよね」

　つぐみは困こまったような顔で頰ほおに手を当てた。

「え、じゃあ星也くんってコンタクトしてたんですか」

「ええ。普段、家では眼鏡めがねよ」

（眼鏡……）

　端整な顔立ちに眼鏡をかけ、くいっと持ち上げてみせる星也の姿を想像し、美月は胸中で悶もだえた。

（いやいやいや！　私はただの妹なんだから！　ときめくのは禁止!!）

　どうにか自制心を取り戻し、ゲーム機をテレビの横にある収納スペースに入れていく。

「そろそろ休憩しましょう。美月ちゃんも随ずい分ぶんと頑張ってくれたから、お腹なかが空すいたでしょう」

　夕方になって、つぐみがそう言った。まだ手付かずのダンボール箱は残っていたが、確かに彼女の言う通りだった。午前中から片づけにかかりっきりで、何も食べていない。意識すると強きよう烈れつな空腹感に襲おそわれた。

「そうですね。お腹空きましたし、へとへとです」

　腹を摩さすって、苦笑いする。

「今日は片づけで大変だと思ったので、朝のうちにカレーを作っておいたんですよ。お米だけ炊たいたら食べられますよ」

「まあ、助かるわ、ありがとう。家族になって初めて食べるのが、娘のお手製カレーなんて素敵ね」

　つぐみは胸の前で両手の指を絡からませ、嬉うれしそうに微笑んだ。

「そんな、大げさな」

　でも喜ばれるのは嬉しくて、美月も照れて笑った。




「美月ちゃん、ご飯の用意ができたから光と星也を呼んできてもらえる？」

「はい」

　キッチンでつぐみのアシスタントをしていた美月はエプロンを外した。

　廊ろう下かを歩いて階段を上り、まずは近い光の部屋をノックする。

「光くん、入ってもいい？」

「どうぞ」

　すぐに返事があった。階段を上る音で知っていたのだろう。

「お邪じや魔まします」

　元は自分が趣味──主にテレビゲームの置き場だった──に使っていた部屋なのだが、光がここで暮らすと決まってからは、もうここは勝手知ったる我が家ではない。男の子が住む未知の空間だ。

　どきどきしながら扉とびらを開けて、美月は目を見張った。

（わあ）

　間取りは全く同じでも、家具が一変すると印象が全く違う。

　部屋には整然と家具が配置されていた。書棚には高低差を意識して綺き麗れいに本が詰め込まれ、ベッドもすぐに眠れるように整えられている。光はベージュのラグマットに座っていて、ダンボールについたガムテープを剝はがしていた。

　脇わきにはガムテープを剝がし終えたダンボールが折り重なっている。方向もきちんと揃そろっていた。

　彼の手て際ぎわの良さと、見み慣なれた部屋の変へん貌ぼうぶりに美月は驚おどろいた。

「どうしたの？」

　棒立ちしていると、落ち着いた声で光が尋ねた。彼が小さく首を傾かしげる。

　淡あわい栗くり色いろの髪が揺ゆれて、さらり、という音が聞こえたような気がした。美しさと気品を兼かね備そなえた光の周囲の空気は今日もきらきらと輝かがやいている。

（一緒に暮らすんだから、この王子様オーラにも慣なれないとなぁ）

　いつもこうなのだから、光はこれが当然デフオルトだと認めるしかない。

　美月はこほん、と咳せき払ばらいして笑顔を浮かべた。

「夕食ができたから、下りてきて」

「うん、わかった」

　光は微笑んだ。まさに王子様に相応ふさわしい、優しく慈じ愛あいに満ちた微び笑しよう。

　顔合わせで見た一面のほうが噓うそのように思える。

「じゃあまた後で」

　美月は後ろ手に扉を閉め、ふうっと息を吐はいた。

（……本当に我が家の住人になるんだなぁ、三人とも。わかってたことだけど、いざ目まの当たりにすると、そわそわするというか。落ち着かないや）

　気持ちを切り替え、続いて星也の部屋をノックする。

「星也くん、開けてもいい？」

「ど、どうぞ」

　光との一部始終を聞いていたのかもしれない。彼もまた返事は早かった。

　しかし、何な故ぜかその声は不自然にくぐもって聞こえた。

「お邪魔します……」

　扉を開けて、そろそろと顔を覗かせる。

　星也の部屋は光ほど綺麗に片づいてはいなかった。ダンボール箱が二つほど開けっぱなしで、ベッドの布団も梱こん包ぽうが解かれたそのままの状態で放置されている。開封したダンボール箱は畳たたんで一箇か所しよに集められているが、方向も上下もばらばらだ。

（これが普通だよね。光くんが丁てい寧ねいすぎるんだよね）

　納得してから、ふと気づく。星也がいない。視線をさまよわせる。

　それほど広くはない部屋なので、美月は彼をすぐに見つけた。

　壁とベッドの狭せまい隙すき間ま。そこに、布団を頭から被った人がいる。隠かくれようとしても隠れきれず、頭がひょっこり出ているその姿は、言い方は悪いが酷ひどく間ま抜ぬけだった。

　なるほど、この状態で扉越しに返事をしたから声がくぐもっていたわけだ。

「……どうしたの？」

「いや。こんな狭い空間で女子と二人きりなんてホント無理なんで勘かん弁べんしてください」

　毛布の塊かたまりはぺこっと頭を下げた。

「……そっか」

　美月は苦笑した。よほどの用がない限り、この部屋には立ち入らないようにしよう。

「ご飯ができたから、下りてきてね」

「わかった」

　毛布の塊がちょっと動いた。頷うなずいたか身じろぎしたのか、判別が難むずかしい。

「じゃあ後で」

　美月は部屋を出た。扉を閉めて、廊下を歩く。

（うーん、やっぱり対面は怖いんだ。女性は怖いものじゃないってわかってもらうには、どうしたらいいんだろう。やっぱり少しずつ距離を埋うめて、信頼してもらうしかないんだろうな。彼との同居生活はまだ始まったばかりなんだし、焦あせらず気長にいこう）

　女性のせいで恐怖するようになってしまったのなら、治せるのもきっと女性だけだ。そしてできることなら、その役割を果たすのは自分でありたい。

　そんなことを考えながら、美月は階段を下りた。




　翌日の日曜日。美月は机に置いた鏡とにらめっこしながら、自室で寝ね癖ぐせを整えていた。服も既すでに着替えている。同年代の男子が二人もいるのに、パジャマ姿のままでリビングに行くわけにはいかない。寝起きで乱みだれた頭を堂どう々どうと晒さらすのは、もう少し時間が経たってから──それが年頃の少女のささやかな矜きよう持じだ。

　鏡の向こうから見返してくるのは、いたって平へい凡ぼんな顔立ちをした少女。肩にかかる黒髪に、今日もピンク色のリボンを結ぶ。いつもその箇所は後頭部だが、少し雰ふん囲い気きを変えて左サイドにしてみた。

　リボンを結び終えて、鏡の前で笑顔の練習をする。人の警けい戒かい心しんを解くための第一歩は、やはり挨拶と笑顔である。

（今日は三人でお出かけだもの。気合を入れなくっちゃ）

　美月は今日、つぐみから光と星也に近所を案内するよう頼たのまれていた。無む論ろんそれは建たて前まえで、本音は子どもたち同士で親しん睦ぼくを深めてほしいということだろう。その意い図とをすぐに読み取った美月は快こころよくその提てい案あんを引き受けた。星也は渋しぶったが、光の説得でなんとか首を縦に振った。

　連れとなる二人は抜ばつ群ぐんの美少年である。自分が彼らと比べると見み劣おとりするのは重々承知の上だ。それでも、少しでも見み栄ばえが良くなるように眉まゆを整えて、唇に色つきのリップも塗ぬった。

　しかし、二人に道案内するのは構わないが、街中でもしも友達や同級生に出会ってしまったらどうしよう。

　昨日の夜、不安がる美月に対して、光の答えは簡単だった。

「ぼくらが近所に引っ越してきたから、道案内を頼まれたっていうことにすればいいよ」

「でも、それで納得してくれるかな。なんでわざわざ私なのって思われそう。特に光くんのファンに見つかったら……」

「大丈夫。もし何かあったらぼくに言って。その手の問題を解決するのは慣れてるから。入学したばかりの頃、取材とかなんとか言いながら、しつこく星也につきまとってた来くる栖すさんもおとなしくさせたしね」

「…………」

　どうやって、と具体的な手段を聞きたかったのだが、聞いてはいけない空気を読み取り、美月はおとなしく耳を傾かたむけた。

「何があってもぼくが引き受けるから。別に悪いことをしてるわけじゃないし、堂々としてればいいよ」

　美月は自信たっぷりな光の笑顔を信じることにした。それに、せっかく家族になったというのに、この先ずっと一緒に出かけられないというのはなんだか寂さびしい。

（誰に会ったって、道案内してるんですって胸を張ればいいんだよね。事実その通りなんだもの。人の目を気にしてびくびくしてたら、余計に怪あやしいと思われちゃう）

　姿見で最終確認して、よし、と頷うなずいてから部屋を出る。すると廊下で光に会った。

「お、おはよう」

　まだ新しい家族の存在に慣れない。少々上ずった声で美月は挨拶を口にした。

「おはよう」

　彼は緊張することもなく、実に涼すずしげな態度で挨拶を返してきた。今け朝さも爽さわやかな笑顔は健在であり、彼は美月と同様、既に身み支じ度たくを整えている。廊下の窓から差し込む朝あさ陽ひを浴あびて、寝癖一つない髪が金きん糸しのように輝いていた。

　隙がない。まさに完かん璧ぺき。これぞ王子の気品と風格だ。

　顔は星也と瓜うり二ふたつなのに、やはり根本的なところで二人は違うことを思い知らされる。

（……お父さんは寝起きは頭爆発が当たり前、夏場なんて平気でパンツ一丁でうろつくのに。世の中にはこういうきちんとした男の子もいるんだなぁ……。一組には『桐島光親しん衛えい隊たい』なるものが結成されていると聞いたけど、あながち噓じゃないのかも）

「いま起きたところ？」

　雰囲気に吞まれないように気を張って言う。

「うん。星也はまだ寝てるだろうね。低血圧で朝弱いんだ。顔立ちは二人とも母さん似だって言われるんだけど、そういうところは父親似かも」

「……光くんのお父さんって、小学生のときに病気で亡なくなったんだよね」

「うん、九歳のときだよ。そこからはぼくが父親代わりだった。ほら、ぼくの母さんってぽやーっとしてるところがあるでしょう？」

　光はくすっと笑った。

　否定はできなかった。つぐみはしっかりしているようで、たまにとんでもないドジを踏むことがある。我が家で作りたてのシチューを鍋なべごとひっくり返されたときはさすがに肝きもを冷やした。

「ぼくがしっかりしないと駄目だなって思った。父さんから家族のことを託たくされたことが何よりも大きいけどね」

　父親のことを思い出したのか、ふと光の瞳が曇った。

　それをごまかすように背を向けて歩き出す。美月はその後に続き、控ひかえめな声で言った。

「……凄いね。たった九歳で、父親の役割を果たそうとするなんて」

「そうかな。ぼくならできると思ったよ」

　光は階段を下り始めた。動きに合わせて、星也と同じ色の髪が小さく揺れる。

　穏おだやかな声で、光は続けた。

「自慢するつもりはないんだけど、大抵のことはやればできるし、父さんもそういう素質を見抜いてたからぼくに頼んだんだろう。実際にこれまでは家族三人でうまくやってきたつもりだよ」

　暗に、美月たち新しい家族など必要ないと言いたいのだろうか。

　顔合わせのときも、彼は結婚には反対だったと言っていた。

　返す言葉に迷う。

　すると、美月の心境を察したように、光が言った。

「だからって、別に新しい家族の存在を否定するつもりはないよ。問題がなければそれでいいんだ。母さんや星也が幸せであれば、何も言うことなんてないからね。君には期待してる部分もあるし」

「期待？」

「うん」

　と、光は階段を下りきったところで足を止め、振り返った。

「星也の女性恐怖症を治す手伝いをしてくれるんでしょう？」

　試ためすような、悪戯いたずらっぽい眼差し。見たことのない表情だった。

「……うん。まだ具体的にどうすればいいのかはわからないけど、でも、頑張る。約束する」

「うん」

　光は楽しそうに笑い、美月も笑い返した。

（ちょっとだけ警けい戒かいが解とけて、近づけた……かな？）

　再び歩き始めた彼の雰ふん囲い気きは、さっきより柔らかくなったように感じた。

　リビングに入ると、エプロン姿のつぐみがテーブルに料理を運んでいた。父の姿はない。もう出かけたのだろう。

「おはよう美月ちゃん、光。ちょうど良かった、そろそろ起こそうと思ってたところだったの」

「おはようございます。何か手伝いましょうか？」

「ううん、大丈夫。後はお味み噌そ汁しるをよそうだけだから。星也はどうしようかしら。まだ寝てるわよね。休日はこれ幸さいわいと惰だ眠みんを貪むさぼる子だし……」

　つぐみは頰に手を添え、小さく首を傾かしげた。視線は美月に固定されている。

「……あの、私が起こしてくるべきなんでしょうか？」

　空気を読んで尋ねる。つぐみは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「そうしてもらえる？」

「でも、彼は女性恐きよう怖ふ症しようですし……つぐみさんか、光くんが行ったほうがいいのでは？　私じゃ部屋に入れません」

　つぐみは母親だからか、星也も普通に会話している。親子が触れあうところはまだ見たことはないが、恐らくは触れられても平気なのではないだろうか。

「大丈夫大丈夫、遠えん慮りよしないで入ってちょうだい。驚いてベッドから転がり落ちても気にしなくていいわよ。あの子の寝顔はねぇ、無む防ぼう備びで可か愛わいいのよ？」

　笑んだままの言葉に、美月はぴくりと肩を揺ゆらした。

（え？　なんでそんなことを私に言うの？）

　嫌な予感に、つうっと汗が頰を滑すべり落ちる。

「女の子を前にすると親の仇かたきみたいな顔しか作れなくなっちゃうあの子も、寝顔は至って素直なのよ？　好きな人の寝顔が見られる機会なんてそうそうないんじゃないかしら。これぞ同居の醍だい醐ご味み、役得ってやつよね──」

「ちょっと待ってくださいいいい!?」

　美月は大おお慌あわてで制止した。自分が何を言ったかわかっていないのか、つぐみはきょとんとしている。

（いま『好きな人の寝顔』って言ったよね!?　なんで知って……あっ、わかった、お父さんだな!?　双ふた子ごと家族になるかもって言われた日、パニックになって、勢いで私が星也くんに告白したって暴ばく露ろしたから！　お父さんの馬ば鹿かぁぁぁ!!）

「違います違いますっ！　私はただの妹ですから！　星也くんにもそう言ってますから！」

　両手を振り、懸けん命めいに否定する。

　いま光はどんな表情をしているのだろう。女性恐怖症を治す手伝いをすると約束し、笑い合ったばかりでこれはない。

　星也に恋愛感情を抱いだいているなどとばれたら、一方的な好意を抱いて暴走した女子と同一視されてしまうかもしれない。少しだけ縮ちぢまったと思えた距離が一瞬でゼロになってしまう。いや、それよりも酷ひどい。ゼロどころかマイナスだ。恐ろしくて彼がいる方向を見ることができなかった。

「そんなに慌てなくても、星也に告白したんでしょ？　知ってるよ」

「え」

　落ち着いた声に、美月は動きを止めた。

　ゆっくりと首を巡めぐらせて、そちらを見る。

　光はテーブルのコップにお茶を注そそぎながら、平然とした様子で言った。

「で、ふられたんでしょう？　全部知ってる。あの日、帰ってきたときになーんか様子がおかしかったから、全部吐はかせた」

「……なんで」

「やだなぁ、星也がぼくに隠し事なんてできるわけないでしょう？」

　光はやかんをテーブルに置いて、にこやかに言った。一いつ片ぺんの曇くもりもない、爽さわやかな笑顔。

「……。えと……じゃあ……」

「お互いのために告白はなかったことにして、妹として振る舞うんでしょう？　いい心がけだと思うよ。是非そのままでいてね？」

　笑顔の光からは、その誓ちかいを破ったらタダじゃおかないというプレッシャーをひしひしと感じた。

「う、うん。心配しないでください」

　思わず敬語で答えてから、美月はつぐみに向き直った。

「そういうわけなので、私はただの妹です」

　きっぱりと告げる。

「あら、そうなの？　残念ねぇ」

　残念とはどういう意味なのだろうか。美月は苦笑いした。

「ええっと……話が逸それてしまいましたが、星也くんを起こすのは、やっぱり無理です。起きたときに私がいたら驚おどろいて、怖がっちゃうと思うので」

（……本当は『可愛い寝顔』に物凄く興味があるんだけど……）

　心の中で呟つぶやく。

　それに昨日、美月が夕食だと部屋まで呼びに行ったときも、彼は毛布を被っていた。彼の負ふ担たんになるようなことはしたくない。

「じゃあぼくが起こしに行ってくるよ」

「うん。お願いします」

　リビングから出て行った光を見送って、美月はテーブルについた。話している間につぐみは朝食の準備をすっかり終えてしまっていた。もう手伝うことは何もない。

（それにしても、まさか家族全員に告白したことがばれてるとは……うう。恥はずかしい。穴があったら入りたいよお）

　美月は赤く染まった顔を覆おおったのだった。




　家を出てからというもの、行く先々で二人は注目の的だった。特に女性はきゃあきゃあと騒さわぎ、中には一緒に写真を撮とってほしいとせがむ勇者もいた。凶悪な視線で追い払う星也に対し、光は笑顔で応じていた。女性が群むらがるのは慣なれっこらしい。

「……二人ともこのままモデルになれるよね。歩いててスカウトとかされない？」

　コンビニの駐車場で行われたささやかな写真撮影会から戻ってきた光に、美月は真顔で質問した。自分が芸能事務所に所属していたら、まず間違いなく声をかけるだろう。二人には凡ぼん人じんにはない華はながあった。ただそこにいるだけで空気を変えてしまう。特に光のオーラは凄すごい。

「五回くらいあったかな」

　光は誇ほこるでも自じ慢まんするでもなく、さらっと返答した。今日の天気は晴れだ、というくらいの気軽さだった。

「だよねぇ……」

　細道を抜けて大きな通りへと出る。幅はばの広い道路は車の通行量もそれなりに多い。歩道はきちんとタイルで舗ほ装そうされていて、街路樹も綺麗に手入れされていた。

　光は大通りに出るや否いなや、車道側──美月の右側に移動した。気を遣わせないようにだろう、あくまでさりげなく。

（紳しん士しだなぁ……）

　こんなふうにリードされて喜ばない女子はいないだろう。たとえ猫を被っているが故ゆえの偽いつわりの優やさしさだとしても、優しくされている事実には変わりない。

　ちなみに星也は二人のだいぶ後ろにいる。並んで歩くなんて女性恐怖症の彼には無理だ。

　しばらく光と談笑しながら歩き、繁華街を抜けると駅前の交差点に出た。正面は主に待ち合わせ場所として使われる時計台。その奥には駅があり、左手には郵便局、右手には多数の専門店が入ったショッピングセンターがある。コンビニも視界内に二軒けんあった。

　とりあえずの目的地として定めていた場所に到着して、美月は足を止めた。

「どこか行きたいところはある？　ショッピングが嫌ならこのまま帰ってもいいし、何か飲むなら喫きつ茶さ店てんに行こう」

「喉のど渇かわいたから喫茶店がいい」

　と、星也が言った。ここまで色んな場所を案内してきたのでそれなりに歩いている。美月も喉が渇いていた。

「了解。じゃあこっち」

　美月たちは繁華街に戻って五分ほど歩き、喫茶店に入った。さすがに休日だけあってほとんど満席だった。客層はやはり若者が多い。とても賑にぎやかで、カウンターにも数人が並んでいる。

「座れないかなぁ……テイクアウトして外で飲もうか」

「そうだね。星也は何飲む？」

「アイスコーヒーでいいよ」

　星也の答えに、光は苦笑した。

「そんな格好つけなくても。いつもみたいにフラペチーノにすれば？　期間限定のチョコレートもあるよ？」

「ちょ、おま──」

「うん、星也くんって甘いの好きでしょ？　昼休憩のときにアイスココア飲んでたよね？」

「…………」

　指摘すると、何故か星也は渋面を作った。ぽん、と光が慰なぐさめるように星也の肩を叩たたく。その仕し草ぐさで美月もぴんときた。

「ひょっとして甘いもの好きな男子は格好悪いとか思ってる？　そんなことないよ。私も甘いもの好きだから、苦手っていう人よりスイーツ男子のほうが嬉しいな。気き兼がねなく一緒にケーキ屋さんにもいけるし、バレンタインデーのチョコだって作り甲が斐いがあるじゃない。嫌いよりも好きなほうが絶対いいよ」

　両手を胸の前で合わせ、ね？　と首を傾げる。すると、星也は「チョコレートフラペチーノ」と小さな声で言った。

「うん。サイズは？」

「Ｍでいい」

「私もＭでキャラメルマキアートにしようっと。光くんは？」

　鞄かばんから財布を取り出す。美月は父から十分なお小遣いをもらっているし、無む駄だ遣づかいも極力しないので、珈琲コーヒー代くらいは余裕だった。

「いいよ、お金は母さんにもらってるから。買ってくるから待ってて」

「えっ……あ」

　引き止める暇もなく、光はカウンターへ行ってしまった。彼は万事にスマートだ。財布を鞄にしまい、邪魔にならないよう入り口に戻ろうとすると。

「ここ空きますから、座りますか？」

　後ろから声がかかった。自分のことかと振り返ったが、違った。テーブル席にいた女性が見ているのは、美月の後方にいた星也だった。女子大生らしきグループの四人組で、声をかけた女性は頰がほんのりと朱しゆに染まっていた。見み目め麗うるわしい星也に一ひと目め惚ぼれしたのかもしれない。

「え？」

　ぼうっとカウンターのメニューを見上げていた星也は視線を引き戻した。外ということもあり、多少は緊張していたのかもしれない。彼は入学したばかりの頃と同様に、女性を凄すごい顔で睨にらみつけた。敵意に満ちた、悪鬼のような形ぎよう相そうに、女性の顔が青ざめる。

「よ、余計なお世話でしたね……」

「いえっ違うんですっ。ありがとうございます、助かります！」

　美月は慌てて星也の前に割り込み、フォローに入った。女性たちは「いえ」と顔を引き攣つらせ、立ち上がった。蜘く蛛もの子を散らしたように逃げていく。よほど星也の顔が怖かったらしい。

「…………」

　星也は無言で椅い子すを引いて、空いたテーブル席に座った。後ろの席に座っているのが男性客だからその椅子を選んだのだろう。

　彼は座るなり両手で顔を覆おおった。「やっちまった……」といわんばかりに、どんよりと重い空気が彼の周囲に漂っている。

（ひょっとして女性に冷たくするたびに、こんなふうに人知れず落ち込んできたのかな……）

　その可能性は大いにありえた。何かトラブルがあるたびに部屋の隅っこで体育座りをしている姿が容よう易いに想像できる。

「星也くん、元気出して？」

　美月は彼の斜め前に座り、声をかけた。

「なんでおれはこうなんだろう……」

　彼は深く果てしなく反省している。「え？」という問いも悪意はなく、「おれのことですか？」という確認のつもりだったのだろう。その聞き返しは決しておかしくはないが、いかんせん、浮かべた表情が極ごく悪あくすぎた。

「相手が男だったら普通にありがとうって言えたのに、なんで女なんだ……」

　星也はくぐもった声で呻いた。さっきからちらちらと熱視線を送っていた周りの女性たちが心配そうな顔をしている。美月が泣かせたと勘かん違ちがいされているようだ。

「女性だからこそ声をかけたんだと思いますが」

　あんた何したのよという恨みのこもった視線の集中砲ほう火かを浴びながら、美月は呟つぶやいた。

「え？」

　星也は手を離して顔を上げた。途と端たんにばっと女性たちの視線が散った。

「ううん。とにかく、そんなに落ち込まないで。大丈夫。これからだよ、これから。きっといつか普通に話せるようになるよ」

　星也が沈しずんだ顔で頷いたときだった。

「ねえ君きみぃ。お姉さんたちと一緒に写真撮ってくれないかなぁ？」

　普段より一オクターブ跳ね上げていると推すい測そくできるほど、妙みように高くて甘ったるい声がかけられた。星也の斜め後ろに立ち、声をかけたのは二は十た歳ち前後の女性二人組だった。

　髪を巻いた厚化粧の女性たちだ。手前に立っている女性は長く伸ばした爪つめに白と黒のネイルアートを施ほどこしていて、大きなスマホを握っていた。スワロフスキーだろうか、派手にデコレーションされたスマホケースは『きらきら』というより『ぎらぎら』に輝いている。

「え？　お、おれ？」

　星也の声はどもっていた。いつも女性とあれば睨みつける彼だが、不意打ちで心の準備もできなかったらしく、えらく気弱な顔をしている。

（やばい）

　美月は急いで立ち上がった。早く女性を止めなければいけない。

「あの、すみませんけど──」

「やだなぁ、君以外の誰だっていうのよぉ」

　美月の声を無視して、後ろに立っていたセミロングの女性が、ぽんっと星也の肩を叩いて微笑んだ。

　それが、引き金になった。

「──っ!!」

　星也は声なき悲鳴をあげ、女性の手から逃のがれるように、思いっきり身体を横に引いた。

　彼は隣にあった椅子を巻き込んで転がり落ちた。明るい音楽が流れる店内にがたーん！　と二つの椅子が倒れる音が響く。

　星也は床にしりもちをついて、涙目になって震えている。

　全身に鳥肌が立ち、顔がん面めんも蒼そう白はくだ。

「ひ、……」

　震える唇から引き攣ったような声が漏れた。呼吸が乱れ、胸が大きく上下している。

　その瞳を覆うのは、純然たる恐怖の色。

「ちょ、な、なんなのよ？」

　突然の事態に店内の客たちがざわめき、女性は困こん惑わくしている。

「星也くんっ、大丈──」

　美月が傍に行って、声をかけようとした瞬間だった。

　パニックに陥おちいった彼には美月すら恐怖の対象となってしまったらしく、星也は美月から逃れるように立ち上がった。勢いあまってテーブルにぶつかるのも構わず、全速力で通路を疾走し、脇目も振らずに店の外へと逃げていく。

「あっちょっと、お客様!?　どうされたんです!?」

「すみませんっ、なんでもないんです！　気にしないでください!!」

　美月は店員にそう言って、急いで彼の後を追った。




（どこに行っちゃったんだろう……）

　電話で事情を説明し、美月は光と手分けして星也を捜していた。商店街の端から端まで行って、近くの店も片かたっ端ぱしから覗いた。色んな場所を走り回ったおかげで息は完全に上がっている。元々美月はそんなに体力のあるほうではなかった。

　前屈みになって膝ひざに左手を乗せ、息を整えることに苦心する。右手にはスマホを握っていた。電話をかけても星也は出ない。

　恥ずかしくて出られないのならいい。だが、まだパニックに陥ったまま、どこかで泣いているのではないかと思うと、気が気ではなかった。

　商店街のど真ん中でへばっている美月を見て、通行人が怪け訝げんそうな顔をしている。

（休んでる場合じゃないっ）

　美月はぱちんと頰を打ち、再び走り出した。このあたりで落ち着ける場所といったらどこだろう。まだ捜していない場所はどこだ？

（星也くん、星也くん、いなくなったりしないで。私はあなたを怯えさせるつもりなんてない。安心させてあげたかったのに、私は間違った。近づいちゃ駄目だったんだ）

　彼を決けつ壊かいさせたのは女性ではなく、自分だ。怯えている彼に不用意に近づいて、その恐怖を決定的なものにした。助けるつもりで追い詰めた。

「──っ!?」

　岐き路ろを左に向かって走ろうとしていた美月は急停止した。

　視界の端に映った公園の広場に、見過ごしてはならないものがあったような気がした。身体ごとそちらを向いて、目を凝こらす。

　商店街から一本外れたところにあるこの公園は、茶ちや碗わんをひっくり返したような遊具があることから『茶碗公園』という愛あい称しようで呼ばれていた。休日の茶碗公園は家族連れで賑わい、子どもたちの笑い声に包まれている。

　楽しそうな光景の中で、一人だけ浮いている少年がいた。

　公園の外れにあるベンチで、彼は深く俯いていた。

「星也くん!!」

　美月は公園の入り口まで回り込み、一直線にそちらへと向かった。強こわ面もての男性とぶつかって「すみません！」と謝り、小さな子どもの集団は迂う回かいして避さけ、談笑している女性たちの間を「ごめんなさい！」と通り抜ける。

「星也くん!!」

　リボンと髪を風になびかせて、名前を叫びながら駆かけ寄る。

　息を切らして自分の前に立つ美月を、星也は驚いたような顔をして見た。

　その目は赤く、まだ少し潤うるんでいた。こんなにも楽しそうな笑い声が響く公園で、彼は恐怖に囚とらわれ、独りで泣いていたのだろうか。申し訳なさと罪悪感でいっぱいだった。

「よ、良かった、見つかって」

　肩で息をしながら言う。星也は俯いてしまったが、とにかく見つけられたことが嬉しくて、美月は笑った。額にびっしりと浮いた汗を拭う。

「それに、安心した。思ってたより、落ち着いてるみたいで。光くんも、心配してたよ。まだ捜し回ってるはずだから、大丈夫だって、連絡してあげて」

「……さっきしたよ。もうすぐ来る」

「あ、そうなんだ」

　美月からの電話を受け取ってくれなかったのは、電話越しにでも女子と話すのが辛つらかったからだろうか。メールにすれば良かったかもしれない。焦るばかりで、そこまで気が回らなかった。

「本当に大丈夫？　気分が悪いとか、ない？」

　問いかけに、星也は何も言わなかった。貝のように黙だまり込んでしまっている。

「……あの、さっきはごめんね。安心してもらうつもりが、私の行動は逆効果だった。女の人が怖いっていうのに、私が近づいちゃ駄目だったよね。反省してます。ごめんなさい」

　頭を下げると、頭上から声が降ってきた。

「……お前のせいじゃないよ。こっちこそ驚かせてごめん。頭では悪意なんてないってわかってるのに、どうしても身体がついていかない……あんまり情なさけなくて連絡できなかった。迷惑かけてばっかりだな、おれ」

　星也は消しよう沈ちんした声で言った。

「そんなことないよ。星也くんは全然悪くない。次からは私ももっと気をつける。女の人が近づいてきたら、私がきちんと止めるから」

　女性が近づいてきた時点で、事情を知っている美月は身体を張ってでも止めるべきだった。女性恐怖症がそう簡単に治るものではないなら、いま星也のために、自分にできることはそれくらいしかない。だったらできることを精いっぱいするべきだった。

「それに、迷惑なんかじゃないよ。たとえば星也くんは、光くんがこんなふうに、突然店から飛び出していっちゃったら、迷惑だと思う？　大丈夫かな、いまどうしてるかなって、心配するだけじゃないかな？　少なくとも私はそうだった。星也くんが見つかって良かったって、心から思った。それだけだったよ」

　項垂れたまま、口元を引き結んでいる星也の姿が堪たまらなくて、美月は言葉を重ねた。

「情けなくなんてないよ。いまの星也くんを情けないなんて言う人がいたら、私が怒る。だって、私はちゃんと知ってるもの。目を合わせるだけでも大変なのに、最近は三秒も目を合わせてくれるようになったし、他の女の子にも挨拶を返すようになったでしょう？　同じクラスになったときは、ただ睨みつけることしかできなかったのに。これって、凄い進歩だよ。星也くんは頑張ってるよ！」

　自じ己こ嫌けん悪おしている彼に、どうにか元気を取り戻してほしかった。いつもみたいに睨んでくれても構わない。悲しい顔なんて見たくなかった。俯いている彼を見ていると、胸がぎゅーっと締めつけられて、もどかしくて、切なかった。

（お願い、顔を上げて）

　美月は俯いている彼と目線を合わせるべく、彼の前に屈んで、自分の膝に手を置いた。

「？」

　星也が怪訝そうな顔をして、やっと美月を見た。

「焦らなくても大丈夫だよ。これからちょっとずつ、ゆっくり治していこう。大切なのは星也くんが変わろうと思う気持ち、行動しようとする前向きな努力だよ」

　美月は星也と目を合わせて、語りかけた。なるべく柔らかい口調で、彼の心に届くように祈りながら。

　耐たえ切れなくなったらしく話の途中で目を逸らしてしまった星也に、美月は微笑んだ。

「無理しなくていいんだよ。焦る必要なんてない。まだまだこれからだし。私は星也くんを応援してる。光くんだってつぐみさんだって、お父さんだってきっと同じ気持ちだよ。みんなが星也くんの味方だから」

　美月はすっくと立ち上がった。

　大きな動きをしたことで、狙ねらい通りに再び、星也の視線が美月に戻った。

　美月は晴れ渡った空の下、満面の笑みを浮かべて、両手を大きく横に広げて、力いっぱい言った。

「大丈夫！　世界中が星也くんの味方だよ！」

「…………」

　星也は呆あつ気けに取られた顔をした。

　美月もこの言い分は大げさだとはわかっている。道化としか映らない、とも。

（でも、ちょっとでも星也くんの気持ちが晴れるんなら、道化にだってなんだってなるよ）

　周りがどう思おうと知ったことではない。大事なのは星也が元気を取り戻してくれること、それだけなのだ。

　自信たっぷりに言い切って両手を広げた美月を、星也はしばらく呆ほうけたように見ていたが、やがて、笑った。

「世界中って、スケールでかすぎだろ」
















（笑った！）

　彼が笑うところは何度も見たことがあるが、美月に対してこんなにも自然に笑ったのは初めてだった。

　自分が彼を笑わせたのだと思うと、感動で胸の奥がじんと熱くなった。

　だが、星也もすぐに相手が女子だと思い出したのか、笑顔を浮かべていたはずの表情はすぐにいつもの仏頂面へと変わってしまった。

「気持ちだけ受け取っとく。──ありがと」

　星也は目を逸らして、ぶっきらぼうな調子でそう言った。

　ありがとう。

　保健室で聞き損そこねた言葉をきちんと聞くことができて、飛び上がりたいくらいに嬉しかった。

　感動に浸ひたっていると、星也が不意にこちらを向いた。

「リボン、ほどけてるぞ」

「あ、うん」

　わかってはいたのだが結び直す余裕がなかった。

　星也の前に立ったまま、俯き加減にリボンを結い直していると、星也が不意にあらぬ方向を見た。

「あれ、光？　いつからそこに？」

　星也の視線を追って斜め後ろを振り返ってみれば、光が立っていた。

（どうしたんだろう？）

　光は驚いたような、当とう惑わくしたような、そんな複雑な表情で美月を見ていた。

　だが、目が合うと光はいつもの微笑を浮かべ、まず最初に星也に声をかけた。

「星也、大丈夫？」

「うん。心配かけてごめん」

「いや、無事ならいいんだ。美月ちゃんも、星也を捜してくれてありがとう」

　光は軽く頭を下げた。その態度は兄というより、子どもの不始末を詫わびる父親のようだった。

（……本当に、光くんは『保護者』なんだな）

　注文していた品を取りに行くと言って、喫茶店へと引き返していく光の背中を見て、美月は改めて思った。




　五日後の登校日は朝から雨だった。

　星ほしノの宮みや高校では、特進クラスの一組の生徒たちは部活に入れないが、その他の普通クラスの生徒たちは部活に入るも入らないも自由という方針だ。美月も星也も部活には入っていないため、帰りのＨＲホームルームの長さ次第ではあるが、光と帰る時間帯が重なることもある。

　今日はその偶然が起きた。

「あれ」

　静かな住宅街を歩いていると、寂さびれた小さな公園の中でうずくまっている人物を見つけた。ところどころ破は損そんしたフェンスを隔へだてた外側、道路にいる美月に向かって開かれた傘かさには見覚えがある。今朝、光の手の中にあったものと同じワンポイントが入った、紺色の傘。星也は色違いのブラックを持っていた。

　傘の範囲外から見えるのは、同じ星ノ宮高校の男子生徒用のスラックス。上半身が傘ですっぽり隠れてしまっているため、顔が確認できない。人違いだったら恥ずかしいな。そう思いながら、美月は遠えん慮りよがちに声をかけた。

「光……くん？」

　声をかけると、その人物は傘ごとこちらを振り返った。想像通りの綺麗な顔がそこにあった。

（珍めずらしいな、彼が一人で帰ってるなんて）

　光は大抵、星也と一緒に帰っている。そもそも彼が弟思いだと広く知れ渡った理由は、放課後に『一緒に帰ろう』ときらきらとした笑顔で弟を誘さそう姿を何度も目撃されているからだ。とにかく光は弟といたがる。月曜日だけ特進クラスは普通クラスよりも一時間授業数が多い七時間授業なので、「星也と一緒に帰れない」と嘆なげくほどだった。

「何してるの？　光くん」

「来たらわかるよ」

　美月はその声に従って、公園の入り口から中へと入った。遊具はそれほど多くはない。動物を模もした乗り物と、砂場と、二つ並んだブランコと、ジャングルジム。

　ろくに手入れもされていないため、公園の敷地内には雑草が伸びていた。茎くきの長い花か壇だんの花は雨に打たれて倒れてしまっている。

「え、それ、もしかして」

　光の足元には、濡ぬれて少々形が歪んだダンボール箱があった。

　ダンボール箱の側面には油性マジックで『拾ってください』という文字が書かれていて、中からは動物の鳴き声が聞こえていた。

　庇ひ護ご欲よくを搔きたてるような、弱々しい、ミーという鳴き声。

　立ち上がり、一歩横に退けた光の隣から、屈んで中を覗き込む。

「わあ」

　そこにいたのは瘦やせた黒い子猫だった。大きさからして生後一カ月くらいだろうか。

　子猫の足元には白いタオルが敷しかれていた。子猫が嚙んだらしく、端っこはぼろぼろになっている。

「可愛い……けど、濡れてるね。いつから置き去りにされてたのかな」

　美月は顔を曇らせた。

　水を含んで歪んだダンボール箱の状態からして、長時間雨に晒されてきたのだろう。

　このままでは子猫が風か邪ぜを引いてしまう。

　美月は急いで鞄を開き、ミニタオルを取り出した。雨に備えて持っていたものだ。

　ミニタオルで身体を包もうとすると、子猫は怯えたように端っこに逃げた。雨に濡れて身体が冷えているせいなのか、それとも人間が恐ろしいのか、その身体は震えている。

　子猫は身を屈めた。警戒するように、上目遣いでじぃっと見つめてくる。

（人間不信になっちゃったのかも……そりゃそうだよね。こんな雨の中に置き去りにされたら、恨むよね。寂しかっただろうなぁ）

「ほら、逃げないで。拭ふかないと風邪引いちゃうよ？」

　美月は小さく唇を嚙んでから、有無を言わさず子猫の身体をミニタオルで包んだ。暴れる子猫を押さえつけて、瘦せ細ったその身体を拭く。

　嫌われても爪で引っかかれても、子猫の命を守らなければいけない。子猫は風邪が原因で死ぬことだってあるのだから。

「よし。こんなものかな」

　一通り拭き終えて満足し、汚よごれたミニタオルを丸めて鞄の中に押し込む。

「美月ちゃんは優しいんだね。猫、好きなの？」

　一連の様子を無言で眺めていた光が、屈んで聞いてきた。

「うん。犬も猫も好きだよ。この子、家で飼かえないかな？　つぐみさんは動物嫌い？」

「好きだけど……飼うっていうのは無理かな。星也が喘ぜん息そく持ちなんだ」

「え」

　光は目を細め、毛づくろいをしている子猫を見つめた。

「小さい頃は発ほつ作さが酷くてさ。夜中に咳せきが止まらなくなって、タクシーで近くの病院まで付き添ったこともあるよ。そのときのことはよく覚えてる。本当に苦しそうで、代われるものなら代わってやりたかった」

　光が手を伸ばすと、子猫は逃げた。光は苦笑して、その手をダンボール箱の縁ふちにかけた。

「大きくなって少しは症状も治まったみたいで、近所のおじさんが飼ってた犬も触らせてもらってたけど。やっぱり心配だし、飼うっていうのは難しい。母さんもきっとそう言うと思う」

「そっか……」

　美月はもう一度子猫を見た。

　残念だが我が家で飼うことはできないらしい。飼ってあげたい気持ちは大きいが、星也の体調が悪くなるのは見たくない。

（ごめんね、猫ちゃん）

　美月は端っこで鳴き続けている子猫に謝ってから、気持ちを切り替えた。

「とりあえず一時的にでも預からない？　このままじゃこの子、風邪を引いて死んじゃうよ。里親も探してあげたいし……」

　窺うかがうように尋ねると、光は頷いた。

「そうだね。じゃあぼくがダンボール箱ごと持っていくから、美月ちゃんは傘を差してくれる？」

「それって」

「相あい合あい傘がさだね」

　事もなげに光は言って微笑んだ。

「光くんがダンボール箱を持ってくれるなら、鞄は私が持つよ。貸して」

「いいよ、重いし」

「大丈夫大丈夫。家もすぐそこだし。光くんは猫ちゃんのことだけ考えてて」

「……じゃあ」

　美月は光の鞄を受け取ってから、自分よりも大きな光の傘を持ち、彼のほうへ傾かたむけた。光は子猫がこれ以上濡れないように、敷いてあったタオルを取り上げて蓋ふた代わりにした。

「行こうか」

「うん」

　雨の中、肩を並べて歩く。『光の君』と相合傘をしているこの状況を同じ高校の生徒に目撃されたら──特にユカに見られたら──噂は光速で駆け抜けるのだろう。
















　光は大事にダンボール箱を抱だきかかえているが、それでも歩く振動が不安にさせてしまうらしく、子猫は小さな鳴き声をあげた。ごそごそと歩き回っている音が聞こえる。

　前方に水みず溜たまりがあったが、美月はそのまま足を踏み出した。大おお股またで回避することもできたのだが、そうすると光が傘の範囲内から外れてしまいかねない。

「美月ちゃん、左肩、濡れてるよ。そんなにぼくのほうに傘を向けなくてもいいよ」

「いいのいいの、これくらい平気。傘の持ち手は私なんだから、ちゃんと光くんと猫ちゃんを雨から守ってみせるよ。完全には無理だけどさ」

「…………」

　光は無言でじっと美月を見つめた。ただ観察するような、そんな目だった。

　美月が首を傾げると、光は「なんでもない」と首を振った。

（なんだろう？）

　その後は、他た愛あいもない話をして、家に帰った。




　先に帰宅していた星也は光が持ち帰った子猫を見るなり、目を輝かせた。急いで自室に戻って愛用している眼鏡をかけ、改めて子猫を見て破は顔がんする。動物好きというのは本当らしく、彼は酷い雨も気にせず、子猫用のミルクを買ってきた。

　星也は誰よりも張り切って世話を焼き、暇があればリビングに置いたダンボール箱の傍にいた。

「あんまり近づくとまた喘息が出るかもよ？」

「大丈夫。触った後は手ぇ洗ってるし、いまのところは平気だし」

　つぐみの心配をよそに、星也は子猫に夢中だった。喘息持ちだという自覚はあるらしく、あまり触ろうとはしないが、ソファに座ってテレビを見るふりをしながらも、ちらちらとダンボール箱の中に視線を投げている。彼の頰は終始緩ゆるみっぱなしだった。なんだかとても幸せそうだ。

（可愛い……）

　美月は微笑ましい気持ちでその様子を見ていた。彼にはこんな無む邪じや気きな一面もあったらしい。女子に対しては敵意を剝き出して睨みつけてくる──女性恐怖症のせいでそうとしか見えない──普段の彼からは想像がつかない。

「あ、クロちゃん寝た」

　夜の十時過ぎ。

　ダンボール箱を覗き込んで、星也が呟いた。

　知らない間に勝手に名前までつけていたらしい。彼が『ちゃん』付けしているのがおかしくて、美月は口元を覆い、笑いそうになるのを必死で堪こらえた。

（可愛い！　ほんとこの人可愛い！）

　ソファに突っ伏してばんばんと叩きたくなった。

　女子にはガンを飛ばして怯えさせている星也が、子猫にめろめろだ。クールで硬こう派はだと勘違いしている女子にいまの姿を見せてやりたかった。きっとギャップ萌もえする女子が続出することだろう。

「残念だけど星也、クロちゃんとは明日でお別れだよ。引き取ってくれる子を見つけた。放課後に近所まで来てくれるってさ」

　同じくソファに座って、誰かとメールでやり取りをしていた光が顔を上げて言った。

　たちまち、星也の表情が曇った。

「……そっか。仕方ないよな」

　星也は寂しそうに肩を落とし、再び子猫を見た。

　子猫は星也が差し入れた新しいタオルの上で丸まっている。

「うん。喘息の発作が出たら大変だしね。クロちゃんも仲間がいるほうが嬉しいでしょう。その子、二匹も飼ってるらしいから」

「うん……」

　光の言葉に頷いたものの、星也はずっと名残なごり惜おしそうな顔で子猫を見ていた。




　深夜一時。

　喉の渇きを覚えて、美月は音を立てないように階段を下りた。

　皆が寝静まった廊下を歩き、キッチンへ向かう。

　リビングの入り口に差しかかり、そこで気づいた。灯りを落とした部屋の中に誰かがいる。雨は止やんだらしく、カーテンの縁から細く差し込む外の光を浴びて、うっすらと人影の輪りん郭かくが浮かび上がっていた。

　そして、小さな小さな声が聞こえた。

「クロちゃんは可愛いですにゃー。将来はきっと美人猫になるにゃー」

「っ!!」

　美月は堪えきれずに、盛大に噴き出した。この声の主が誰かなんて考えるまでもない。

（も、萌え死ぬっ……!!）

　深夜に喉が渇いて良かった。我が慢まんせずに下りてきて大正解だった。まさかこんな素晴らしい場面に遭そう遇ぐうしようとは。

「!?　誰!?」

　慌てたような声が聞こえて、美月ははっと口元を押さえた。しかし後の祭りである。

「……あー、ごめんなさい、笑うつもりじゃ」

　暗くら闇やみの中、ダンボール箱の近くに行って謝罪する。

「げ、お前か……」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな声が聞こえた。

　暗すぎて表情は見えないが、きっと顔をしかめていることだろう。

「なんでここにいるんだよ」

「喉が渇いたから水でも飲もうと思って。星也くんは──」

「うるせえ黙だまれ。お前は何も見てない、了解？」

　言葉を遮さえぎりドスの利きいた声が脅きよう迫はくしてきた。よっぽど恥ずかしかったらしい。

「……了解です」

「それでいい」

　人影は大きく頷いた。

「可愛かったのに……」

「うるさいっ」

　嚙みつくような言い方をしてから、人影が立ち上がった。逃げるようにリビングを出て行ってしまう。

（もう本当に、星也くんってば可愛いなぁ……ああ、ダメダメ、私は妹なんだから！）

　自分を戒いましめつつ、美月はキッチンへと向かったのだった。
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　ゴールデンウィークが終わり、一週間が経たとうとしていた頃。

「相あい沢ざわさん」

　放課後、帰るべく廊ろう下かを歩いていた美み月つきに声をかけてきたのは、三み上かみひなのたち三人グループだった。

　美月の正面に立つひなのは、明らかに怒おこったような顔をしている。

　物もの凄すごく嫌いやな予感がして、美月はショルダーバッグの紐ひもをぎゅっと握にぎった。

（私、彼女たちに何かしたかな？　星せい也やくんへの告白を妨ぼう害がいしたこと？　でも、いまさら？　どうして？）

　今日一日あった出来事を思い浮かべてみる。授業中は特に何もした覚えはない。数学の授業で当てられて答えられず、「ちゃんと復習しておくように」と担当教師から言われたが、これは全く関係ないだろう。だとすれば休きゆう憩けい時間中か。休憩時間中……

（あ）

　二時間目と三時間目の間に、美月はトイレに行った。

　その帰り道、移動教室から戻ってきたらしい光と廊下で目が合って、微笑ほほえみかけられた。

（……これかな？）

　あのとき咲さき子こが廊下にいたような気もする。咲子がそのことを二人にも伝えたのだろう。

（でも、あれだけで？　会話もしてないのに？　光くんは愛あい想そが良いから、私だけじゃなくて他の子にも目が合ったら笑いかけるのに。やっぱり私、彼女たちに相当恨うらまれてたんだ）

　じっとりとした汗あせが背中を濡ぬらした。

「話があるの。ついてきて」

　こういうとき、ひなのと同様に勝気で、物もの怖おじしない理り子こがいれば話は早かったのだが、彼女は部活動──華か道どう部ぶなのだ──に行っている。

　美月が一人だからこそ、ひなのも声をかけてきたのだろう。

「な、何？　話ならここで……」

「いいから来いって言ってるの」

　有う無むを言わせない口ぶりで言って、彼女たちは歩き出した。洋よう子こがちらりとこちらを振り返る。それでも動かずにいると、彼女は眉まゆをつり上げた。

（……ついていかないと、後々余計に厄やつ介かいなことになりそう……）

　覚かく悟ごを決めて、美月は彼女たちについていった。

　彼女たちが向かったのは人ひと気けのない校舎の裏手だった。体育館や部活棟からも離れているから、人が偶然ここを通る可能性はほとんどない。校舎の中から賑にぎやかな生徒たちの声が聞こえてくるが、その喧けん騒そうもどこか遠くに感じた。

「それで、あの、話って……？」

　腕組みしたひなのと、その両脇を固めた二人に向かい、窺うかがうように尋たずねる。

「調子に乗ってたらどうなるかってことを、教えるためよ」

「調子に乗る……？」

「とぼけないでよ！」

　咲子に怒ど鳴なりつけられて、美月はびくりと身体からだを竦すくめた。

「ちゃんとこの目で見たんだからね！　あんた、休憩時間中、光くんに笑いかけられてたでしょ？　何あれ？　ひなのたちの告白は邪魔するわ、光くんには媚こびを売るわ。彼らがこの学校でどういう立場にいるかはわかってんでしょう？　女子全員を敵に回す覚悟があるってことよね？」

「媚なんて売ってないよ！　本当にただ目が合っただけなんだよ。疑うたがわれるようなことは誓ちかって何もない」

「ふん、見え透すいた噓うそをつきやがって。マジムカつく。その顔、ぶん殴なぐってやりたいわ」

　咲子は美月を睥へい睨げいした。

　下へ手たに反論すれば、本当に殴られてしまいそうなほど苛か烈れつな眼差し。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように動けずにいると、それまで黙だまっていたひなのが嘆たん息そくした。

「咲子、止めなさい。クラスメイトに暴力を振るうなんていけないわ。可か哀わい想そうに、すっかり怯おびえてるじゃない。ここはもっと平和的な解決方法を取るべきよ。言葉で分かり合えるなら、それに越したことはないわ」

　その言葉に少しだけ気が緩ゆるみかけたのも束つかの間まだっだ。

　彼女は形の良い唇を歪ゆがめて、

「だから、土ど下げ座ざして」

　そう言った。

「……土下座？」

　ひやりとしたものが身体を突き抜けていった。

「そう。土下座」

　事も無げに彼女は言い、にっこり笑った。

「人の告白を妨害してくれたんだもの、それくらいの詫わびは当然でしょう。まさかごめんなさいの一言ですむなんて思ってないでしょうね？　相沢さんが邪魔したせいで、雰囲気がぶち壊しになって、完全に白しらけちゃったんだから。あの後、もう一度やり直そうとしても、桐島くんは避さけるばかりで近づけもしない。全部あなたのせいなんだから、土下座して。這はい蹲つくばって許しを乞こいなさい。額ひたいを地面にこすりつけるまでしなきゃ、土下座とは認めないから」

「…………」

　美月は硬こう直ちよくした。

　ひなのは笑っているが、目は全く笑っていなかった。

　彼女はいま、怒いかり狂くるっている。笑いながらも飽ほう和わした気配がそうと告げている。

「土下座かぁ。いいねえ。最高だね。うん、土下座したら私も許してあげる！」

「じゃあ写真撮とらなきゃねぇ。クラスメイトの惨みじめで滑こつ稽けいな姿、是非撮っておかなきゃ！」

　咲子はポケットからスマホを取り出した。そのスマホには見覚えがある。あの日、星也とひなののキスシーンを撮ろうとして、構えられていたスマホだ。

「────」

　そのスマホを見た瞬間、この状況に怯え、震ふるえていた美月はぴたりと動きを止めた。

　身体の震えが収まる。

　恐怖も何もかもが消え、すうっと頭の中が冷えていく。

「その写真、来くる栖すさんに渡したら？」

「えー、公開処しよ刑けいしちゃうの？　それは駄だ目めだよ、相沢さんが可哀想じゃん。こういうのは秘密だから楽しいんだよ」

「ああ、私たちに逆らったら、みんなにこのみっともない姿をばらしちゃうぞって脅おどせるわけか。大変だね相沢さん、高校生活が終わるまで私たちの奴ど隷れいだ」

「奴隷なんて人聞きの悪い、せめて手て下したって言いなさいよ」

「大して変わんないじゃん」

　あはははは、と洋子と咲子が笑い合う。

「ほら、何してるの？　さっさと土下座しなさいよ」

　ひなのが顎あごで地面を示し、高圧的に命じてきた。

「………………」

　三人は敵意をあらわにして美月を睨にらんでいる。

　美月は無言で三人を見返した。三人が怪け訝げんそうな顔をする。美月がもう怯えていないことを察したのだろう。

「聞きたいんだけど」

　美月は瞬まばたきもせず、グループのリーダー格であるひなのの目を見み据すえた。

「三上さんたちのあれは、本当に告白だったの？」

　恋人に秘めた思いを告げる大事な場面に割り込んで邪魔してしまったなら、美月も素直に謝あやまっただろう。誠心誠意謝ることができただろう。

　でも、彼女たちの行為は違う。

　噓うそだ。欺ぎ瞞まんだ。あれが告白だったなんて、全くの出で鱈たら目めだ──だって美月は、見たのだから。

　断られても食い下がり、強引にキスを迫せまろうとしたひなのの行為を、はっきりとこの目で見たのだから。すっかり怯えて、体調すら崩くずしてしまった星也の姿を見たのだから。

「桐きり島しまくんに断られた時点で、告白としてはもう終わってたよね？」

　美月はひなのの目を見据えたまま、静かに言った。

　あれが告白だなんて、噓でも認めるわけにはいかない。

　悪いこともしていないのに、土下座なんてできるわけがない。

「何よそれ。どういう意味よ。何が言いたいの」

「加か藤とうさん」

　ひなのの斜ななめ後ろに立っている加藤咲子に視線を移す。

「あのとき、スマホを構えてたよね？　三上さんと桐島くんとの決定的瞬間を撮ってみんなに広めるつもりだったんでしょう？　私を見て、すぐにスマホを下ろしたのはどうして？　見られたらまずいと思ったのなら、それが悪いことだって、少しでも自覚があったんでしょう？」

　図星だったのか、咲子は決まり悪そうな顔をした。

　視線を引き戻して、美月は再びひなのを真正面から見返した。

「三上さんは桐島くんのことが好きなんでしょう。だったらどうして様子がおかしいことに気がつかなかったの。桐島くんは青ざめてた。追い詰められてきっと怖かったんだと思う。本当に好きなら相手のことも考えて。無理やり既成事実を作ってなんになるっていうの。そんなことをしたって、桐島くんの心はあなたから離れていくだけだよ」

　美月は怒っていた。告白を断られても諦あきらめきれず、星也を陥おとしいれようとしたひなのに。そんな愚おろかな行為に加担した洋子に、咲子に。三人に無茶苦茶腹が立っていた。もう保身なんてどうでもいいと思えるくらいに。

　こんな自分は嫌だと、顔合わせの後で星也は泣いていた。女子を睨みつけて怖がらせたくないと。女性恐きよう怖ふ症しようになってしまう前の自分に戻りたいと。

　彼女たちは禁きん忌きを犯おかした。星也を女性恐怖症にした女子と同じように暴走し、彼を傷つけた。それが美月には許せなかった。

「私は土下座なんてしない。集団で人を追い詰めることしかできないような、卑ひ怯きようで最低な人間に、絶対に屈くつしたりしない！」

「──っ！」

　ひなのの顔が怒りに歪み、その左手が振り上げられた。

　反射的に首を竦め、目を閉じる。

　だが、覚悟した瞬間はいつまで経っても訪れなかった。

　目を開くと、自分のすぐ傍かたわらに立ち、ひなのの腕を摑んで止めている人がいた。

（星也くん!?）

　そう叫びそうになったところを、寸でのところで吞み込む。

（女の子に触ったら気持ち悪くなっちゃうって、光くんが言ってたのに。あんなに触られることに怯えてたのに……）

　目に映る光景が信じられなかった。女性恐怖症で、自分から触ることなどできないはずの星也が自分を庇かばい、ひなのの腕を摑んでいるのだ。

　星也の登場とその行為に、三人が目を丸くしている。

「言い負かされたら暴力かよ。相沢の言う通り、お前ってほんとに最低だな、三上」
















　手を離して、星也はひなのを睨みつけた。

　やはり触るのは相当に辛かったらしく、星也の顔色は悪かった。ひなのの腕から手を離した後も、その右手は震えていた。

　彼の眼差しは、どこか必死で、表情が強こわ張ばっている。

　泣くのを堪こらえているような、ぎりぎりの表情。

（本当は、凄く怖いはずなのに。それなのに──）

　彼は美月を庇い、美月のために怒ってくれていた。

「いまので確信したわ。何度告白されたってお前と付き合うなんてありえねえ。お前にはもう嫌けん悪お感かんしかねえし、近づきたくもない。顔を見てるだけで虫むし唾ずが走る」

　強烈な言葉に、ひなのが固まった。

「……桐島くんは、相沢さんが好きなの？」

　咲子が小さな声で尋ねた。

「三上よりはな。つーか、誰だろうと性しよう根ねが腐くさったお前らよりはマシだよ」

　ひなのは頰ほおを紅こう潮ちようさせ、両手を握り締め、ぶるぶると震えた。

　癇かん癪しやくを起こして怒鳴りつけるかと思ったが、ひなのは「ふんっ」と吐はき捨て、足早に立ち去った。後に残された二人は気まずそうに顔を見合わせてから、ひなのを追った。

「ほら、行くぞ」

「う、うん」

　促うながされ、美月は星也に続いて歩き出した。半なかば呆ぼう然ぜんとしたまま、その背中に声をかける。

「だ、大丈夫なの？　気分が悪くなったんじゃ」

「あれくらい平気だ」

「でも顔色が」

「うるせえなっ。平気っつったら平気なんだよっ」

　星也は前を向いたまま、強情に言い張った。

（……大丈夫なのかな？）

　しつこく尋ねたら怒られてしまいそうなので、美月は話題を変えた。

「……どうして私がここにいるってわかったの？」

「三上たちに連れられて歩いてるのを見たんだよ。なんか怯えてたみたいだし、やばそうだったから」

「そうなんだ……」

　前を歩く星也の背中を見つめる。

　この状況は、まるであの日の再現だ。

　ただし、お互いの立場が違う。あのときは美月が星也を先導して歩いた。

（いまは私が星也くんに守られてる）

　万ばん感かんの思いを込めて、言う。

「ありがとう、星也くん」

「……いちいちそんなこと言わなくていいんだよっ」

　嚙かみつくような声と──その首筋までもが赤く染まっていることに気づいて、美月は口元を綻ほころばせた。




「お前へったくそだなー。なんで難なん易い度どノーマルなのにボス倒すまで五分もかかってんだよ。多彩なアクションがこのゲームのウリなのに、馬鹿の一つ覚えみたいに○ボタン連打って、開発者が泣くぞ。アホみたいに回復アイテム使いまくりだし。ほら、また仲間死んだー。何回殺せば気がすむんだって、そろそろＡＩもブチ切れるぞ」

　リビングでテレビゲーム中。眼鏡めがねをかけた星也に野や次じを飛ばされ、美月は必死でコントローラーを操あやつっていた。

　苦戦している理由は美月が恐ろしくアクション下べ手ただからである。しかし、双子に見守られているこの状況がさらにプレッシャーになっているということに、二人は気づいていないらしい。

　相沢家のリビングにあるソファはＬ字型をしていて、家族全員で座るにはスペースが足りないため、離れ小島のように一人掛け用のソファがある。

　テレビに近い一人掛け用のソファに座る確率は、星也が最もつとも高かった。そこなら美月がどこに座ろうとあまり問題にならないからだ。でも、暗あん黙もくの了解で、美月は星也の近くには座らないようにしていた。いまも美月が座っているのはテレビの真正面、ソファのほぼ真ん中だ。

（どうしてこうなった……）

　夕食後に誰もテレビを見ていなかったから、暇ひまつぶしにゲームでもと思っただけなのだ。しかし星也が興味を持ち、一人掛け用のソファに座って観戦を始めた。このゲームは持っていないが、前からやってみたかったものなのだそうだ。

　そうすると光も興味を持ったらしく、読書を止めて星也とは逆側の左隣に来た。おかげで美月は冷や汗を流し、一生懸命ゲームに打ち込むしかなくなったわけである。

「だ、だって、難しいんだもん！　タイミングに合わせて防ぼう御ぎよしたり反撃したりするなんて無理！」

「だったらなんでこのゲームを買った？」

「綺き麗れいなグラフィックに惹ひかれたんですっ！」

　答えている間に、長い銀髪の女主人公──エリザベートは敵の大ダメージ攻撃を受けて倒れた。容よう赦しやのない追撃を受けて、下に表示されているＨＰゲージがどんどん減っていく。

「ああもうっ、見てらんねー、貸せ！」

　星也は歩み寄ってきて、美月の手からコントローラーを奪い取った。

　その拍ひよう子しに、彼の手が美月に触れた。

（わ）

　触れたのはほんの一瞬のことなのに、胸がどきっと鳴った。顔合わせのときにも彼とは握あく手しゆできなかったから、触れ合うのはこれが初めてだった。

「…………」

　と、左手から無言の視線の圧力を感じた。

（はっ!?　光くんの視線が！）

　美月は自分を戒いましめ、急いで平静を装よそおった。

（私は妹！　ただの妹ですから！　大丈夫です！）

　なんでもないふりをして、背筋を伸ばす。

「……っ」

　ゲームに熱くなるが故ゆえに取った反射的な行動で、全まつたく意い図としない出来事だったらしく、星也も動どう揺ようしたようだった。

「お、お前があんまり下手だから、代わりに倒してやるよっ」

　上ずった声でそう言い、視線を泳がせてから、コントローラーを片手に一人掛け用のソファに腰を下ろす。

　停止した数秒間のせいで、画面の中で主人公や仲間たちは死んでしまっていた。

　主人公たち三人が倒れ、暗転したテレビ画面には『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』と赤い文字で表示されている。

　その下には『リトライしますか？　はい／いいえ　※はいを選せん択たくした場合、２００００Ｇが必要になります』という注意書きがあった。

　このゲームはリトライの度たびにお金を取るという、初心者やアクション下手には大層優しくない仕様になっていた。お金が枯こ渇かつしたらセーブポイントからやり直しである。

「よく見とけ下手くそ」

　星也は動揺を断ち切るように、眼鏡をくいっと人差し指で持ち上げてから、顔つきを変えた。確認するように素早く指を動かして、コントローラーを一通りいじった後、『はい』の文字を選択する。

　所持金から貴重な２００００Ｇが消えて、再び画面はボス戦に戻った。廃はい墟きよと化した古代神しん殿でんの最さい奥おう部ぶで、巨大な黒い毛玉のような魔物が主人公と仲間二人の前に立ち塞ふさがる。

　説明書と美月の下手な操作を見ていただけだというのに、星也は華か麗れいに主人公を操った。魔法使いであり各種武器使いでもある美しい女主人公は、別人の如ごとく縦じゆう横おう無む尽じんに画面を駆かけ回った。

　毛玉が赤く光って強力な攻撃を繰り出そうとしたときは素早くサイドステップして回かい避ひ、その横腹──にあたる部分──に、カウンターの一撃を叩き込む。毛玉が防御態勢に入って手て下したを呼び寄せたときは大魔法を放って動きを止め、仲間と協力して各個撃破。爽そう快かいなコンボが止まらない。

「すごーい！　つよーい!!　格好良い!!」

　美月は興こう奮ふんして手を叩いた。面おも白しろいくらいに主人公が強い。コンボ数に応じて攻撃力はどんどん上昇していく。星也は美月の歓声に応えるように、最後には溜ため攻撃からの超必殺技で仕留めた。

　画面いっぱいにド派手なエフェクトが広がり、戦いは終わった。戦せん闘とう評価は当然のように最高ランクの★５つで、ノーダメージ撃破の報ほう酬しゆうまでもらえた。戦闘終了画面の中で、風に吹かれて銀髪をなびかせる主人公が、これ以上なく格好良く見えた。

「まあこんなもんかな」

　褒ほめられてまんざらでもないらしく、星也は上じよう機き嫌げんだ。眼鏡の奥にある目が愉快そうに細められている。

「私は戦闘評価、頑張っても★３しか出せなかったのに、★５だよ！　凄いよ、快かい挙きよだよ！　エリザベートが本当に格好良かった、惚ほれた!!」

「……なんならこのゲーム、おれがクリアしてやろうか？」

「うん、是ぜ非ひ！」

　彼の提案に、美月は勢い込んで言った。

「だったら最初からやったら？　私もこのゲームはしばらく放置してて、ストーリーも細かいところは忘れちゃってるし。どうせやるなら始めからストーリーを追っていったほうがいいよ！」

「そうだな。難易度もハードのほうがレアアイテム取得率アップするらしいし」

　星也も乗り気のようだった。

（やったあああ!!）

　美月は胸中で万ばん歳ざい三さん唱しようした。

　女性恐怖症であるが故ゆえに、よほど見たいテレビがあるときを除のぞけば、星也は美月がリビングにいるとすぐに自室へ行ってしまう。

　このゲームを買って良かったと、美月は心の底から思った。

「ちょっと三人とも、盛り上がってるところ悪いんだけど、上がったから次どうぞ」

　つぐみがリビングに入ってきて言った。お風呂上がりの彼女の髪はしっとりと濡ぬれていて、パジャマ姿でもなんとも艶なまめかしかった。

「誰が入る？」

「たまには星也から入ったらどう？　いっつも面倒くさがって最後でしょう」

「わかったー」

　つぐみに言われて、星也はコントローラーを置いて去った。ドライヤーをかけに行ったのだろう、つぐみも部屋へと引っ込んだ。

　光とリビングに残された美月は、とりあえずセーブするべく話を進めようとし、進化後のボスとの連戦に突入して固まった。

（どうせこのデータは消すことになるんだろうけど……でも、せっかく星也くんがクリアしてくれたんだから、しばらくは記念に残しておきたいような気も……）

　一時停止したものの、どうしようか悩んでいると。

「やってあげようか？」

　光が提案してきた。

「え、できるの？」

　美月は目をぱちくりさせた。

「星也ほどじゃないけどね。昔から星也の対戦相手はよくやらされてきたから」

「じゃあこれ、説明書」

　テーブルに置いていた説明書を差し出すと、光はかぶりを振った。

「いいよ。見てたから」

「いや、見てたっていっても、このゲームは色んなボタンを使うから、操作が複雑で難しいんだよ。とりあえずいったん説明書を見たほうが──」

「大丈夫」

　光はやんわりと断って、コントローラーを取り上げ、一時停止を解かい除じよした。

　そして、彼は星也に勝るとも劣おとらない操作をした。

（す……凄い）

　美月は目を丸くした。

　進化後のボスと戦うことになった以上、敵はさらに一段階強くなっているというのに、光は流りゆう麗れいな動きで敵の攻撃を回避し、有効打を繰り出し、ここぞというタイミングで必殺技を放った。美月のようにただがむしゃらにボタンを押すのではなく、ちゃんとタイミングを計って各種ボタンを押しているから、聞き苦しい音もない。

　地を這う攻撃はジャンプして避よけ、連続で壁を蹴けってアクロバティックな動きをしながら頭上へ飛び移り、敵の触手を切断。そして敵のＨＰゲージが残りわずかとなったところで、星也と同じく超必殺技を繰り出して終わらせた。

　戦闘評価は★５で、ノーダメージボーナスも加算された。

「はい」

　何事もなかったように涼すずしい顔で、光はコントローラーを美月に渡した。

「……どうも」

　これはゲームが上手というより、神の領域のような気がした。説明書も読まずにただ人のプレイ中の様子を見ていただけでノーダメージとは、もはや凄いを通り越しておかしい。

　どのボタンがどの技に対応しているのか、あの短時間で全て覚えたというのか？　ややこしい超必殺技を出す条件までも完かん璧ぺきに？

（光くんは見ただけでなんでも真ま似ねできるって聞いたことがあるけど、本当かも……）

　彼のおかげで無事にストーリーを進めることができた美月は、セーブしてからゲームの電源を落とした。




　それから、三日後。

「久しぶりに転んだなぁ……」

　リビングで美月は擦すりむいた膝ひざ小こ僧ぞうを見下ろし、ため息をついた。

　今日は日直で帰るのが遅くなってしまったのだが、帰宅途中に雨が降ってきた。

　傘を持っていなかった美月は、本格的に雨が降る前にと急いで帰き路ろを走り、地面の窪くぼみに足を取られて盛大に転んだ。周りに目撃者がいなかったのは不幸中の幸さいわいだった。転んだときは、痛みよりも恥はずかしさが先に立つ。

　リビングには美月しかいない。双子は自室にこもっているのだろう。

　つぐみはこの時間帯は値引き品があるからと、買い物に出かけている。引っ越してきて二週間近くが経たち、彼女も新生活には慣れてきたようだ。

　リビングの棚に置いてある救急箱を取り上げ、テーブルに置く。

　そして、美月はソファに座った。

「どうしたの、救急箱なんて」

　救急箱の蓋ふたを開けようとしたとき、声がかかった。

　リビングの入り口を見ると、廊下に光が立っていた。

「帰る途中で転んじゃったの。雨が降ってきたから、急いで帰ろうとして」

　右足を指差し、苦笑いする。

　光は隣に来ると、美月の膝の惨さん状じようを見て顔をしかめた。

「これはまた、派手にやったね」

　光は救急箱を持ち上げ床に置いて、美月の足元に座った。

「いいよ、自分でできるから」

　彼が何をしようとしているのかは明白で、美月は慌てた。兄妹の関係にあるとはいえ、彼は誰もが羨うらやむ学校のアイドル、『光の君きみ』──そんな人に手当てをしてもらうなんて申し訳なかった。分ぶん不ふ相そう応おうな気さえする。

「厚意には素直に甘えてよ。謝りたいこともあるから」

　光は目を伏せて、ちゃくちゃくと消毒の準備を進めながら言った。

「謝りたいこと？」

　美月は目をぱちくりさせた。光に謝られるようなことなどあっただろうか。思い返してみても、全く心当たりがない。

「うん。入学式の翌日、星也に声をかけたでしょう？　あのとき君を無視するよう、星也に指示したのはぼくなんだ」

「え……」

　驚いてソファから見下ろす。

　光は美月の視線を知ってか知らずか、消毒液を含ませたコットンで負傷箇所を叩いた。

　彼ができるだけ痛くないようにしてくれているのはわかっているのだが、消毒液が傷に沁しみて、鈍どん痛つうが一瞬にして激痛に変わった。

　びくりと膝が震え、目に涙が浮かんだ。

「……大丈夫？」

　光は話を中断して、美月を見た。大きな瞳が心配そうに見上げてくる。

「だ、大丈夫」

　こくこくと頷く。本当は物凄く痛いのだが、同い年の男子、それも学校のアイドルの前で醜しゆう態たいを晒さらすわけにはいかない。

　美月は意地で喉のど元もとまでこみ上げていた悲鳴を吞み込んだ。

「それより、話の続きをどうぞ」

　涙目のまま促うながすと、再び光は目を伏せた。

　その隙すきにこっそりと袖そで口ぐちで目元を拭ぬぐう。どうせ彼には見えていただろうが。

「『光の君』なんてもてはやされてるけど、ぼくはそんな大層な人間じゃないよ。微笑んでるのは相手の警戒心を解とくために作ってるものだし、猫を被かぶってるだけ。それなのに、女の子たちは勝手に理想を作って、勝手に幻げん滅めつする」

　光の声は淡たん々たんとしていて、俯いた瞳には憂うれいが滲にじんでいた。

「特に星也に対してはそう。学校では『クールで硬こう派は』なんてイメージを作られてるけど、本当は全然そんなことはなくて、どっちかっていうと直情型でよく笑う、素直ないい子だよ。星也の本質は男子とのやり取りを見てればわかるのに、女の子は都合良く解釈して真実を捻ねじ曲げる。ぼくはそれが凄く嫌だった」

　光は汚よごれたコットンをゴミ箱に捨て、美月の膝に優しい手つきで大きな絆ばん創そう膏こうを貼はった。彼の手が肌に触れる。その指は温かかった。

「入学したばかりの頃、星也が女の子を嫌う理由について、好き勝手な噂が流れていたのは知ってる？」

「うん」

　光に見上げられて、美月は頷いた。

「色々聞いた。モテすぎて女の子にはもう興味がなくなったとか……中学のときに、押し倒された、とか……」

　光の反応が怖くて、美月は小さな声で言った。

　すると、光は嘲あざけるような、悲しむような、複雑な表情を浮かべた。

「やっぱり美月ちゃんも聞いてたんだね。でもあの噂の中には一つだけ真実が混じってた。噂を流した子は、どんな思いで喋しやべったんだろうね。星也が酷い目に遭あって、苦しんだとしても、その子にとってはただの娯ご楽らくの一つに過ぎなかったんだろう」

　光の瞳に冷たい光が灯る。

　光はとても、猛もう烈れつに、怒っている。

　面白おかしく脚きやく色しよくされた、最愛の弟を傷つける無数の噂を、彼はどんな思いで聞いていたのだろう。

　噂の発信源が女子かどうかなんてわからない。

　それでも、そもそも星也を女性恐怖症にしたのは女子なのだ。

　その事実は誰がなんといおうが揺るがない。

　思い出すのは、顔合わせの日の出来事。

　駐車場で星也と二人で話をした後、光は真顔で美月を見ていた。

　あれは、紛まごうことなく──敵を見る目だった。

「…………っ」

　同じ女子として、何か言わなければいけない。何か。

　美月は考え──頭が痛くなるくらいに考え──口を開いた。

「光くん」

　焼けつくような思いを抱えて声をかけると、光はこちらを向いた。その表情は凪ないだ湖面のようだった。

「もし私が光くんたちと同じ中学に通ってて、その事実を知ってたら、噂を流した子を止めたと思う。殴ってでも止めたと思う。私だけじゃないよ、理子ちゃんだって──あの、理子ちゃんっていうのは私の友達なんだけど、その子もそうだよ。彼女は凄く強くて、毅き然ぜんとしてて、噂なんかに流されない強い子なの。尊敬してる、私の大事な友達なの」

　無表情に覆おおい隠され、いま光が怒っているのか、悲しんでいるのかわからない。

　だから必死で言葉を紡つむいだ。

「確かに星也くんを傷つけたのは女の子かもしれないけど、だからって世の中の女の子全員がそうだなんて思わないでほしい。女の子はそんなくだらない存在じゃないよ。迷惑を顧かえりみずに感情を先走らせた馬鹿な子のせいで、女子という性別そのものを憎まないで。星也くんの力になりたいって、その傷を癒いやしたいって子は絶対にいるから。私は星也くんの敵じゃない。味方になりたいって、心から思ってるから……！」

「…………」

　光はしばらく何も言わなかった。考え込むように俯うつむいている。

（……やっぱり、私が何を言っても駄目……なのかな）

　肩を落とす。それでも、祈るように見つめていると、光は無言で動き始めた。

　傷の手当てに使った道具を救急箱に戻し、美月の隣に腰掛ける。

「中学三年のときにね」

　と、押し黙っていた彼は口を開いた。感情のない声で言う。

「告白を断られても諦あきらめきれず、星也に強引に抱きついた女の子がいたんだ。星也は悲鳴をあげて怯えたよ。そしたらその子にドン引きされたらしい」

「…………」

　美月は無言で頭をかかえた。

（なんで星也くんの周りの女の子ってそんな子ばっかりなの……）

　星也は女運に見放されているのだろうか。いくらモテるといっても、二人もの女子に抱きつかれたことがあるなんて普通ではないと思う。ひなのに至っては、強引にキスまでして既成事実を作ろうとしていた。

（これじゃ私が何を言っても説得力がないじゃない……）

　泣きそうになっていると、小さな音が聞こえた。忍び笑いのような。

　訝いぶかって顔を上げると、光が笑っていた。

（え……？）

　この話の流れで光が笑うとは思わず、美月は目をぱちくりさせた。

　光は笑みを消して、再び語り始めた。

「星也はまた酷く傷ついた。ぼくは星也を励はげましながら、途と方ほうに暮れたよ。どうにかして女性恐怖症を克服しようと頑張ってるのに、女の子が星也を放っといてくれない。ゆっくり治していかなきゃいけないのに、ほんのちょっとした気まぐれで星也のトラウマを刺激し、プライドまで傷つける」

　美月は黙って光の言葉に耳を傾けた。

「高校だって、ぼくは星也と一緒に男子校に通うか悩んだんだ。でも当の星也が大丈夫、頑張るって言い張った。おれは女の子を助けたことがあるって。それが星也の自信にも繫つながっていたんだ」

「えっ」

　美月は息を吞んだ。

　星也が助けた女の子。それは──

「そう。美月ちゃん。まさかあのときはその子が君だなんて思いも寄らなかったけど」

　光は再び、くすっと笑った。

「同居相手がその子だと知っても、不安で仕方なかったよ。もし星也が女性恐怖症だと知って態度を変えるようなことがあれば、再婚は絶対に認めないと決めてた。でも、君は真実を知っても引くどころか力強く励ましてくれた。それでも及きゆう第だい点てん、なんて言ったのは、あれだけじゃ信用に足る人物かどうかわからなかったから」

　長い台詞せりふに光は一息ついて、また少し表情を変えた。

「女の子が星也にした仕打ちはぼくの価値観すら覆くつがえした。君の言う通り、女の子が全員そうだというわけじゃないって、頭ではわかってるんだ。わかってるんだけどね……」

　それきり、光は押し黙った。

　双子の結びつきというのは普通の兄弟よりも遙はるかに強くて、どちらかが怪け我がをすればもう一方も痛みを覚える、なんて本を読んだことがある。

　特に光と星也は幼い頃に父親を亡なくしている分、なおさら絆きずなも深いのだろう。光が極度のブラコンである理由もわからなくはない。星也も光を無条件で信頼している節がある。

「…………いまでも、そう？　私のことが信用できない？」

　美月は神妙な面おも持もちで尋たずねた。

　肯こう定ていされても傷つかないようにしようと、予防線を張りながら。

「いや」

　光は小さく首を振った。その表情は穏やかだった。

「同居を始めてまだ一カ月も経ってないけど、君の性格はなんとなくわかってきたよ。三人で初めて一緒に出かけたとき、君は星也を笑わせてくれたでしょう。女の子の言動で星也が笑うなんて初めてで、正直驚いたよ。君は他の女の子には決してできなかったことをしてくれた」

　茶ちや碗わん公園で合流したとき、光が驚いていたのを思い出した。

　どうしてあんな顔をしていたのだろうかと不思議だったが、彼は美月が星也を笑わせたのを見て、それで驚いていたのだ。

「同じクラスの子に星也が迫られたときも、君が助けてくれたんだってね。星也のために一生懸命になってくれてありがとう。ぼくは君を誤解してたみたいだ。見くびってたよ、ごめん」

　光は軽く頭を下げてみせた。

「ううん、そんな。気にしないで。私が光くんの立場だったら、それも仕方ないことだと思うし……」

　父親を亡くした後、父親代わりとしてどれだけ光が家族を大事にしてきたか、美月はもう知っている。光の言動は全て星也を守るためのものだった。

「でも、まだ完全に信用したわけじゃないから」

　光は口の片端を上げ、悪いた戯ずらっぽく笑った。

　それは、これまで見たことのない、彼の素直な笑顔だった。

「うん」

　不思議と何かが通じ合えたような気がして、美月は笑い返した。

（星也くんの女性恐怖症が治れば、光くんの価値観も変わるかな。女の子はそんなに悪いものじゃないって、思い直してくれると良いな）

　心からそう思った。
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「うわあ……」

　五月下旬に実じつ施しされた中間テストが終わって、数日後の朝。

　美み月つきは廊ろう下かに掲けい示じされた中間テストの結果表を見て、口をあんぐりと開けた。

　星ほしノの宮みや高校では、中間テストが終わるたびに学年の一位から一五〇位──学年の約半数の生徒の総合得点が貼はり出されるのだが、一位の座に輝かがやいたのは光ひかるだった。しかも全教科満点である。一体彼の頭はどうなっているのだろう。

　ちなみに美月の名前は載のってはいない。平均点が取れたら上出来、美月の頭のレベルはそんなものだった。

「全教科満点取る人って、本当にいるのね。フィクションの世界にしかいないって思ってたわ」

　美月の隣で結果表の掲示を見ている理り子こが肩を竦すくめた。

　教室に戻ると、隣のクラスから賑にぎやかな声が聞こえてきた。クラスの中心でちやほやされている光の姿が目に浮かぶようだった。

「星せい也やー」

　と、話題の渦か中ちゆうにいる人物がひょっこりと教室の外に姿を現し、星也に向かって手を振った。女子が派手な歓声をあげる。このクラスにもしっかりと彼のファンはいるらしい。

「なんだよ。一位だって自じ慢まんしに来たのか。それとも嫌いや味み？」

　星也は呼びかけに応じて廊ろう下かに出て行った。美月も理子も、教室の後ろからその様子を見ていた。

「違う違う。見てこれ。クロちゃんの里親になってくれた女の子がくれたんだ」

　光がスマホを取り出して、星也に見せた。

　肩を並べた珍めずらしい双ふた子ごのツーショットに、誰よりも早く反応したのは来くる栖すユカだった。

　既すでにデジタルカメラを手にしていた彼女は、二人の邪じや魔まにならないよう、距離を保ったまま素早く身体からだの位置を変え、色んな角度から双子の写真を撮影し続けた。

「楽しそうねぇ、彼女」

　ユカを見つめて、理子が呟つぶやいた。何な故ぜか呆あきれたような顔をしている。

「楽しそう？」

　ユカに視線を向ける。よく見れば、デジカメのフラッシュを焚たいて連射しているユカの鼻の穴は広がっていて、息も少々荒れていた。興こう奮ふんしているらしい。

　一体何にそこまで興奮しているというのだろう。双子は猫の写真を見ているだけなのだが。

「ああ、知らないのね。彼女が発行してる新聞の中には、一部の女子をターゲットにした『来栖ユカ特製＠極ごく秘ひの裏の裏の裏新聞』ってのがあるのよ」

「どうでもいいけど、裏の裏の裏って、長いね」

「うん。問題はそこじゃない」

　理子はあっさり言って顎あごを引いた。

「問題はね、そこに載せられる対象が決まって三年の東とう城じよう先せん輩ぱいとか、あの双子とか、そういう美少年だけってことなの。かなりヤバめの妄もう想そう小説なんかも載ってて、私も友達に見せてもらったときはドン引きしたわね」

「……つまり？」

「来栖ユカは腐くさってる」

　理子は真顔で断言した。

「……おお……」

　他にどう言えばいいのかわからず、美月は唸うなった。ユカは撮影した写真を確かめ、何やら壁かべに向かってぐっと拳こぶしを握っている。世の中には男性同士の恋愛を扱あつかった小説や漫まん画がなどを好む女子がいると聞いたことがあるが、ユカもそうだったとは。

（じゃあ、来栖さんにとって星也くんたちは最高の逸いつ材ざいなんだろうな……まあ、個人の嗜し好こうをどうこういうつもりはないし、私には関係ないけど）

　満足そうに教室に戻っていったユカから、双子に視線を戻す。

「可か愛わいいなー」

　星也は光のスマホを覗のぞき込み、無む邪じや気きに笑っていた。彼がこんなふうに笑うのは珍めずらしいことなので、見ていた女子たちが騒さわいだ。

（星也くんのほうが何十倍も可愛い!!）

　美月も内心で叫さけんだ。自力で星也にこんな表情を浮かべさせることができたなら、きっと天にも昇る気持ちになれるだろう。

「これは彼女の家で飼かってる三み毛け猫ねこのミケちゃん」

「へー。ちょっと太ってない？　ころころしてて可愛いけど」

「で、こっちがマリンちゃん」

「いいなー、猫好きの天国だなー。おれも飼ってみたいなー。もふもふしたいなー」

「あなたを撫なでたいです……！」

「遠えん慮りよなく抱きしめさせてくださいっ」

　星也派の女子たちが興奮気味に囁ささやき合っている。しかし、その中で、ひなのは違った。

　星也を見る彼女の表情は険けわしい。断じて恋する乙女おとめの顔ではない。あれはむしろ、恨うらみを持った相手に対する顔だ。眉まゆ根ねが寄って、口元がきっと引き結ばれている。咲さき子こたちも似たような顔をしていた。

（あれは怒おこってるな……完全に）

　彼女たちを怒らせたのは美月にも責任があるが、だからといってあのとき土下座しておけば良かったとはどうしても思えなかった。

　と、そのときだった。双子の後方から、二人の女子が追いかけっこをしながら走ってきた。先を走っているショートカットの女子は後ろを向き、片手に持ったスマホを笑いながら、見せつけるように振っている。彼女を追いかける三つ編みの女子は顔を赤くして「返しなさい！」と叫んでいた。

　先に走っていたショートカットの女子は突進していき──

　どんっ!!

　美月が警告する暇ひまもなく、星也と衝しよう突とつした。

　横からいきなりタックルされた格好になり、星也はよろめいた。

「ご、ごめんなさい！」

　派手にぶつかったショートカットの女子は両手で顔面を押さえながら、星也に謝罪した。対する星也はといえば、全く予想外の事態だったのだろう、顔面を蒼そう白はくにして固まっていた。

　弾はじかれたように女子から離れ、廊下の柱にべたっと背中をくっつける。

　その目には涙が滲にじみ、身体は震ふるえていた。

「えっ桐きり島しまくん？　大丈夫？　ごめん、ちょっとふざけてて」

「もー、恵けい子こが馬ば鹿かなことするから！　返してよ私のスマホ！」

「ごめんってー」

　三つ編みの女子はひったくるようにしてショートカットの女子からスマホを奪い取った。苦笑していたショートカットの女の子は、星也が動かないのを見て眉根を寄せた。

「桐島くん？　どうしたの？　そんなに痛かった？」

　ショートカットの女子が星也に向かって足を踏ふみ出す。接近されて、ますます星也の顔色は青ざめた。

「いや、あ、あの……」

「大丈夫だよ」

　光は星也に歩み寄ろうとするショートカットの女子の肩を素早く摑つかみ、引き寄せた。顎を取り自分のほうへ顔を向けさせる。その動作は実に自然で、優ゆう美びだった。

　彼女の顔は真まっ赤かに染まり、見ていた女子たちから悲鳴があがる。

「君のほうこそ、大丈夫？　痛いところはない……？」

　光は微び笑しようを浮かべて、きらきらとした輝きを周囲に撒まき散ちらしながら、一いつ瞬しゆんで二人だけの世界を作り上げた。彼らの背後に花園まで見えるのは幻覚だろうか。

「は、はいっ、大丈夫です！　光の君きみに心配していただけるなんて、きょきょっ、恐きよう悦えつ至し極ごくに存ぞんじます！」

　光に心配そうに見つめられて、ショートカットの女子が返答する声は完全に裏返っていた。

「そう、それなら良かった。友達と遊ぶのはいいけど、廊下は走ったら危ないよ？」

「すみませんっ」

　ショートカットの女子は恥はずかしそうに頭を下げて、三つ編みの友達と一緒に早足に立ち去った。彼女たちの姿が見えなくなるよりも先に、光は星也のところへ行った。彼はうずくまって柱に額ひたいと片手を押し当てている。

「星也、大丈夫？」

「……なんとか」

　星也は短く言って、立ち上がった。みんなの前だから精いっぱい虚きよ勢せいを張っているのだろうが、その目は潤うるみ、右手は白くなるほど強く握にぎり締しめられていた。

　美月もできれば近づいて慰なぐさめたかったが、まさか女子の身でそんなことができるわけもない。

（……こういうとき、私は何もしてあげられない）

　唇を嚙かんで、せめてこれ以上星也の負ふ担たんにならないように、目を逸そらす。女性から見つめられるだけでも彼にとってはストレスになるだろう。

　教室の後ろの扉とびらから、ひなのが星也を見ていた。唇に手を当てて、思し案あんしている。
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（……何を考えてるんだろう。もしかして、星也くんの秘密がばれたんじゃ）

　美月はさあっと青ざめた。

　考え込んでいるようなそぶりを見せていたひなのだが、美月と目が合うと自分の席へと戻っていった。

（どうしよう。問い質ただす……わけにもいかないよね。藪やぶ蛇へびになっちゃうかもしれないし……どうか気づいてませんように）

　どうか何事もありませんように。

　美月は心から祈った。




「今日は朝から目立ってたねえ、桐島兄きよう弟だい」

　お昼休みを迎えた教室で、ミルクティーを片手に理子がそう言った。彼女の目は教室の一角、廊下側の席にいる星也を見ている。彼は周囲の友達と机を寄せ合い、スマホでゲームをしていた。協力プレイでもしているのか、その表情は真剣そのもの。

　時間が経たって、彼は落ち着きを取り戻し、すっかりいつも通りだ。

「池いけ田だ、バフ切れたぞ」

「ほいよ」

「そのまま右の道行って。宝箱あるから。竹たけ内うちとおれはこのまま左行くわ。あ、そこの角を曲がったらいきなり敵に包囲されるから気をつけろよ」

　指示を飛ばす声が聞こえてきて、美月は苦笑した。

「学校でもゲーム漬づけとは、本当に好きなんだなぁ」

「バフって何？」

「えっとね、ゲーム用語の一つだよ。自分や相手を支援するために使う魔法とか、スキルのこと。特定の能力や移動速度を上昇させたりするの。ちなみに、毒とか麻ま痺ひとか、敵を弱らせるためにかける魔法はデバフといいます」

　ぴっと人差し指を立てて解説してみせると、理子は呆れたような顔をした。長い付き合いなので、彼女は美月がゲーマーであることを知っている。

「……あんたら、気が合うでしょう」

「うん。すっごく。近くにゲームのうまい人がいると本当に助かるよ。スマホでも同じゲームをしてるから、自分じゃ到底倒せない敵も彼が倒してくれるの。何せ彼はレベルカンスト済みだし、超強いの。仮想世界では守られるお姫様みたいな気分が味わえてすっごく楽しいよ！」

　現実では迂う闊かつに近づくことすらできなくても、ゲームという仮想世界ならば星也はすぐ傍そばに来て助けてくれる。凶暴なボスを倒してハイタッチを交わしたときは、これが現実になればいいのにと痛切に思った。

「なんなら理子ちゃんも混ざる？　招待するよ？　いまならキャンペーンボーナスももらえるし」

「いらないわよ、私ゲーム好きじゃないもの」

　理子は嫌そうに片手を振った。

「ゲームを楽しむのは個人の自由だけど、現実も見なさいね。あんた、今回の数Ⅰのテスト、赤点ぎりぎりだったんでしょ？　これからどんどん難しくなっていくのに、一学期からそんなんで大丈夫なの？　光くんは学年トップなのよ？　わかってる？」

　ぐさぐさと言葉が胸に刺さり、美月は項うな垂だれた。

（そ、そうだよね、自分が学年トップなのに、妹が赤点なんて恥ずかしいよね……いくら公表していないとはいえ、私たちは家族なわけなんだし……あんまり馬鹿だと愛あい想そつかされるかも）

　右足の手当てをしてくれた後、光は変わった。

　多少は心を許ゆるしてくれたらしく、家では『美月』と呼び捨てするようになり、優等生の仮面を外はずして無意味に笑わなくなった。

　その変化をつぐみたちは歓迎したし、もちろん美月も嬉うれしかった。たまに落差を感じて戸と惑まどうこともあるけれど、でも、猫を被かぶって表面上だけの関係を築きずかれるよりはずっと良かった。

　彼と本当の意味でわかり合い、家族になれるかはこれからにかかっている。

　その矢先に、馬鹿だからという理由で距離を取られては堪たまらない！

「次からは頑がん張ばりなさいよ？」

「はい」

　偉えらそうに言う理子はその資格を十分に持っていた。というのも、彼女は三十位に入っているのだ。

「よろしい。さーて、次の時間体育か。今日はバスケだっけ。面倒だなぁ」

　黒板の脇わきに貼ってある時間割に目を走らせてから、理子は机に突っ伏した。豊満な胸が潰つぶれてしまっているが、大して気にしていないらしく、心底面倒くさそうに顔をしかめる。

「五時間目の体育ほど辛つらいものはないわよね。持じ久きゆう走そうのときなんて最悪だった。走ってる間中、脇腹が痛かったもの。食べてすぐに運動って、あんまり身体に良くなさそうじゃない？　特進クラスは確か三時間目なんだよねー。羨うらやましい。体育の時間だけ変えてくれないかなぁ」

「また無茶な……」

　美月は苦笑した。

「そういやあさ、体育といえば、覚えてる？　体育館倉庫にあんたが閉じ込められた事件のこと」

　理子が跳ね起きて、悪いた戯ずらっぽく笑った。

「覚えてるよ。忘れられるわけない。あれはいまだにトラウマだもん、思い出させないでよ」

　苦にが虫むしを嚙み潰したような顔で言う。

　小学二年生のとき、放課後に友達とかくれんぼをしていて、美月は体育館倉庫に隠かくれたのだが、それを知らなかった生徒に閉じ込められてしまったのだ。

　ちょうどいい感じにマットがあり、そこでうっかり眠ってしまったのが悪かった。起きたら真まっ暗くらというのは恐怖でしかなかった。そこに追い討ちをかけたのが虫の出現だ。パニックになった美月は泣き叫び、錯さく乱らんして扉を叩たたいた。

「あのときは理子ちゃんが助けてくれたんだよね」

　美月を捜し回っていた理子は、倉庫の中にいると知るや否いなや、豪ごう快かいな飛び蹴げりで扉を文字通りに蹴破って救出してくれた。体育館倉庫の扉が薄っぺらい木製で、老ろう朽きゆう化かしていなければできない荒あら業わざだった。

　逆光の中に立ち、美月に向かって手を差し伸べる幼おさない理子の姿は、いまでも美月の脳のう裏りに焼きついている。まさにあのときの彼女は女神だった。

「でももうあんなことはご免めんだよ。体育館倉庫なんて、いまでも近づきたくない」

「だろうねえ」

　理子は快かい活かつに笑ったが、笑い事じゃないよと、美月は頰ほおを膨ふくらませた。
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「ひなの、どうしたの？　今日は朝から機嫌が悪いね」

「やっぱり、桐島くんのこと？」

「まあね。ちょっと気になってることがあって」

　昼休きゆう憩けい中。自分の席で友達二人と話していたひなのは、ちらりと斜ななめ後ろにいる桐島星也を見た。彼は友達とスマホをいじっている。恐らくはゲームをしているのだろう。彼が休み時間中にスマホを使う理由は大抵そうだった。

（ガキね）

　食い入るようにスマホを見つめる端たん整せいな顔を見て、ひなのは胸中で舌打ちした。ただのゲームオタクのくせに、顔だけは飛び抜けていいなんて反則だ。

　彼が人並み以下の容姿だったら、ひなのも一ひと目め惚ぼれなどせずにすんだだろうに。

（虫むし唾ずが走るですって。性根が腐くさってるですって。よくも言ってくれたわね。絶対に許さない。後こう悔かいさせてやる）

　もはや入学当時から抱いていた恋愛感情は消え去り、募つのるのは恨みばかりだ。なんとしても仕返ししてやらなければ気がすまなかった。

「気になるって、何が？」

「今け朝さの一件よ。洋よう子こも咲さき子こも見てたでしょ。あの反応はどう考えてもおかしかったわ。考えてみれば、私がキスしようとしたときも、頰を摑んだら固まってたのよね。相あい沢ざわさんを引っぱたこうとしたときだってそうよ。私の腕を摑んだ桐島くんの手は震えていたわ。ひょっとして桐島くんは、女が嫌いというよりも、苦手なのかしら？」

　朝の騒動以来、頭からそんな疑ぎ念ねんが離れなかった。

「別にもうどうでもいいじゃん。私たち、きっぱりふられたわけだしさ。特にひなのはヒサン……ごめんなさいなんでもありません」

　ぎろりと睨みつけると、洋子は怯おびえたように縮ちぢこまった。

　今度は、はっきりと音を立てて舌打ちする。

　その友人の態度にも苛いら々いらする。気に喰くわない。

　腹が立っているのは桐島星也に対してだけではなく、相沢美月にもだ。

　あの女が邪魔さえしなければ、あのとき星也にキスすることは簡単だった。咲子が撮影してくれる予定だった証しよう拠こ写真と、キスした事実があれば、星也も観念して自分のものになっただろう。今頃は誰にも落とせなかった男を落とした優ゆう越えつ感かんと愉ゆ悦えつに浸ひたれたに違いない。仲なか睦むつまじく登下校をして、彼を通して光とさえ仲良くなれたかもしれない。誰もが憧あこがれる美しい双ふた子ごに挟はさまれて歩く──この学校に通う女子なら一度は夢見るシチュエーションだ。

　そんな理想の未来をあの女が全てぶち壊こわしてくれた。

（卑ひ怯きようで最低って、何よ。目的のために手段を選ばなくて何が悪いの。大体、あんただって光くんに笑いかけてもらってたんでしょう。桐島くんだけじゃ飽あき足らず、光くんにまで手を出そうとしてるんじゃないの。最低なのはどっちよ。そんなあいつを庇かばう桐島くんもどうかしてる。あんなの私の好きだった人じゃないわ。ただの敵よ）

　二人の反はん抗こう的てきな眼差しを思い出して、奥歯を嚙かみ締しめる。暴言を謝罪させたい。膝ひざをつかせてやりたい。でなければ許せない。

（どうにか二人を打ち負かす方法は……）

「そういやあさ、体育といえば、覚えてる？　体育館倉庫にあんたが閉じ込められた事件のこと」

　虎こ視し眈たん々たんと復ふく讐しゆうのチャンスを狙ねらっていたひなのの耳に理子の言葉が飛び込んできたのは、そのときだった。

「覚えてるよ。忘れられるわけない。あれはいまだにトラウマだもん、思い出させないでよ」

　美月はべらべらと聞き捨てならないことを喋しやべっていた。

「体育館倉庫……ふうん？」

　二人の会話に耳を傾かたむけていたひなのは、グロスを塗ぬった唇に人差し指を当てて呟いた。

　振り返れば、星也はまだゲームをしている。ひなのは席から立ち上がり、遠目から彼のスマホ画面を確認して、にやりと笑った。

　ひなのは知っている。彼と同じゲームで遊びたくてタイトルを聞き出し、自分も一時期遊んでいたのだから、よく知っていた。

　彼が熱中しているゲームは、電池の消費がとてつもなく速いということを。
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　心配していたようなことは特に起こることもなく、放課後になった。理子と一緒に帰ろうとしていた美月は、靴くつ箱ばこを開いたところで動きを止めた。

　茶色のローファーの上に、シンプルな封筒が置いてある。

「何それ、果たし状？」

　動きを止めた美月を訝いぶかり、横から覗き込んでいた理子が首を傾かしげた。

　靴の上の封筒を見て、ラブレターではなく果たし状だと思われるあたりが、恋愛とは無関係な日々を過ごしてきた凡ぼん人じんの切なさである。

「なんで果たし状だと思うのよ」

「あんたにラブレターを送るような奇特な人間がそうそういるとは思わないもの。まだ桐島兄弟との関係を疑うたがって果たし状を送る女子のほうが、可能性としては遙かに高いわ」

「ラブレターかもしれないじゃん」

　美月は唇を尖とがらせて、封筒を持って玄関の隅に行った。もしもラブレターだった場合、理子に見られるのは都合が悪い。

　誰かが来ても大丈夫なように、玄関の角に向かって立ち、封筒を身体で隠しながらこっそりと開封する。

　そこには癖くせが強く、お世せ辞じにも綺き麗れいとは言いがたい文字が並んでいた。




『大事な話がある。夜七時、体育館倉庫に来てくれ


星也』






（せ、星也くんっ!?）

　最後の二文字を読んだ瞬間、美月の心臓はどきーん!!　と強く脈みやく打うった。

　一緒に暮らしているというのにわざわざ呼び出すとは、よほどのことなのだろう。家族にも誰にも絶対に秘密にしたいということだ。

（これはもしかして告白っ……なんて、そんなわけないじゃない。おかしいよ、これ。どういうことなの？）

　舞い上がったのは一瞬のことで、美月はすぐに眉根を寄せた。

　まず、指定場所が体育館倉庫というのが激げき烈れつに怪あやしい。

　何より、星也は女性恐きよう怖ふ症しようなのだ。美月と二人きりなんて耐たえられるわけがない。

　家でだって、誰かが傍にいればどうにか平気だが、何かの拍ひよう子しに二人きりになってしまったときは早々に退散してしまう。

　美月が星也のゲーム観戦をしているときも、気を遣って光がいつも傍にいてくれた。

　そんな彼があんなところに呼び出して大事な話をするなんて考えられない。

（これが星也くんからの手紙だとは思えない。としたら……まさか）

　今け朝さの星也の様子を見て、考え込んでいたひなのの姿が脳のう裏りを掠かすめた。

　体育館倉庫にはトラウマがあるという話を、彼女たちも聞いていて、恨みを持っている美月を罠わなにかけようとしているのではないだろうか。

　あの後ずっと美月は彼女たちから冷たい態度を取られ続けていた。視先が合ったら必ず睨みつけられた。まるで敵を見るような眼差しで。

（いや、でも、そうとは限らないし……）

「何怖い顔してるのよ。やっぱり果たし状だったの？」

　理子が近づいてきた。ただし手紙は見ないように、視線は美月の顔に固定されている。

「えっと……」

　返す言葉に迷い──美月は首を振った。理子には言わないほうがいい。

「なんでもないよ。光くんからの、ちょっとした伝言だった。ごめんね理子ちゃん。私、図書室に本返してから帰るよ」

「そう？　わかった。あんたもすぐに帰りなさいよ？」

　何かを感じ取っているらしく、理子はふと真顔になって言った。

「うん。ありがと、理子ちゃん。ばいばい、また明日」

　美月は片手を振って理子と別れ、鞄かばんを持ち直して図書室へと向かった。




　理子と別れてすぐに星也にはメールも電話もしてみたのだが、電池切れでもしているらしく、繫つながらなかった。

　光ならば彼の行方ゆくえを知っているかと思ったが、光は光で何かしているのか連絡がつかず、美月は肩を落とした。

　次につぐみにメールをしてみると、二人ともまだ帰っていないという返事があった。何かあったのかと尋ねられ、美月はなんでもないと答えるしかなかった。家で待っているつぐみに心配をかけるわけにはいかないので、友達と勉強すると噓うそのメールを送っておいた。

　六時半を過ぎると陽ひは完全に地平線へと沈しずみ、窓の外では外灯が灯ともっている。この時間帯まで残っているのは部活動に励はげむ一部の生徒たちだけだろう。図書室も閉まり、美月は自習室に移動して時間が過ぎるのを待っていた。

　見回りに来た先生に一度だけ早く帰るように注意されたが、真ま面じ目めに勉強をしているふりをしていたため、そこまで強くは言われなかった。

　熱心に勉強している生徒には、先生も対応が甘い。

（もし三上さんたちからの手紙だったとしたら、星也くんは大丈夫かな）

　一番いいのは、これが本当に星也からの手紙であること。それだったら大事な話というのがなんなのか物凄く気になるが、体育館倉庫に行くのはなんの問題もない。

　だが、もしもひなのたちの罠だったとしたら。

　じりじりと、焼けつくように時が過ぎていくのを待つ。シャーペンを片手に握ったまま、自習室にある壁かべ掛かけ時計を見上げる。

　現在、時刻は六時五十分。もうそろそろいいだろうか。

　広げていた教科書やノートを鞄に入れて、電気を消して退室する。

（星也くんは大丈夫かな……）

　頭を占めるのはそればかりだった。

　体育館へ続く渡り廊下を歩く。通りがかった特別校舎の出入り口は開いていた。

　見上げれば家庭科室と化学室の電気が灯っている。

　まだ部活中の生徒が残っているらしい。一人ではないことにほっとした。

「あれ、相沢さんだ。偶ぐう然ぜん。こんな時間に体育館に用事？　どうかしたの？」

　と、特別校舎の脇からひょこっと島しま谷たに洋よう子こが姿を現した。

「……島谷さんこそ、どうしてそんなところにいるの？　あなたも帰宅部だったよね？」

　警けい戒かいして、身を固くする。

「わかってるんじゃないの？」

　彼女は美月の前に立ち、チェシャ猫のように笑った。

「……やっぱり、私に手紙を出してきたのは、あなたたちだったんだ」

　美月はなんともいえない気分になった。こうなる前にどうにかできなかったのだろうか。

　嫌われているのは承知の上でひなのと話してみれば良かったのだろうか。もはや何を考えたところで後の祭りだった。

「桐島くんはどこにいるの？　無事なの？　お願い、教えて。言い過ぎたことは謝あやまるから」

　こうしてはいられなかった。ひなのは星也に何をするかわからない。焦あせりばかりが募つのる。

「ふうん。土ど下げ座ざしろって言ったらするわけ？」

「いいよ」

　即答する。それで星也が助かるなら、土下座でもなんでも構わなかった。

　ショルダーバッグを脇に置いて、その場に膝をつこうとすると、慌てたように洋子は制止してきた。

「ちょっと、冗じよう談だんだよっ。こんなところで土下座なんてされたら大問題になるじゃんっ。誰かが見てたらどうするのよ」

　ここは特別校舎の昇しよう降こう口ぐちの前だった。目撃者がいないとは限らない。

「じゃあどうすればいいの」

　立ち上がり、鞄かばんを持ち直そうとすると、洋子がそれを奪い取った。

「な、何するの!?　返してよ！」

「ちょーっと預かるだけだよぉ。大丈夫、財布取ったりしないから。中身はいじらない。約束する」

　奪い返そうとした美月を片手一本で押し退のけて、洋子はまた笑った。

「こんなところで押し問答してる暇ひまなんてないと思うけど。あんたの王子様、体育館倉庫で今頃待ちくたびれてるんじゃないかなぁ？」

「!!」

　美月は血相を変えた。洋子はにやにやと下げ卑びた笑みを浮かべている。

　スマホが入ったショルダーバッグを取られたのは痛いが、こんなことをしている場合ではない。

　光は女子に襲おそわれた際、星也が過か呼こ吸きゆうを起こして死にかけたと言った。

　まさかそんな酷い状態になっているなんて考えたくもない。でも彼の身に何かあったら──。

　美月は洋子の脇を抜けて、渡り廊下を疾しつ走そうした。

　屋上でひなのたちに取り囲まれている彼の姿を見たときも、美月はこんなふうに急いで彼の元へと走った。そしていまも同じことを繰り返している。最悪な事態になっていないことを祈って。自分の足の遅おそさをもどかしく思いながら。

（間に合って、お願い！）

　上うわ履ばきのまま体育館へ突撃する。部活も終わっている時刻なので、中はしーんと静まり返り、誰もいなかった。

　でも電気はついている。美月を待ち受けているかのように。

「星也くんっ!!」

　体育館を斜めに横切って、開いたままの体育館倉庫の中へと飛び込む。

　体育館倉庫の中は薄暗くて埃ほこりっぽく、色んな用具の臭においが混ざってなんともいえない空気が充満していた。ボールや卓球台やカラーコーンなど、様々な道具がところ狭しと押し込められている。

　物が溢あふれた体育館倉庫の奥に、星也が立っていた。彼の足元には鞄が置いてある。

　彼の目に、美月はけたたましい足音を立てて飛び込んできた侵入者に映ったのかもしれない。不安げに俯うつむいていた彼は、美月を見て驚おどろいたように目を見開いた。

（よ、良かった、とりあえず無事みたい）

　安あん堵どする暇もなく、凄い勢いで背後の扉が閉まり、視界が真っ暗に閉ざされた。

　次いで、がちゃんという音。これは鍵かぎをかけた音なのだろう。

（やっぱりな……）

　この展開は予想されたことなので、美月はそれほど驚かなかった。

　四角い扉の縁ふちから、ほんの微かすかに外の光が漏もれている。光源はただそれだけで、美月と星也は暗くら闇やみの世界に取り残された。

　似たような体験を、小学生の頃にしたことがある。

　でも、あのときとは違うのだ。

　自分は一人きりではないし、閉じ込められた体育館倉庫もここではない。

　恐怖に負けないように、すうっと息を吸い込んで、自分を鼓こ舞ぶするように激しく扉を叩く。鋼鈑製の扉は叩くと物凄く音が響ひびき、美月は顔をしかめながら叫んだ。

「ちょっと！　三上さんでしょう!?　冗談は止めてよ！」

「あら、嬉しいんじゃないの？」

　ひなのの声が返ってきた。彼女はこれまで死角に隠れていたらしい。咲子も一緒にいるのだろうか。
















「嬉しいわけないよ！　私がこの場所苦手だってこと、知ってて閉じ込めたでしょう!?」

「そうなの？　知らなかったわ。ごめんなさい。でも、いいじゃない。好きな人と二人きりなわけだし」

「すっ……!?　好きじゃないよ！　彼はただのクラスメイトだから！」

　人が懸命に恋心を押し殺そうと努力しているというのに、なんということを言い出すのだろう。しかもここには星也がいるのに！

「はっ、血けつ相そう変えて飛び込んできたくせに、白しら々じらしいわね」

　冷ややかな声が返ってきた。

「どうしたら出してくれるの？　やっぱりこの前のことを怒ってるの？　言い過ぎたことは謝るから──」

「ただ謝ってすむ段階はとうに終わったのよ。人のことを散々馬ば鹿かにしてくれてさ。あなたたちには復ふく讐しゆうしてやらなきゃ気がすまないの。特に桐島くんにはね」

　と、嘲あざけるような笑い声が聞こえた。

「わかったわよー、あなたの秘密。女が怖いのよねぇ？　ちょっと腕を摑んだだけで涙目になって震えちゃってさ、超ダッサい。いくら顔が良くたって、あれじゃ百年の恋も冷め──」

　ばあんっ！！！

　美月は、思いっきり──渾こん身しんの力で、扉を蹴けりつけた。近くに星也がいることも、彼が見ていることも頭から吹き飛んでいた。

　驚いたようにひなのの声が止まる。

　扉に叩きつけた足がじんじんと痺しびれて、痛くて、泣きそうだったが、美月はおくびにも出さずに言った。怒ど気きを孕はらんだ声で。

「いまの言葉、訂てい正せいして。でなきゃ許さない」

「……な、何よ」

　ひなのはうろたえたようだった。

「本当のことでしょうが。あなた、自分の立場わかってるの？　閉じ込められてるのよ？」

「知らない。関係ない。いまのは駄目。謝って」

　眉み間けんに力を込め、扉を睥へい睨げいする。その向こうにいるであろうひなのを想像して。

　美月の声が持つ迫力に吞まれたのか、ひなのの返答には間があった。

「……はっ、馬鹿じゃないの？　泣いて許しを乞こうなら出してあげようと思ってたのに、あなたが私に謝罪を要求するなんて、話にならないわ。そんなにそこにいたいならそうしてあげる。一晩中反省することね」

（あっ、しまった）

　その言葉でようやく美月は我に返り、青ざめた。

　理性よりも感情が先に立ち、つい暴走してしまった。ここには星也がいることを忘れていた。女性恐怖症である彼が自分と二人きりなんて耐たえられないだろうに！

（ああああああ私の馬鹿!!　いくら腹が立ったからっていまの行動は軽けい率そつだった！　どうにか彼女の機嫌を取って、出してもらわなきゃいけなかったのに！　しかも思いっきり蹴っちゃったよ！　目の前で思いっきり扉を蹴る女の子ってどうよ!?　ありえないぃ!!　絶対、引かれた!!）

「みみみ三上さん！　ちょっと待って！　お願い！」

　今度は焦りと羞しゆう恥ちで泣きそうになりながら、ばんばんと扉を叩く。

「あーあ、相沢さん、マジでひなのを怒らせたね」

　と、呆あきれたような洋子の声が聞こえた。

「鞄はここに置いとくからねー。無事に出られたらちゃんと持って帰ってねー」

「待って!?　島谷さん！　ねえ！　三上さん！」

　扉を叩き、叫んでも、もう返事はなかった。

　ややあって、扉から漏もれていた光が消えた。

　体育館の電気を落としたらしい。倉庫が正しよう真しん正しよう銘めいの闇やみに閉ざされる。

（……私は本当に馬鹿なのかも……いや、わかってたことだけど……）

　美月はがっくりと肩を落とした。

「……ごめん、星也くん……私のせいで……」

「…………」

「星也くん？　大丈夫？　具合が悪いの？　三上さんたちに触られたりした？」

　これまで彼の声を一度も聞いていなかった。不安になり、暗くら闇やみに向かって問う。

「……大丈夫。ちょっと腕を摑まれただけ」

「えっ!?　腕を摑まれるって、大丈夫じゃないでしょう!?　女の子には触るのも触られるのも駄目なのに」

　慌てても、暗闇の中では彼の顔色も、何も見えなかった。

「まあな。触られたくないなら謝れって、みんなに暴ばく露ろするぞって、無理やり謝らせられたから……本当に暴露されたら転校するしかないんだろうな……」

　星也の声は沈んでいた。

「転校なんて、そんなの駄目だよ。私が彼女たちを説得するから」

「……でも、今頃言いふらしてるかもしれねえし」

「ううん、それはないと思う。彼女は秘密をとことん利用するタイプだもの。みんなにばらしたらその時点で秘密じゃなくなって、価値がなくなる。だから言いふらすなんてことはないと思う。大丈夫。対策は私が考える。光くんと相談してみる」

　光は頭が切れるし、いい知恵を貸してくれるだろう。むしろ一人で解決してしまいそうだ。星也を守るためとなれば、彼は手段を選ばないに違いない。

（むしろ三上さんたちのほうが心配かも……）

　ひなのが星也に強引にキスを迫ろうとした相手だと知れば、彼がどんな報ほう復ふくに出るか──想像するだけで恐ろしく、美月はかぶりを振った。気を取り直して背筋を伸ばす。

「とにかく、いまはそんなこと心配しなくていいよ。それより、こんなことになって、本当にごめんね。私が軽率だった」

　しゅん、と項うな垂だれる。

「なんで謝るんだよ。お前はおれのために怒ってくれたんだろ。そもそもこうなったのは、おれが三上に言い過ぎたせいだし……お前が気に病やむことじゃねえよ」

「……そうかな」

「凄かったな、お前の蹴り」

「!!」

　血が一気に頭に上った。かあっと顔が熱くなる。

「み……見てたよね、やっぱり……」

「そりゃあ見るだろ」

「忘れてくださいお願いします……」

　顔を覆ってうずくまる。恥はずかしくて、できればこのまま消えてしまいたかった。

「格好良かったと思うけど。なんというか、ダイナミックで」

「フォローありがとう……」

　美月はますます縮ちぢこまった。

（……ううん、いまは恥ずかしがってる場合じゃない。早くここから出なくちゃ！）

　羞恥から逃のがれるように、きっと顔を上げる。

　体育館倉庫には嫌な思い出しかないため、長いこと閉じ込められたら星也だけではなく、美月だって気が参まいってしまう。もしまたあのときのように虫でも出てきたら──考えるだけで全身が総そう毛けだった。

「星也くん、スマホ持ってるよね？　鞄もあるし」

「スマホはあるけど電池がない」

「…………え」

　美月は口を半開きにした。そういえば彼とは連絡がつかなかった。

　星也は気まずそうに、声のトーンを若じやつ干かん落として言った。

「まさかこんなことになるとは思ってなかったから、昼休きゆう憩けいのときに電池使い切った」

「……ゲームで？」

「……ああ」

「……。うん。ゲームしてると電池の消費が速いもんね……」

　ゲーマー同士、事情はすぐに理解したが、美月は頭をかかえた。

　たとえ鞄ごと自分のスマホを奪われても、星也のスマホで誰かに助けを求めればいいと思っていたが、甘かったらしい。それを知っていたのだとしたら、ひなのの悪意は本物だ。

（……どうしよう）

　小学生のときに閉じ込められた体育館倉庫とは違い、ここの扉は頑がん丈じような鋼こう鉄てつ製。蹴破るなんて到底できない。事実、さっき美月が全力で蹴ってもなんの意味もなく、足を痛めただけだ。

　通つう風ふう孔こうはあるが鉄てつ柵さくに塞ふさがれていて、人が通るのは無理。

「……ねえ星也くん、ひょっとして、私たち、いま物凄くピンチ？」

「ひょっとしなくてもそうだよ」

　何をいまさら、というような口調で言われて、美月は閉へい口こうした。
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「光くん、今日は本当に来てくれてありがとうね。おかげでうちらも最っ高に盛り上がったよー。先生のサプライズ誕生日会、大成功！」

「また遊びに来てね！　料理部員みんなで待ってるから！」

「ありがとう。それじゃあ、お世話になりました」

　多くの女子に見守られ、光は頭を下げて家庭科室を後にした。

　今日は料理部顧こ問もんの誕生日だったらしい。光は料理部の部員でもなんでもないが、パーティーは人数が多いほうが楽しいとの理由で、半なかば強制的に参加させられた。

　帰ろうと席を立った瞬間、ちょっと一緒に来て、と女子に両脇を固められたときは驚いたが、お土産みやげにアップルパイやらクッキーやら、お菓か子しを山ほどもらえたので良しとしよう。甘いものは星也も美月も好きなのできっと喜ぶ。

　特別校舎の廊下を歩きながら、マナーモードにしていたスマホをチェックする。

　美月とつぐみからの新着メールが届いていた。美月からは電話の着信まである。

『星也くんと連絡がつかないんだけど、光くん、どこにいるか知らない？』

　美月からのメールは非常に気になるものだったが、続いてつぐみからのメールを表示する。

『美月ちゃんは友達と勉強するって聞いたけど、光もそうなの？　それとも星也と一緒にいる？　もう遅いから帰ってきなさい。連絡待ってます』

　二人からのメールを読んで、光は星也に電話をかけてみたが、アナウンスが流れるだけで繫つながらなかった。多分、ゲームのし過ぎで電池切れでもしたのだろう。

（全く、あいつは……）

　慣なれたことなのでため息一つで終わらせ、続いて美月に電話をかけてみたが、こちらも留守電に切り替わってしまった。

　どうにもおかしかった。そもそも中間テストが終わったばかりで勉強なんて、彼女がするわけがない。テスト前も「勉強なんてしたくないよね」「テストなんて滅ほろんでしまえ」などと、星也と愚ぐ痴ちを言い合っていたのに。

　そもそも何故、美月が星也を捜しているのだ？

（美月は星也がなんらかのトラブルに巻き込まれていることを知って、母さんを心配させないように噓のメールを入れた。その後、同じトラブルに巻き込まれた……ってところか。でないとこの状況に説明がつかない）

　光は階段の前で立ち止まった。顎に手を当てて黙もつ考こうする。

（やっぱり彼女に頼むしかないか……気は進まないけど）

　光はその美び貌ぼうからこれまで多くの女子に騒がれてきたが、その中でも特に面倒だったのが彼女の相手だ。

　盗とう撮さつや盗とう聴ちようなど、ストーカー紛まがいのことを彼女は平気で実行してきた。

　自分と同じように、星也がしつこくまとわりつかれていることを知って、光は彼女にちょっとしたお仕置きをした。あれからは少しだけ行動を慎つつしむようになってくれたが、あくまで少しである。彼女を止めることなんて誰にもできないだろう。

（はた迷惑な子だけど、持っている情報量の多さなら、右に出る者はいないしね）

　この際、手段など選んでいられなかった。

　連絡先から電話番号を呼び出す。こんなこともあろうかと、彼女の連絡先も登録しておいて正解だった。

『はいはーいっ、来栖でえす！　どうしました桐島くん、あなたからの連絡なんて珍しい！　特ダネですかっ!?　タレコミですかっ!?　さあ、遠慮なく用件をどうぞ！』

　元気が有り余ったような、やたらと明るい声が耳をつんざいた。

「残念ながらどちらも違うよ。いまどこにいるか聞いてもいい？」

『ややっ、それってデートのお誘いかなっ!?　学校のコンピューター室だけど何っ？　なんなのっ？　女の子を期待させちゃっていいのかな!?　これってあたしが『光の君』の恋人として校内新聞に載っちゃうフラグ!?　えーでもっ、個人的には『光の君』には星也くんか、三年の超イケメン、東城先輩と噂うわさになってほしいんだけどなっ。もしくは一年の仁に科しなくんでも良しっ』

　色々ととんでもないことを言い出す彼女の台詞せりふを遮さえぎって、言う。

「来栖さんの豊富な人脈と諜ちよう報ほう能力を見込んで、お願いがあるんだけど。ぼくの弟と連絡がつかないんだ。捜してくれないかな？」

『ええー、人捜しのご依頼ですかっ!?　あたしはただの報道部員だよっ？　そんな探たん偵ていみたいなこと頼まれても──』

「十五分以内に捜し出してくれたら、お礼にぼくが星也を抱きしめてる写真を撮とらせてあげる」

　ブハッ、という音が聞こえた。どうやら鼻血でも噴ふいたらしい。

　大丈夫!?　と周りにいる生徒たちが騒ぐ声が聞こえた。

「どう？」

　光は彼女の特殊な嗜好を知っている。

　さっきの反応からしても、彼女は絶対にこの提案に乗ってくると確信して、微笑ほほえむ。

『さささささささ捜します捜します全力で捜します任せといて超任せといてこの来栖ユカにお任せあれっ!!』

　荒い鼻息が聞こえて、光はスマホを耳から離した。

　でなければ彼女の鼻息が届いてくるような気がしたのだ。それくらい彼女の迫力は恐ろしかった。

『十分で捜し出してご覧らんにいれますわっ、そんなわけでちょびっと電話切るから！　チャンネルはそのままよ！　おーけい？　うぇいとあめねっと！』

　英語を習っているとは思えないほどの下へ手たな発音でそう言って、来栖ユカは興奮気味に電話を切った。
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　埃と黴かびと金属と──その他諸々が渾こん然ぜんと混ざった臭いがする体育館倉庫で、美月は膝をかかえていた。

　体育館倉庫に閉じ込められているという状況に、じわじわと侵しん蝕しよくされていくような恐怖を感じながら。

　扉に背中を押しつけ、暗闇に沈み込むように、星也と二人で黙っている。

「…………あの」

　黙っていると、時間が経つのが遅く感じる。

　恐怖を紛まぎらわす意味と、星也への心配も込めて、美月は声をあげた。

「大丈夫？」

「何が」

　右斜め前方から返ってくる声はそっけなかった。

　こんな状況でもいつも通りに聞こえる星也の声が、逆に美月を安心させた。

　彼の声が聞こえれば、一人じゃないことが実感できる。落ち着いた彼の声は、怯える必要などないと教えてくれているような気がした。

「怖いんじゃないかなって。ずっと女の子と二人きりで」

「……別に。真っ暗だから、顔も見なくてすむし。お前はあいつとは違うって、もうわかってるから」

「あいつ？」

　聞き返してから、ぴんときた。

　あいつとは、星也を女性恐怖症にさせた女の子のことだろう。

「いや、聞いても面おも白しろい話じゃねえから」

「聞きたい」

　食い下がると、星也は沈黙した。

「私は聞きたい」

　暗闇の中に向かって繰り返し、口を閉じる。

　星也は押し黙っていた。

　沈黙が訪おとずれる。

　かける言葉もなく、言うべき言葉も持たず、膝を抱えて息を吐はく。

　美月は聞きたいという意思を伝えた。その上で話すかどうかは、彼が決めることだ。

（私は知りたい。何があったのか全部知った上で、星也くんの助けになりたい。でも、星也くんがそれを望まないのなら、それは私のただのわがままになるもの）

　だから、目を閉じて待った。彼の選せん択たくを。

　数秒が経過する。

　そして、声が聞こえた。




「そいつの名前は、及おい川かわ梓あずさ」




「────」

　美月は目を開いて、頭を持ち上げた。

　首を軽く巡らせ、星也がいるであろう方向を見る。

　彼がどんな表情をしているのかわからない。暗闇の中では、何も見えない。

「及川とは中二のときに同じクラスになった」

　雨の雫しずくが落ちるように、ぽつぽつと、星也は語り始めた。

「あいつはクラスでも目立つ美少女だった。成績優秀でスポーツも万能、物腰も柔らかくて人気者。女版の光みたいな奴だった」

　彼の声だけが、体育館倉庫の中に流れていく。

「なんでか知らないけど、及川はおれのことが気に入ったらしくて、よく話しかけてきた。手作りのクッキーとかももらったな。でもおれは彼女に興味がなかった。放課後に偶然、仲のいい友達とクラスメイトの悪口を言ってる姿を見たから。愛あい想そうがいいのは表面だけで、裏表がある奴なんだなって思った。光も裏表がある奴だけど、少なくともあいつは正当な理由もなく人を嫌ったりしない。ましてや、人前で悪口を言うなんてありえない」

　淡々と、感情を挟はさまず、静かな口調で星也は語り続ける。

「おれがなかなか落ちないからしびれを切らしたんだろうな。及川は放課後、閉へい鎖さされた屋上の踊おどり場におれを呼び出して……」

　そこで言葉が止まった。

　完全に止まるかと思いきや、星也はほんの数秒で言葉を再開した。

「いきなり押し倒してきたんだ。おれは後頭部を床に思いっきり強打した。意識が朦もう朧ろうとしてて、何がなんだかわからないうちにキスされた。そっからはパニックだよ。ストレスで過呼吸になって、死にそうになってるおれを置いて及川は逃げた」

「逃げた!?」

　黙って聞こうと思っていたのに、美月は思わず大声をあげていた。自分のせいで苦しんでいる相手を放置して逃げるなんて、女としてどころか、人として最低だ。

　怒りでかあっと胸が熱くなった。

　激げき昂こうする美月とは対照的に、星也は静かに相あい槌づちを打った。

「……ああ。現場から逃げた後、及川は職員室に駆け込んで、おれに襲われそうになったと話をでっちあげたんだ」

「な……」

　美月はもう二の句が継げなかった。いきなり人を押し倒して、過呼吸で苦しんでいる人を放置した挙げ句、加害者としての悪あく名みようが広がる前に先手を打って保身に走る──怒りで目の前が真っ白になるなんて初めてのことだった。握り締めた拳がわなわなと震える。

「男が女に襲われるなんてありえない──とは言わないけど、珍しいことには変わりないし、及川は表面上は完かん璧ぺきな優等生だったから、ほとんどの先生や生徒はあいつの言い分を信じたよ。光がおれの冤えん罪ざいを晴らしてくれてなかったら、おれは女性恐怖症どころか人間不信になってたと思う」

「…………」

「……で、まあ、そんな感じ。やっぱり聞いても面白くなかっただろ、こんな話」

　美月は何も言えず、ただ、涙を零こぼした。

　静せい寂じやくの中で嗚お咽えつを聞き取ったらしく、星也はぎょっとしたように言った。

「な、なんだよ。泣いてんのか？」

「だって、そんなの……あんまりだよ。酷すぎる」

　美月は及川梓の所しよ業ぎように、無茶苦茶腹が立っていた。本当に腸はらわたが煮にえくり返っているような気がする。酷い仕打ちを受け、女性不信になった星也が可か哀わい想そうで堪らなかった。

「及川さんを土下座させたいっ……同じ女として恥ずかしい。許せないっ」

　唇が震える。目め頭がしらが熱くて、感情が飽ほう和わし、溢れた雫が頰を滑すべり落ちていく。怒りの炎は身体を燃やしてしまったのか、身体中がヒリヒリして、指先が痺しびれる。

「な、泣くなよ。別に泣かせたくて話したわけじゃないんだし。泣かれても困るんだって。どうすりゃいいんだよ」

　酷く狼ろう狽ばいした声が聞こえた。

「うん。そうだよね、ごめん。私が怒ったって、泣いたって、仕方ないもんね……星也くんが受けた傷は、どうにもならないもんね」

　美月は立てた膝に顔を埋うめて、泣き声を必死で我が慢まんした。

　星也は美月が落ち着くまで、黙って待っていてくれた。

「……。お前は、なんていうか、いっつも全力だな」
















「え？」

　目をこすり、顔を上げる。苦笑じみた星也の声が聞こえた。

「三上たちから助けてくれたときも、茶ちや碗わん公園までおれを捜しに来たときもそう。全力で走ってきて、いまも全力で怒って、泣いてる。──変な奴」

（──あ）

　いま、彼が笑ったような気がしたけれど、暗闇の中では見えなかった。

「星也く……」

　声をあげたそのとき、不ふ意いに、足元で物音が聞こえた。

（……え？）

　聞き間違いかと思ったが、耳を澄すませてみると、確かに音が聞こえる。

　小さな、カサカサ、という音。

　なんだろうかこれは。美月の顔からは血の気が引いていった。溢れ出た冷や汗が顎を伝って床に落ちる。蜘く蛛も。ネズミ。虫──たとえばゴキブリ？　ムカデ？

「いっやあああああああああああああ！！！！」

　過去の悪夢が脳裏にフラッシュバックし、美月はパニックに陥った。

「な、なんだよ、どうした!?」

　つられたように慌てた声がする。

「むむむむむ虫が!!　虫がいる!!　絶対いる!!　絶対絶対、いる!!」

　美月は音がした方向を指差し、大きくその手を振った。

「なんだよ、虫くらい……」

「いやああああああ駄目っ!!　虫は駄目本当に駄目なんですっ!!　わわわわわ私、小学生の頃、体育館倉庫に閉じ込められたことがあるの！　そのとき大きな虫が出てね！　慌てて逃げたら今度は頭に蜘蛛が落ちてきて!!　服の中に入っちゃって!!　本当に最悪だったの!!　ありえなかったの!!」

　恐きよう慌こう状態の美月は、もう自分で何を言っているのかもわからなかった。

　目をぐるぐると回して、震える声で、泣きながら訴うつたえ続ける。

「あ、そ、そうなのか？」

「そうなのっ!!　暗いわ怖いわ虫出るわ!!　あの体験は一生忘れられないっ、トラウマなの!!　もう二度と嫌なの!!　なのになんでまた閉じ込められてるの!?　どうして私はここにいるの!!　なんで余計なモノが出てくるのおおお！！！」

　がたがた震えながら、頭をかかえて喚わめく。

「あああ嫌ぁあ虫は嫌です勘かん弁べんしてくださいいいいネズミがいい！　せめてネズミにして！　ハムスター飼ってたからその延長でネズミなら許せる！　ネズミがいいよおネズミ万ばん歳ざいっ、お願っ……」

　泣きじゃくって、お願い──と言うよりも先に、突然、頭上に布が降ってきた。

「!?」

　何か起きたのかわからず、美月は泣くのも忘れて呆ほうけた。

　ひくっ、と出し損そこねた泣き声が喉のどにつっかえ、しゃくりあげる。

　どうやらこの布は星也が着ていたジャケットらしい。そう悟さとったときには、ジャケットごと横から抱きしめられていた。

「…………!?」

　美月は目をまん丸にした。

　これまで決して詰めることができなかった距離に──手の届く、すぐ傍に、星也がいる。

　いま自分の身に起きていることが信じられなかった。

　呼吸も、時間も、世界も──何もかもが止まったように感じた。

「お、落ち着くまで、こうしといてやるよ。仕方ねえから」

　すぐ傍で、どもったような低い声が聞こえる。

　美月の身体を抱きしめる彼の手は細かく震えていた。

　布を挟んでいても、やはり怖いものは怖いらしい。

　それでも、彼は美月を抱きしめてくれていた。

　美月の涙を止めようとして。あの日のように、勇気を振り絞しぼって。

「む、虫でも、ネズミでも、なんでもいいよ。出てきたら退治してやるから。だから、もう泣くな。お、お前が泣くのは、なんか、駄目なんだよ」

「…………」

　目を瞬しばたたくと、押し出された涙がまた頰を伝い落ちていった。

　彼の腕の中で、波が引くように、全身を支配していたパニックがすうっと消えていく。

　それは多分、星也の気持ちが伝わってくるから。

　泣いている女の子をどうにか安心させようと、必死で頑張ってくれているからだ。

「……うん。ありがとう」

　美月は泣きすぎてぐしゃぐしゃになった顔で、それでも、笑った。

　彼のおかげで泣き止み、笑うことができた。

　あのときもそうだったことを思い出す。

　怖い男二人に追い詰められ、誰も助けてくれない中で、美月の声に応えてくれたのは彼だった。

　ひなのに叩かれそうになったときも、彼は庇ってくれた。

　全力で、美月を守ってくれた──。

　やがて、美月が泣き止むのを待ってから、星也が離れた。

　美月の頭からジャケットを回収して、着直す気配を感じた。

「……ありがとう、星也くん」

「いいよ。でも二回目は勘弁な」

「うん。ごめんね」

　頷うなずくと、暗い体育館倉庫の中に四角い光が差し込んできた。扉の縁から漏れてくる光。

　星也と顔を見合わせる。これはあきらかに、体育館の電気が入った証拠だ。

「誰か来た！」

　星也は急いで立ち上がり、激しく扉を叩いた。

「おい！　誰かいるのか!?」

「大丈夫だよ星也。いま扉を開けるから」

　落ち着いた声が聞こえた。光の声だった。

「二人とも、無事？」

　扉が開いて、その隙すき間まから眩まばゆい光が差し込んできた。

　暗闇に慣れていた目にはその光が眩まぶしくて、美月は目を細めた。

　逆光に立っているのは光だった。そしてその背後には、ひなのたち三人組と、何故か誇ほこらしげに鼻息を吐いているユカの姿があった。

　ユカを除いた三人組の表情は一様に青ざめており、震えてすらいた。

「光！　なんでここに!?　まだ学校にいたのか？」

　体育館倉庫から出て問い詰める星也に向かって、光は優ゆう雅がに微笑んだ。

「うん。居残ってたのは偶然だけど、結果的には正解だったね。まさかこんなことになってるとは思わなかったよ。相沢さんも、目が赤いよ？　泣いてたの？　怖かったね。よく頑張った」

　星也に続いて体育館倉庫から出た美月の頭を、光は撫でてくれた。

　その感触があまりにも優しいものだから、涙るい腺せんが緩ゆるんで、ついまた泣きそうになった。

「で、そいつらはなんでここにいるわけ？　来栖まで」

　星也は怪訝そうな顔をした。

「来栖さんは捜そう査さ協力をしてくれたんだ。彼女がいなかったら、こんなに早く星也たちを見つけることはできなかったよ。ああそうそう、お礼だったね」

　光はそう言うなり、星也を抱きしめた。

　突然の行為に星也は固まり、呆あつ気けに取られている。

「ひゃああああああああ眼がん福ぷく！　眼福！　なんというご褒ほう美び!!」

　ユカは鼻血を垂たらしてデジカメを構え、何度も二人の姿を撮った。

「これは保存っ！　永久保存っ!!　ごちそうさまでしたっ!!　ひゃーはははははっ！」

　ユカは哄こう笑しようしながらデジカメ片手に走り去った。

「……お前、いくらおれたちを助けるためっていっても、あんなのと手を組んだのか？　どうするんだよ、校内新聞の一面を飾かざることになるぞ……？」

　星也の顔は青ざめていた。

「大丈夫。あの写真はあくまで彼女の特とく殊しゆな嗜好を満たすためのもので、絶対に他には掲けい載さいしないって約束してるから」

　光は笑顔で手を振り、星也の心配を否定した。

「……ま、まあ、色々と言いたいことはあるけど、もういいや。そんなことより、お前ら」

　星也は背筋を伸ばし、改めてひなのたちを睨みつけた。

「ひっ」

　ひなのたちは震え上がり、互いに両手を合わせた。

　演技ではなく本気で怯えているらしく、その身体は激しく震えていて、歯の根すら合わない様子だった。顔色は真まっ青さおで、顔いっぱいに汗が浮かんでいる。

　光が冷たい視線を投げると、彼女たちは、一いつ斉せいにその場に膝を折った。

「こ、この度たびは、ほ、本当に申し訳ありませんでした……！」

「も、もう二度としません。約束します。誓ちかいます」

「どうか、どうかお許しください……」

（……光くんは一体、彼女たちにどんなお仕置きをしたんだろう？）

　プライドの高い三人が床に額をこすり付けている。普段の彼女たちなら考えられない行動だ。星也もこれは予想外だったらしく、困こん惑わくしていた。

「……お前、何したの？」

「世の中には聞かないほうがいいこともあるんだよ、星也」

　光はにっこり笑った。

（光くんは、三上さんが星也くんにキスを迫ろうとした女の子だって気づいたんだろうな。じゃなきゃここまでするとは思えないもの）

「これはさすがにやりすぎだろ……」

　星也は頰を搔かき、そして、美月を見た。

　許しても良いかと視線で聞かれたような気がした。

　美月は小さく頷うなずいて、三人に向き直った。

「……三上さん、加藤さん、島谷さん。もういいよ、立って。クラスメイトに向かって、卑怯で最低だなんて、私も言い過ぎたから。ごめん」

　軽く頭を下げてから、顔を上げる。予想外だったのか、三人は驚おどろいていた。

「でも、星也くんに強引に迫ろうとしたことはやっぱり間違ってるよ。さっきの暴言だって、あれは絶対に言っちゃ駄目な言葉だ」

　口元を引き結んで、ひなのを見つめる。

「……ええ。そうね」

　ひなのは反省したように頷いて、立ち上がった。二人も彼女の後に続く。

　そして、三人は窺うかがうように星也を見た。

　断片的な情報は教えてもらったものの、美月は三人と星也の間で具体的にどんなやり取りがあったのかは知らない。どうして星也が言われるままおとなしく体育館倉庫の中で待っていたかもわからないままだ。

　星也は唇を嚙んでから、三人を睨みつけた。

　三人が激しく震えるのを見て、星也は嘆たん息そくし、手を振った。

「違う。怯えさせたいんじゃなくて、女だとどうしてもこういう顔になるだけで……だから、ええとな」

　星也は言いづらそうな顔をして、

「さっきお前らには謝ったけど、あれは無理に言わせられたからで、違うと思うし、もう一回、改めて言う。虫むし唾ずが走るとか、あれは、さすがに言い過ぎた。ごめん」

　軽く、頭を下げた。

「………………」

　ひなのは瞠どう目もくした。他の二人も固まっている。

　三人とも、もう震えは止まったようだった。

「……全然言い過ぎだとは思わないけど」

　ひなのを見て、ぼそっと光が呟いた。

「ま、まあまあ、光くん」

　美月は急いで光のフォローに回った。弟を溺でき愛あいしている光の気持ちはわかるが、ここは堪こらえてもらわなければならない。

　幸い、光の発言はひなのの耳には届かなかったらしい。

「……わ……」

　ひなのは再び泣き出しそうに激しく顔を歪ゆがめ、俯いて、腹の前で両手を組み合わせた。

「私も、ごめんなさい……酷いことを言って。酷いことをして」

　ひなのの目尻に溜まっていた涙が、一筋、頰を滑り落ちていった。

「あなたの秘密は誰にも言わない。約束する」

「私も」

「うん。私も」

「じゃあ、仲直りっていうか、またよろしくってことで」

　星也は頷いて、友好的に笑った──つもりだったのだろう。

　しかしその笑顔は、理子と美月が見たものと同じ、衝しよう撃げきのホラー映像でしかなかった。ひなのと洋子は後ずさり、咲子は悲鳴をあげた。

「やややややっぱり怒ってるんでしょう!?　怒ってるのよね!?　そうよね許すつもりなんてないのよね!?」

　ひなのは錯さく乱らんした様子で喚いた。

「へ？　なんでそうなるんだよ、笑ったのに」

　星也は不機嫌そうにひなのを睨みつけた──実際のところ、本人はただ訝いぶかっているだけで、全く睨みつけるつもりなどないのだろうが、残念ながらそうとしか見えなかった。

「いやああああああ命だけは!!　命だけは取らないで!!」

「許してお願い!!」

「いや、だから笑っただけで──」

「私が悪かったですううもうしませぇぇん!!」

「…………」

　泣き喚く彼女たちを見て、もう何を言っても無駄だと悟さとったのか、星也は落ち込んだように俯き、その肩をぽんと優しく光が叩いたのだった。




　帰宅後、リビングのテレビの中では女主人公──エリザベートが大剣をふるって、爽そう快かいに雑ざ魚こ敵てきを薙なぎ倒していた。中間テストが終わってからというもの、星也は毎日一時間はゲームをしており、美月は傍でその様子を見守るのがお約束となっていた。

「でもさあ、一緒に暮らしてるのに、お互いの筆ひつ跡せきも知らないなんてねえ。知ってたら最初から罠だって見抜けただろうに」

「字を書くことってあんまりないだろ。勉強するときは部屋にこもるし」

　画面から目を離さず、綺麗にコンボしながら星也が言った。彼は極ごく悪あくな難易度でプレイしているはずなのだが、それを感じさせないくらいに強く、見ていて爽快だ。

「そっか。じゃあ、今度は三人で勉強会をしよう。リビングで」

　光はぴっと人差し指を立てて提案した。

「えー、勉強？　中間テストが終わったばっかりなのに」

　星也は嫌そうな顔をした。

「あら、それはいいわね。テレビも消してあげるから、存分に勉強なさい」

　と、つぐみがやってきてソファに座った。

「学年トップの秀才に教えてもらえるなんて、あなたたちは恵まれてるわ」

　そしてつぐみは、星也を見て悪戯いたずらっぽく笑った。

「美月ちゃんから聞いたわよー。格好良かったんですってねぇ星也」

「つつつつぐみさんっ!!　言わないって約束したじゃないですか!!」

　美月は泡あわを食って制止した。

「あらあら、ごめんなさい。つい嬉しくって」

　つぐみは口に手を当てて微笑んだ。

「女性恐怖症になってからは女の子と接触できなくなっちゃって、中学のフォークダンスのときだってズル休みしたのに、抱きしめてあげたんでしょう？　随ずい分ぶんな進歩よ、奇跡よ！　恐怖を堪えて美月ちゃんを抱きしめるなんて、やるじゃない。お母さん、見直しちゃったわ。身体を張って女の子を守る男の子……そうよ、そうでなくっちゃ！　ラブロマンスは大抵、そうして始まるものなのよ」

　つぐみは胸の前で両手を組み、うんうんと頷いた。

「……母さん、また変な本読んだだろ」

　星也はつぐみを冷たく一いち瞥べつしてから、再びゲーム画面に視線を戻した。

「失礼ね。お母さんはラブロマンスが好きなだけです」

　つぐみは頰を膨ふくらませた。夫婦の寝室にはやたらと乙女チックな小説が並んでいるが、あれは全てつぐみの趣味である。大人なのにつぐみは少女のようなところがあった。

「でもねえ光、お母さんはちょっと気になってるんだけど」

「何が？」

　光は不思議そうな顔をした。

「また、すっとぼけちゃって。あなたも美月ちゃんのことが気になってるんじゃない？　あなたが女の子に求める条件って、まず星也を無条件で受け入れること。芯しんが強くて、簡単に周りに流されない子。美月ちゃんなら全部あてはまると思うんだけど」

　星也が防御に失敗して、エリザベートが無様に吹き飛ばされた。さらに敵の執しつ拗ような追撃を受けて、ＨＰゲージが危険を示す赤に変わる。

　それを横目で見ながら、美月は酷く慌てた。

「な、なんてこと言うんですかつぐみさん！　光くんが容姿も成績も底辺の私に興味を持つわけないじゃないですか！　ねえ、光くん！」

　ぐりんと頭を回して光を見ると、何故か彼はじっと美月を見ていた。

（え？）

　即座に肯こう定ていが返ってこないことに戸惑った。

　星也も光の反応が気になるらしく、ゲームを中断することも忘れて光を見ていた。どこか、不安げに。

（い、いや、まさか、そんな……ねえ？）

　美月の反応を楽しむように、光はふっと笑って、星也に顔を向けた。

　星也の頭に手を置いて、わしゃわしゃと撫でる。

「大丈夫だよ星也、ぼくの理想は美月で満足するほど低くないから」

「だ、だよね!?　だったら、なんなのさっきの意味ありげな間は！」

　と美月は慌てた。

「二人の反応が面白くってさ。あ、星也、死んでるよエリザベート」

　ゲーム画面は暗転し、『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』の赤文字が表示されていた。

「うっ、うるせーな、わかってるよ！　そこのド下手くそなプレーヤーと違って、リトライ用の金はまだまだあるから大丈夫だよ！」

「ド下手くそ!?　そこまで言う!?」

「うふふふ。お母さん、色んな意味で楽しみだわ」

　大騒ぎする三人をよそに、何故かつぐみは楽しそうだった。
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　土曜日の昼下がり。美み月つきが図書館から帰ってくると、家の中は静かだった。美月と一緒に外に出たつぐみは買い物から帰っていないようだ。父はゴルフで、光ひかるはクラスの友達に誘さそわれて遊びに行っている。

　一人家に残っているはずの星せい也やは二階の部屋にいるのだろうか、とも思ったが、リビングからはテレビの音が聞こえていた。文庫本が二冊入ったショルダーバッグを掛け直し、リビングに入って、美月は目を瞬しばたたいた。

　星也はテレビをつけたまま寝ていた。朝は誰より遅く起きてきたのに、まだ寝足りなかったようだ。

　彼が眠っているのはソファの端はしっこで、左半身はずり落ちてしまっていて、左足の先端は床についている状態だ。少し身体からだを傾かたむければ落ちそうだが大丈夫だろうか。

　そういえば、つぐみが星也は寝相が悪いと言っていたことを思い出した。彼がいつも寝起きに派手な寝ね癖ぐせをつけていることも。

「…………」

　同居生活を始めて一カ月が経たち、星也はソファで眠れるほどこの家に馴な染じんでくれたらしい。美月は感無量だった。

（寝顔が可か愛わいいって、つぐみさんが言ってたな……）

　興味を覚えて、そっと彼の前に座り、その寝顔を見る。

　彼の寝顔は無防備で、無む垢くな子どものようだった。

　女性とみれば眉まゆをしかめ、半眼になり、睨にらみつけずにはいられない彼がこんな表情をするなんて、クラスの女子たちは知らないだろう。

（私もいま初めて知った。こんなに可愛いんだ）

　頰ほおを緩ゆるめてその愛らしい寝顔を堪たん能のうしていると、いきなり星也が豪ごう快かいな寝返りを打ち、転げ落ちてきた。

「!!」

　避よける暇ひまもなく、美月は彼の転落に巻き込まれる形でひっくり返った。星也も落下途中で目が覚めたらしく、とっさに床に手をついて完全な転落を防いだ。素晴らしい反射神経だった。

「…………」

　気がつけば、美月の頭上には星也の驚いたような顔があって、美月は視界に映るその光景にこそ驚いて目を見張った。

　美月はソファの真横、平行に倒れている。そして星也は、左腕を折りたたんでソファに肘ひじをつき、右手を伸のばして美月の脇わきについている状態だった。彼の足は見事に美月の足の間に収まっている。

「………………っ」
















　あまりの状況に、互いに震えて、何度も口を開閉して、そして結局何も言えなくて。

　数秒後、星也は慌あわてたように跳はね起きてソファに戻り、美月はようやく起き上がることができた。心臓はばくばくと音を立て、顔は火ほ照てったように熱い。

（ひええええいまのは何!?　とんでもない状態だったよね!?　変則的な床ドン!?　なんなの!?　刺激が強すぎる……！）

　両手で頰を押さえ、ひたすら赤面していると、ソファの上で星也が動いた。

「お、お前、なんでそんなとこにいたんだよ」

　星也の声は不自然なまでに上ずっていた。

「ま、巻き込まれまして」

「そ、そっか、ごめん」

「い、いえ、こちらこそすみません。白状します。寝顔を見てました」

「なんだよそれ。痴ち女じよか」

「すみません」

　美月は縮ちぢこまって頭を下げた。

「……もういいよ。いつまでも床に座ってないで、こっちに来て座れば？」

「はい」

　美月は言われるまま、ソファの端っこに座った。星也も逆側の端っこに座っている。互いに手を伸ばせば、ぎりぎり届くくらいの距離だ。

　星也は不思議そうな顔をして自分の両手を見下ろしている。

「どうしたの？」

「……拒否反応が出てないなと思って。あんなに近くにいたのに。震えてない」

「えっ。治ったのかな!?」

　喜き色しよく満まん面めんに言うが、星也はかぶりを振った。

「いや、治ってはねえよ。相変わらず女子は怖いし。でも……」

「でも？」

　見つめられて、美月は首を傾かしげた。すると星也はそっぽ向いて、ぽんぽん、と美月と星也の中間にあたる場所を叩いた。

「ここに手を置いて。前向いたままで。あ、手は動かすなよ。絶対」

「？　うん」

　言われるまま、美月は前を向いて、左手を伸ばし、横に置いた。

　数秒して、美月の手の上に、星也の手が重なった。

（!!）

　心臓が跳ね上がる。星也の手は、緊張に震えていた。

　星也の手は当たり前だが、美月の手より大きくて。骨ばっていて、指が長くて。

　触れた先からじんわりと彼の体温が伝わってきた。

「……やっぱり、怖いけど、気持ち悪くはならないな。お前相手だと」

「そうなんだ。良かった……。って、お前相手だと？　私限定？」

　目をぱちくりさせる。

「いまのところは。多分」

　そう言って星也は手を離した。

　少しだけその顔が赤く見えるのは目の錯さつ覚かくなのだろうか。

「そっか。じゃあ、これからはもっとその対象が増えると良いね。女の子にも緊張せずに、自然に笑えるようになったらいいね。そしたらもっと多くの女の子が星也くんの魅力に気づくと思うよ。だって星也くんの笑顔って凄く可愛いもの」

　にっこり笑って手を合わせると、星也は苦笑した。

「可愛いってのは褒ほめ言葉じゃねえよ」

「…………」

　じっと見つめていると、星也は居い心地ごこちが悪そうな顔をした。

「なんだよ」

「ううん、いまの笑い方は凄く自然だったなって。私を見ると目つきがきつくなるのは相変わらずだけど、でも、同居したばかりの頃と比べれば、だいぶ柔やわらかくなったよね。嬉しいな。この調子なら、意外と女性恐きよう怖ふ症しようもすぐ治っちゃうかもよ！　だったらいいねぇ」

　にこにこしていると、星也は何故か複雑そうな顔をして、ソファから下りた。

「……お前ってほんと、変な奴やつ」

「そ、そう？」

　変な奴という評価はどう受け取ればいいのだろう。美月が悩んでいる間に、星也はゲームの準備を始めていた。

「コンセント入れて、美月」

　見向きもせずにそう言って、星也はコントローラーをゲーム機本体に繫いだ。

「うん」

　美月はゲーム機のコンセントを差し込んで、再びソファに戻った。

　星也はテレビの前でうずくまり、ソフトをゲーム機に入れている。

（……名前を。呼ばれて。しまいました。いまさりげなくだけど名前を呼ばれました……！）

　務つとめて平静を装よそおっているものの、美月は喜びの感情を表に出さないよう、掌てのひらに爪つめを立てていた。そうでもしないと頰が緩ゆるむのを止められそうになかった。

（妹に徹てつしなきゃいけないんだから、笑っちゃダメ……！）

　むくむくと膨ふくれ上がろうとする恋心と戦っていると、ゲームの準備を終えた星也がソファに戻ってきた。

（あ）

　星也が座った位置は、さっきより美月に近い。

　たった一席分のスペースだが、それでも、確かに距離が縮まっていた。

「……そうだ、いまからチャプタ４のボス戦だったよね。あの敵には雷かみなりの魔法が有効だよ。感電させられるから」

「いらねえよそんな情報。お前みたいなへっぽこプレーヤーと一緒にするなよ。魔法なしでクリアしてやるよ」

「えっそんな縛しばりでやるの？　大変だよー」

　美月はソファのクッションを取り上げ、胸に抱いた。

　眼鏡めがねをかけてゲームを始めた真剣な星也の横顔を、さりげなく見る。

（私は絶対に星也くんの女性恐怖症を治してみせる。彼がもう怯おびえなくていいように。誰に対しても笑えるように──だから、まだまだこれからだよね）

　美月は微笑ほほえみ、そして、前を向いた。

　同居生活が始まって一カ月。

　少しだけ縮まった彼との距離を、愛いとおしく思いながら。
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　初めまして。あるいは前作も読んでくださった方は、お久しぶりです。

　ゆずりはと申します。

　こちらの作品は前作と同様、ミライショウセツ大賞の優秀賞を受賞し、書籍化して頂ける運びとなりました。

　まさかの二作品連続刊行。

　一生分の運を使い切ったのではないかとびくびくしております。




　作品を書き上げるにあたって、色々とありました。

　ページ数を勘かん違ちがいして規定の倍の枚数を書こうとしたり（チェックしてくださった担当様にはご迷めい惑わくをおかけしました）、双ふた子ごのお兄ちゃんの性格が応募段階の原稿とは少しばかり変わったり、堀ほり泉いずみ先生に漫画を描いて頂けると聞いて狂きよう喜きしたり。

　一ひと癖くせある双子とヒロインが繰り広げるどたばたラブコメ、私は楽しく書いていましたが、読者様にも楽しんで頂けますよう、祈るばかりです。




　担当してくださった編集部のⅠ様、大変お世話になりました。改稿の嵐あらしに根気よく付き合ってくださり、ありがとうございました。

　堀泉インコ様、素敵なイラストをありがとうございました。読者の皆様はここで是非、表紙カバーをめくってみてください。「どれだけ過か保ほ護ごなの」と私は大笑いさせて頂きました。このイラストを拝はい見けんした瞬間、双子のイメージが固まったような気がします。

　その他、出版に関わった全ての方に厚くお礼を申し上げます。




　そして、この本をお手にとってくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。

　よろしければご意見やご感想をお聞かせ頂けると、大変嬉しく思います。




　それでは、またどこかでお目にかかれたら幸いです。
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